
一

こ
の
一
〇
年
間
の
諸
行
事

農
業
高
校
は
本
来
の
学
習
活
動
の
他
に
も
、
学
校
行
事
、
農
業
ク
ラ
ブ
活
動
、

部
活
動
、
生
徒
会
活
動
な
ど
様
々
な
活
動
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
諸

活
動
は
、
学
校
教
育
で
も
人
間
形
成
上
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
本
校
の
教

員
に
は
、
「
行
事
で
生
徒
を
育
て
る
」
と
い
う
暗
黙
の
了
解
が
あ
り
、
県
下
で
は

学
校
五
日
制
の
施
行
で
行
事
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
が
、
本
校
は
精
選
を
行
わ
な

か
っ
た
。

こ
の
一
〇
年
間
の
学
校
行
事
、
田
植
祭
、
農
文
祭
は
農
業
高
校
の
特
色
あ
る
学

校
行
事
と
し
て
そ
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
毎
年
開
催
し
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
昭

和
六
二
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
一
学
年
の
演
習
林
体
験
実
習
も
、
学
年
会
行
事
と
合

わ
せ
な
が
ら
宿
泊
で
実
施
さ
れ
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
平
成
七
年
か
ら
は
じ
ま
っ

た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
際
交
流
事
業
も
着
実
に
発
展
し
て
き
て
い
る
。
よ
り
計
画
的

な
深
い
交
流
を
目
指
し
て
、
平
成
二
二
年
度
に
は
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
と

隔
年
相
互
派
遣
の
覚
書
を
取
り
交
わ
し
、
翌
二
三
年
に
は
友
好
協
定
を
さ
ら
に
五

年
間
延
長
し
た
。
本
校
の
国
際
交
流
を
通
訳
や
交
流
助
言
な
ど
陰
か
ら
支
え
て
い

た
だ
い
て
い
る
田
谷
徹
氏
に
は
、
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
の
卒
業
生
二
、
三

名
を
自
ら
経
営
す
る
田
谷
農
園
で
農
業
研
修
生
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
と
の
絆
が
よ
り
太
く
な
っ
て
い
る
。

戦
後
ま
も
な
く
誕
生
し
平
成
二
四
年
度
で
六
四
年
の
歴
史
を
刻
む
日
本
学
校
農

業
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
意
見
発
表
や
農
業
鑑
定
な
ど
の
競
技
を
核
に
、
活
発
に
展
開

さ
れ
て
き
て
い
る
。
頂
点
で
あ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
に
は
、
校
内
予
選
を
経

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
農
業
鑑
定
競
技
、
年
次
大
会
で
出
場
権
を
競
う
平
板
測
量
競

技
、
北
信
越
大
会
で
勝
利
し
て
出
場
で
き
る
意
見
発
表
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
な

ど
、
学
校
お
よ
び
農
ク
事
務
局
が
競
争
原
理
を
持
ち
込
ん
だ
こ
と
が
、
農
業
ク
ラ

ブ
活
動
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
る
。

こ
の
一
〇
年
の
部
活
動
で
は
、
何
と
言
っ
て
も
郷
土
芸
能
部
の
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
最
優
秀
受
賞
や
海
外
公
演
遠
征
な
ど
の
め
ざ
ま
し
い
活
躍
が
あ
げ
ら

れ
る
。
平
成
二
二
年
度
に
は
福
井
市
文
化
奨
励
賞
を
受
け
る
な
ど
社
会
的
に
も
そ

の
活
動
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
農
業
系
部
で
は
、
平
成
一
八
年
度
に
環
境
土
木

部
が
魚
道
の
研
究
で
日
本
水
大
賞
を
受
賞
す
る
と
い
う
輝
か
し
い
実
績
を
残
し
て

い
る
。

生
徒
会
活
動
は
、
生
徒
の
発
想
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
生
徒
の
手
に
よ
る
生
徒

会
運
営
が
根
付
い
て
き
て
い
る
。
体
育
祭
や
農
文
祭
の
生
徒
企
画
・
運
営
の
ほ
か
、

生
徒
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
東
日
本
大
震
災
で
の
募
金
活
動
な
ど
時
宜
に
あ
っ

た
生
徒
目
線
で
の
活
動
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
行
事
の
他
に
も
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
防
災
教
育
、
性
教
育
、
道
徳
教

育
、
人
権
教
育
、
環
境
教
育
な
ど
時
代
を
反
映
し
た
教
育
課
題
で
の
諸
活
動
も
多

第
二
部

一
一
〇
年
〜
一
二
〇
年
ま
で
の
概
観

第
一
章

教

育

活

動

第
一
節

教

育

諸

活

動
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い
。
例
え
ば
平
成
二
四
年
度
は
、
啓
蒙
地
区
の
総
合
防
災
訓
練
に
本
校
生
徒
約
三

〇
名
が
参
加
し
、
災
害
が
起
き
た
場
合
の
高
校
生
の
社
会
貢
献
の
在
り
方
に
つ
い

て
学
ん
だ
。

こ
こ
一
〇
年
、
若
者
の
働
く
環
境
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
ニ

ー
ト
問
題
な
ど
も
あ
っ
て
、
社
会
と
の
接
続
教
育
に
課
題
を
残
し
て
い
る
。
若
者

の
社
会
人
基
礎
力
、
特
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
の
不
足
が
問
題
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
の
急
激
な
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
若
者
の
「
生
き
る

力
」
が
学
習
指
導
要
領
に
掲
げ
ら
れ
て
久
し
い
。
こ
う
し
た
諸
課
題
に
対
処
す
る

た
め
に
は
、
学
校
と
い
う
集
団
生
活
の
中
で
、
学
習
は
も
ち
ろ
ん
諸
行
事
で
の
工

夫
し
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
本
校
は
ま
さ
に
学
校
行
事
な
ど
多
様
な

取
り
組
み
の
な
か
で
、
生
徒
を
育
て
て
い
る
。

平
成
二
四
年
度
の
諸
行
事
実
績

四
・
一
〇

対
面
式

一
一
、一
二
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

一
九
、二
〇
農
業
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

二
七

開
校
記
念
強
歩
大
会
（
今
立
コ
ー
ス
）

五
・
一
五

生
徒
総
会

一
九

Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
講
演
会
（
東
日
本
大
震
災
に
学
ぶ
）

二
〇

非
難
訓
練
（
講
話
、
消
火
器
消
火
訓
練
）

六
・
一
〜
三

春
季
高
校
総
体

一
一

芸
術
鑑
賞
（
演
劇
「
あ
か
ひ
げ
」）

一
二

田
植
祭（
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、農
業
鑑
定
、ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
他
）

一
九
〜
二
一
二
工
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
建
設
、測
量
、造
園
関
係

一
五
社
）

二
四

啓
蒙
地
区
防
災
訓
練
参
加
（
生
徒
三
〇
名
）

二
七

二
生
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
上
志
比：

ニ
ン
ニ
ク
の
収
穫
）

七
・
六
、九

球
技
大
会
（
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

一
〇
〜
一
二

二
物
、二
流
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
物：

Ｊ
Ａ
、農
家

一
五
軒
、

流：

流
通
関
係

一
六
社
）

一
一

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会
（
卒
業
生
八
名
）

二
三

三
年
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
希
望
者
一
六
名
）

三
一

年
次
大
会（
平
板
測
量
、意
見
発
表
、農
業
鑑
定
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
）

八
・
二
一

農
ク
北
信
越
大
会
（
意
見
発
表
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
）

二
四

中
学
生
体
験
入
学
（
学
校
説
明
、
体
験
実
習
九
コ
ー
ス
）

九
・
五

体
育
祭（
四
色
、競
技
、応
援
、集
団
演
技
、壁
画
、み
こ
し
、衣
装
）

一
一
〜
一
三

二
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
福
祉
・
保
育
・
菓
子
関
係

一
〇
社
）

二
五
〜
二
八

二
年
生
修
学
旅
行（
北
海
道
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ：

空
知
地
方
）

二
五
〜
二
六

一
年
生
演
習
林
宿
泊
体
験
実
習（
林
業
実
習
、保
月
山
登
山
他
）

二
六

三
年
生
遠
足

一
〇
・
九

二
工
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
松
岡：

ギ
ン
ナ
ン
収
穫
）

一
〇
〜
一
七

タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校

研
究
生
二
名
受
入

二
〇

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
（
授
業
参
観
、
部
活
動
体
験
）

二
四
〜
二
五

農
ク
全
国
大
会
（
農
業
鑑
定
・
ク
ラ
ブ
員
代
表
者
会
議
）

一
一
・
二
〜
三

農
文
祭

秋
季
高
校
総
体

一
二
・
七
、八

球
技
大
会
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
）

一
七

先
輩
と
職
業
を
語
る
会
（
卒
業
生
一
四
名
）

一
・
一
七
〜
二
五

校
内
課
題
研
究
発
表
会
（
物
・
工
・
生
・
流
）

二
・
五

一
年
小
論
文
発
表
会

一
二

二
年
小
論
文
発
表
会

一
六

県
課
題
研
究
合
同
発
表
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二

教
育
目
標
・
教
育
方
針

校

訓

「
大
地
に
生
き
る
」

「
自
然
に
親
し
み
、
大
地
を
踏
み
し
め
、
誠
実
に
生
き
る
」

教
育
目
標

○
自
主
・
自
律
の
精
神
を
養
い
、
情
操
豊
か
な
人
間
を
育
成
す
る
。

○
知
性
を
磨
き
、
教
養
を
高
め
、
創
造
性
に
富
む
人
間
を
育
成
す
る
。

○
勤
労
を
重
ん
じ
、
心
身
と
も
に
健
康
で
た
く
ま
し
い
人
間
を
育
成
す
る
。

努
力
目
標

１

創
意
工
夫
に
よ
る
充
実
し
た
教
育
を
実
践
し
、
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る
。

２

集
団
生
活
の
中
で
、
自
主
的
自
律
的
態
度
を
養
う
。

３

生
命
を
尊
重
し
、
人
間
性
豊
か
で
心
身
共
に
健
全
な
人
間
を
育
成
す
る
。

平
成
二
四
年
度
教
育
の
重
点
的
取
組

１

活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

①

生
徒
活
動
（
生
徒
会
・
農
業
ク
ラ
ブ
・
部
活
動
）
を
充
実
さ
せ
、
活
性

化
を
図
る
。

②

地
域
に
情
報
を
発
信
し
、
地
域
と
の
交
流
を
促
進
す
る
。

・
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ト
、
ふ
れ
あ
い
農
園
、
ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ブ
園
を
充
実

さ
せ
る
。

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
農
友
会
と
連
携
し
、
農
文
祭
を
盛
り
上
げ
る
。

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
と
の
相
互
交
流
、

交
換
留
学
を
進
め
る
。

・
産
業
界
、
研
究
機
関
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
農
業
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
の
育
成
、
専
門
教
育
の
深
化
を
図
る
。

２

目
的
意
識
を
明
確
に
し
、
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
実
感
さ
せ
る
。

①

分
か
る
授
業
、
意
欲
の
持
て
る
学
習
活
動
と
整
理
整
頓
さ
れ
た
学
習
環

境
で
、
真
剣
に
授
業
を
受
け
さ
せ
る
。

②

自
他
を
理
解
さ
せ
、進
路
意
識
を
醸
成
し
、早
め
の
進
路
決
定
を
さ
せ
る
。

・
資
格
取
得
を
進
め
る
。

・
進
学
指
導
を
強
化
す
る
。

・
計
画
的
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
進
め
る
。

３

基
本
的
生
活
習
慣
を
確
立
さ
せ
る
。

①

あ
い
さ
つ
の
励
行
、
遅
刻
防
止
の
指
導
を
徹
底
し
、
規
律
あ
る
生
活
態

度
を
育
成
す
る
。

②

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
活
動
を
充
実
さ
せ
、
問
題
の
早
期
解
決
に
努
め
る
。

こ
の
一
〇
年
間
の
教
育
方
針
は
、
根
幹
の
と
こ
ろ
は
変
わ
ら
な
い
が
、
具
体
的

な
目
標
は
教
育
の
変
遷
と
と
も
に
、
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

本
校
の
教
育
方
針
は
、
昭
和
六
二
年
度
に
明
文
化
さ
れ
た
校
訓
「
大
地
に
生
き

る
」
の
も
と
で
「
教
育
目
標
」
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
「
努
力
目
標
」、「
教
育

の
重
点
的
取
組
」
と
続
き
、
具
体
化
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
最
後
は
、
そ
の
年
の

「
各
部
の
重
点
的
取
組
」
で
よ
り
細
か
な
取
組
内
容
が
決
ま
っ
て
い
く
と
い
う
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
書
か
れ
る
内
容
も
、
目
標
が
下
位

に
な
る
に
つ
れ
抽
象
的
な
内
容
が
少
し
ず
つ
具
体
的
な
教
育
内
容
に
な
っ
て
く
る
。

こ
こ
一
〇
年
の
変
化
は
、
下
位
の「
教
育
の
重
点
的
取
組
」で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
本
校
は
平
成
一
六
年
度
か
ら
一
八
年
度
ま
で
の
三
年
間
、
文
部
科
学
省

か
ら
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
地
域
指
定
事
業
実
践
協
力
校
」
に
指
定
さ
れ
た
。
本

校
は
、
平
成
一
四
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
進
路
学
習
の

時
間
と
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
を
こ
の
指
定
を
契
機
に
さ
ら
に
キ
ャ
リ
ア
教
育

と
し
て
充
実
発
展
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
指
定
の
翌
年
、
重
点
項
目
２

の
「
目
的
意
識
を
明
確
に
し
、
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
実
感
さ
せ
る
」
の
②
で
、
そ

れ
ま
で
の
「
得
意
分
野
を
自
覚
さ
せ
」
を
「
自
他
を
理
解
さ
せ
」
に
変
更
し
、
新
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た
に
「
計
画
的
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
進
め
る
。」の
項
目
を
追
加
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
平
成
一
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
登
場
し
た
も
の
で
、

進
路
指
導
の
概
念
を
広
げ
、
す
べ
て
の
教
育
活
動
で
、
全
教
職
員
で
進
め
る
べ
き

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
以
後
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
計
画
を
毎
年
職
員
会
議
で
決
定
し
、

実
践
し
て
い
る
。

ま
た
本
校
は
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
二
〇
年
度
ま
で
の
三
年
間
「
目
指
せ
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
研
究
開
発
校
」に
文
部
科
学
省
か
ら
指
定
を
受
け
た
。
そ
こ
で
、「
一
、

活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
。」の
重
点
項
目
の
中
に
、
「
目
指
せ
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
研
究
開
発
を
進
め
る
中
で
、
農
業
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
・
専
門

教
育
の
深
化
を
図
る
。」が
平
成
一
九
年
度
に
登
場
す
る
。こ
の
略
称「
目
指
ス
ペ
」

は
、
「
健
康
長
寿
日
本
一
の
食
材
づ
く
り
を
目
指
し
た
将
来
の
農
業
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
養
成
」
を
テ
ー
マ
に
四
学
科
が
そ
の
学
科
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
地
域

と
連
携
し
て
進
め
た
も
の
で
、
幻
の
伝
統
野
菜
「
新
保
な
す
」
の
復
活
や
、
地
元

食
材
か
ら
製
造
さ
れ
た
「
う
ら
ら
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
の
商
品
化
な
ど
大
き
な
成

果
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
事
業
を
学
校
あ
げ
て
進
め
よ
う
と
の
ね
ら
い

か
ら
目
標
に
掲
げ
ら
れ
た
。
な
お
、
こ
の
目
標
は
「
目
指
ス
ペ
」
指
定
終
了
後
も
、

研
究
開
発
を
継
続
す
る
こ
と
で
目
標
に
と
ど
ま
る
。

し
か
し
、
平
成
二
四
年
度
か
ら
は
次
世
代
人
材
育
成
会
議
の
答
申
を
受
け
て
県

の
職
業
教
育
充
実
の
た
め
の
取
組
事
業
が
始
ま
っ
て
変
更
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
は

一
一
の
事
業
か
ら
な
る
総
合
施
策
と
な
っ
て
お
り
、
企
業
、
研
究
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
最
先
端
の
技
術
を
生
徒
た
ち
に
教
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
本
校
は

今
ま
で
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
商
品
開
発
で
産
業
界
と
の
連
携
が
さ
れ
て
い
た

が
、
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
学
科
に
お
い
て
産
業
界
と
の
連
携
を
よ
り
強

く
し
、
さ
ら
に
は
試
験
研
究
機
関
と
の
連
携
を
進
め
る
べ
く
実
施
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
平
成
二
四
年
度
の
教
育
の
重
点
項
目
で
は
こ
れ
ま
で
の
「
目
指
せ
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
研
究
開
発
を
継
続
し
」
を
、
新
た
な
項
目
「
産
業
界
、
研
究
機
関
等

と
の
連
携
を
強
化
し
」
に
包
含
さ
れ
る
も
の
と
し
、
変
更
さ
れ
た
。

福
井
県
の
高
校
、
と
り
わ
け
専
門
高
校
に
つ
い
て
は
生
徒
減
少
を
背
景
に
学
校

再
編
の
時
代
に
入
っ
て
お
り
、
農
業
高
校
で
は
若
狭
東
高
校
や
坂
井
農
業
高
校
が

総
合
産
業
高
校
に
再
編
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
残
っ
た
本
校
に
は
農
業
の
基
幹
校
、

拠
点
校
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
本
校
の
教
育
方

針
も
農
業
高
校
と
し
て
根
幹
は
変
わ
ら
ず
と
も
、
具
体
的
な
目
標
は
今
後
も
時
代

を
反
映
し
て
変
化
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

各
学
科
の
目
標

１

生
物
生
産
科

作
物
や
野
菜
な
ど
農
産
物
を
生
産
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
知
識
と
技
術
を
習

得
さ
せ
、
時
代
の
進
展
に
対
応
で
き
る
農
業
技
術
者
を
目
指
し
、
地
域
社
会
の

発
展
に
寄
与
す
る
能
力
と
態
度
を
育
て
る
。

２

環
境
工
学
科

土
木
・
林
業
・
造
園
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
と
技
術
を
習
得
さ
せ
、
環
境

と
調
和
し
た
快
適
な
生
活
空
間
を
創
造
で
き
る
技
術
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
と

も
に
、
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
能
力
と
態
度
を
育
て
る
。

３

生
活
科
学
科

農
業
・
家
庭
お
よ
び
福
祉
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
と
技
術
を
習
得
さ
せ
、

家
庭
生
活
の
変
化
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
能

力
と
態
度
を
育
て
る
。

４

生
産
流
通
科

地
域
性
を
生
か
し
た
農
産
物
の
生
産
や
加
工
、
流
通
に
関
す
る
基
礎
的
な
知

識
と
技
術
を
習
得
さ
せ
る
。
ま
た
農
産
物
流
通
を
は
じ
め
と
し
た
社
会
の
サ
ー

ビ
ス
化
に
対
応
し
、
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
能
力
と
態
度
を
育
て
る
。

平
成
四
年
の
学
科
再
編
以
来
現
在
の
四
学
科
体
制
で
変
更
は
な
く
、
各
学
科

の
目
標
は
、
改
正
な
く
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
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三

教
育
課
程
の
変
遷

学科
学年

教科

生 物 生 産 科 環 境 工 学 科 生 活 科 学 科 生 産 流 通 科

科 目 １ ２ ３ 計 科 目 １ ２ ３ 計 科 目 １ ２ ３ 計 科 目 １ ２ ３ 計

国 語
国語総合 ４ ４ 国語総合 ４ ４ 国語総合 ４ ４ 国語総合 ４ ４

現代文Ｂ ２ ２ ４ 現代文Ｂ ２ ２ ４ 現代文Ｂ ２ ２ ４ 現代文Ｂ ２ ２ ４

地 理
歴 史

世界史Ａ ２ ２ 世界史Ａ ２ ２ 世界史Ａ ２ ２ 世界史Ａ ２ ２

地 理 Ａ ２ ２ 地 理 Ａ ２ ２ 地 理 Ａ ２ ２ 地 理 Ａ ２ ２

公 民
現代社会 ２ ２ 現代社会 ２ ２ 現代社会 ２ ２ 現代社会 ２ ２

政治・経済 ２ ２ 政治・経済 ２ ２ 政治・経済 ２ ２ 政治・経済 ２ ２

数 学
数 学 Ⅰ ４ ４ 数 学 Ⅰ ４ ４ 数 学 Ⅰ ４ ４ 数 学 Ⅰ ４ ４

数 学 Ⅱ ２ ２ ４ 数 学 Ⅱ ２ ２ ４ 数 学 Ⅱ ２ ２ ４ 数 学 Ⅱ ２ ２ ４

理 科

科学と人間生活 ２ ２ 科学と人間生活 ２ ２ 科学と人間生活 ２ ２ 科学と人間生活 ２ ２

物理基礎 物理基礎 ２ ２ 物理基礎 物理基礎

化学基礎 ２ ２ 化学基礎 ２ ２ 化学基礎 ２ ２ 化学基礎 ２ ２

生物基礎 ２ ２ 生物基礎 生物基礎 ２ ２ 生物基礎 ２ ２

保 健
体 育

体 育 ２ ２ ３ ７ 体 育 ２ ２ ３ ７ 体 育 ２ ２ ３ ７ 体 育 ２ ２ ３ ７

保 健 １ １ ２ 保 健 １ １ ２ 保 健 １ １ ２ 保 健 １ １ ２

芸 術 音楽美術書道 ２ ２ 音楽美術書道 ２ ２ 音楽美術書道 ２ ２ 音楽美術書道 ２ ２

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ ３ ３ コミュニケーション英語Ⅰ ３ ３ コミュニケーション英語Ⅰ ３ ３ コミュニケーション英語Ⅰ ３ ３

家 庭 家庭総合 ２ ２ ４ 家庭総合 ２ ２ ４ 家庭総合 ４ ４ 家庭総合 ２ ２ ４

専

門

教

科

共

通

農業と環境 ４ ４

共

通

農業と環境 ２ ２

共

通

農業と環境 ３ ３

共

通

農業と環境 ２ ２

課題研究 ２ ２ 課題研究 ２ ２ 課題研究 ２ ２ 課題研究 ２ ２

総合実習（内） ２ ２ ４ 総合実習（内） ２ ２ ４ 総合実習（内） 総合実習（内） ２ ２ ４

総合実習（外） １ １ １ ３ 総合実習（外） １ １ １ ３ 総合実習（外） １ １ １ ３ 総合実習（外） １ １ １ ３

農業情報処理 ２ ２ 農業情報処理 ２ ２ 農業情報処理 ２ ２ 農業情報処理 ２ ２ ２ ６

植物バイオ ３ ３ 測 量 ５ ２ ７ 生物活用 ２ ２ 草 花 ２ ２

食と農業 ２ ２ 食と農業 ２ ２ 食と罷業 ２ ２ 農業経済 ３ ３

農

業

作 物 ３ ３
緑

化

森林科学 ４ ４ フードデザイン ４ ２ ６ 野 菜 ２ ２

野 菜 ３ ３ 造園計画 ３ ３ ファッション造形基礎 ３ ３ 食と農業 ２ ２

畜 産 ２ ２ ４ 環境緑化材料 ２ ２ ４ 子どもの発達と保育 ２ ２ 簿 記 ３ ２ ５

農業機械 ３ ３
土
木

農業土木設計 ４ ４ 社会福祉基礎 ２ ２ ビジネス基礎 ２ ２

園

芸

草 花 ３ ２ ５ 農業土木施工 ３ ２ ５ 介護福祉基礎 ２ ２

野 菜 ３ ３ 水循環 ２ ２ こころとからだの理解 ２ ２

果 樹 ３ ３ コミュニケーション技術 ２ ２

植物バイオ ２ ２

選

択

進

学

国語表現Ⅰ ２ ２

進

学

国語表現Ⅰ ２ ２

進

学

国語表現Ⅰ ２ ２

進

学

国語表現Ⅰ ２ ２

数学Ｂ ２ ２ 数学Ｂ ２ ２ 数学Ｂ ２ ２ 数学Ｂ ２ ２

コミケーション英語Ⅱ ３ ２ ３・５ コミケーション英語Ⅱ ３ ２ ３・５ コミケーション英語Ⅱ ３ ２ ３・５ コミケーション英語Ⅱ ３ ２ ３・５

コミケーション英語Ⅲ ４ ４ コミケーション英語Ⅲ ４ ４ コミケーション英語Ⅲ ４ ４ コミケーション英語Ⅲ ４ ４

専

門

課題研究 １ ２ ３

専

門

緑
化

造園技術 ３ ３

専

門

生活産業情報 ３ ３
専

門

広告と販売促進 ３ ３

農業情報処理 ２ ２ 森林科学 ２ ２ 生物活用 ２ ２ 食品製造 ２ ２

農業機械 ２ ２ 森林経営 ２ ２ 食文化 ２ ２ 園芸デザイン ２ ２

果 樹 ２ ２
土
木

社会基盤工学 ３ ３ 生活支援技術 ４ ４

農業土木設計 ２ ２

地球環境科学 ２ ２

理

科

理
科
化学 ４ ４

理

科

理
科
物理 ４ ４

理

科

理
科
化学 ４ ４

理

科

理
科
化学 ４ ４

生物 ４ ４ 化学 ４ ４ 生物 ４ ４ 生物 ４ ４

専
門

農業経済 ２ ２ 専
門

造園計画 ４ ４ 専
門

ファッション
造形基礎 ２ ２ 専

門
農業経済 ２ ２

作物 ２ ２ 水環境 ４ ４ 子ども文化 ２ ２ ビジネス基礎 ２ ２

野菜 ２ ２

普 通 科 目 ２０ １３ １３ ４６ ２０ １３ １３ ４６ ２４ １１ １１ ４６ ２０ １３ １３ ４６

職 業 科 目 １０ １４ ９ ３３ １０ １４ ９ ３３ ６ １６ １１ ３３ １０ １４ ９ ３３

選 択 科 目 ３ ８ １１ ３ ８ １１ ３ ８ １１ ３ ８ １１

小 計 ３０ ３０ ３０ ９０ ３０ ３０ ３０ ９０ ３０ ３０ ３０ ９０ ３０ ３０ ３０ ９０

ホ ー ム ル ー ム １ １ １ ３ １ １ １ ３ １ １ １ ３ １ １ １ ３

総合的な学習の時間 １ １ １ ３ １ １ １ ３ １ １ １ ３ １ １ １ ３

合 計 ３２ ３２ ３２ ９６ ３２ ３２ ３２ ９６ ３２ ３２ ３２ ９６ ３２ ３２ ３２ ９６

備 考
�２年進学・専門の選択はコミュニケーション英語Ⅱと専門科目の３単位とする。
�３年進学・専門の選択はコミュニケーション英語Ⅲまたはコミュニケーション英語Ⅱ２単位と国語・数学の２単位と専門科目の４単位とする。
�３年の選択理科は理科の選択または専門科目の４単位のいずれかの選択とする。

教 育 課 程 表
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行 事 予 定

ホームルーム・部活動・生徒会

生徒会入会式（対面式）
部活動紹介、ホーム役員選挙
ロングホーム計画作成（前期）
県農業クラブ代議員（第１回）
県農業クラブリーダー研修会

生徒総会
春季総体

春季総体、北信越高校総体
県農業クラブ代議員会（第２回）

県民スポーツ祭
県農業クラブ年次大会
（意見発表、平板、農鑑）

全国高校総体
全国高校総文
県民スポーツ祭
農業クラブ北信越ブロック大会

ロングホームルーム計画作成（後期）
生徒会役員選挙、ホーム役員改選

国民体育大会
農業クラブ全国大会

新人大会
近畿高校総合文化祭

生徒会役員選挙
県農業クラブ代議員会（第３回）

蒼林発行

教 科

ふれあい農園開園

測量士・測量士補試験
ふれあいマート開店

簿記検定（全商）、秘書検定
英語検定（文科省１次）
危険物取扱者試験（丙、乙種）
インターンシップ（２工）

ワープロ検定（全商）、（日商）
文書デザイン検定
家庭科技術検定（食調２・３・４級・被服４級）
販売士検定（日商）
英語検定（文部省２次）
情報処理技能検定
日本農業技術検定
インターンシップ（２物・２生・２流）

毒物劇物取扱者試験
２級ボイラー技士試験

英語検定（全商）

英語検定（文部省１次）
トレース技能検定、文書デザイン検定
家庭科技術検定（被服３級）、情報処理技能検定
危険物取扱者試験（丙、乙種）
土木施工管理技術検定試験

英語検定（文科省２次）
ワープロ検定（全商）
造園施工管理技術検定試験
漢字検定

家庭科技術検定（食調１級・被服２級）
文書デザイン検定

簿記検定（全商）
英語検定（文科省１次）
日本農業技術検定、情報処理技能検定
課題研究発表

危険物取扱者試験（丙、乙種）
英語検定（文科省２次）
漢字検定
販売士検定（日商）

小規模ボイラー取扱者試験

学 校 行 事

離任式、入学式、入寮式
新任式、始業式、対面式
１年オリエンテーション
心電図検査、身体計測、歯科検診
開校記念強歩大会、間接撮影
面接週間（１・２年）

内科検診、耳鼻科検診
演習林実習（１工）
中間考査、スポーツテスト
ＰＴＡ総会、講演会、環境整備
避難訓練、読書会

芸術観賞、田植祭
内科検診
中高連絡会
ＰＴＡ保護者懇談会（ふれあいトーク）
面接週間（３年）

期末考査、球技大会
卒業生からのメッセージ大会、
職場見学
保護者懇談会、終業式

全校登校日
中学生体験入学
夏期集中課外（３年）

始業式、体育祭
修学旅行（２年）
演習林体験実習（１年）
遠足

演習林実習（２工）
中間考査
環境整備
進路説明会（１・２年）
オープンスクール

農文祭
演習林実習（３工）
読書会
中高連絡会

期末考査、球技大会
インドネシア農業研修生派遣
職業講話（２年）
保護者懇談会、終業式

始業式、推薦入学面接
期末考査（３年）

中間考査（１・２年）
期末考査（３年）

卒業式、期末考査（１・２年）
入学者選抜学力検査
終業式

月

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１

２

３

年 間 教 育 計 画
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�

平
成
一
六
〜
一
八
年
度

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
地
域
指
定
事
業
実
践
協
力
校

松
下

巧

平
成
一
六
年
度
か
ら
三
年
間
、
文
部
科
学
省
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
地
域

指
定
事
業
実
践
協
力
校
の
指
定
を
受
け
、
美
山
地
区
の
小
中
学
校
四
校
と
本
校
が

連
携
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
践
研
究
を
行
っ
た
。
こ
の
事
業
の
特
徴
は
、
一
つ

の
研
究
課
題
に
小
中
高
が
連
携
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
段
階

に
応
じ
た
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
で
、
よ
り
系
統
的
・
継
続
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
行
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

Ⅰ

研
究
概
要

一

研
究
主
題

小
・
中
・
高
等
学
校
の
系
統
的
な
指
導
に
よ
る

望
ま
し
い
勤
労
観
、
職
業
観
の
育
成

＝

「
人
間
関
係
形
成
能
力
」
と
「
職
業
理
解
能
力
」
の
育
成
を
中
心
と
し
て＝

二

研
究
仮
説

小
学
校
か
ら
高
等
学
校
ま
で
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
系
統
的
で
継
続
的
な
指
導

や
取
り
組
み
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
生
き
る
こ
と
」「
学
ぶ
こ
と
」「
働
く
こ

と
」
に
つ
い
て
前
向
き
に
考
え
、
取
り
組
も
う
と
す
る
児
童
・
生
徒
が
育
つ
で
あ

ろ
う
。

三

研
究
の
重
点
目
標

（
一
）「
人
間
関
係
形
成
能
力
」
と
「
職
業
理
解
能
力
」
の
育
成
に
焦
点
を
当
て
、

児
童
・
生
徒
の
発
達
段
階
に
合
っ
た
系
統
的
な
指
導
を
行
う
た
め
の
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
実
践
す
る
。

（
二
）
系
統
的
で
継
続
的
な
指
導
が
行
え
る
よ
う
に
、
体
験
入
学
や
文
化
祭
交
流
、

授
業
研
究
会
な
ど
を
通
し
て
相
互
理
解
を
図
り
、
小
・
中
・
高
の
連
携
を
強

化
す
る
。

（
三
）
家
庭
や
地
域
社
会
、
関
係
機
関
等
の
協
力
を
求
め
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

体
験
活
動
を
推
進
し
、
「
働
く
こ
と
」
や
「
生
き
方
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

小
学
校

①

自
己
及
び
他
者
へ
の
積
極
的
な
関
心
の
育
成

②

身
の
回
り
の
仕
事
や
環
境
へ
の
関
心
・
意
欲
の
向
上

③

勤
労
を
重
ん
じ
、
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
態
度
の
育
成

中
学
校

①

肯
定
的
自
己
理
解
と
自
己
有
用
感
の
獲
得

②

興
味
関
心
等
に
基
づ
く
職
業
観
・
勤
労
観
の
形
成

③

生
き
方
や
進
路
に
関
す
る
現
実
的
探
索

高
等
学
校

①

自
己
理
解
の
深
化
と
自
己
受
容

②

選
択
基
準
と
し
て
の
職
業

観
、
就
労
意
識
の
形
成

③

進
路
の
現
実
把
握
と
試
行

的
参
加

四

研
究
指
定
の
取
り
組
み

小学校１年道徳「心を込めてありがとう」
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四

研
究
実
践
の
た
め
の
組
織

Ⅱ

研
究
の
具
体
的
取
り
組
み

一

小
・
中
・
高
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム

＝

発
達
段
階
に
応
じ
た
人
間
関
係
形
成
能
力
の
向
上
を
目
指
し
た
、
「
あ
い

さ
つ
」
・
「
言
葉
づ
か
い
」
を
中
心
と
し
た
小
・
中
・
高
連
携
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
と
実
践＝

○
実
践
一

小
学
一
年

こ
こ
ろ
を
こ
め
て
あ
り
が
と
う

○
実
践
二

小
学
四
年

地
域
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
通

し
て

○
実
践
三

中
学

あ
い
さ
つ
、
言
葉
づ
か
い
に
関
す
る
実
践

○
実
践
四

高
校

場
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成

二

授
業
研
究
会

＝

小
・
中
・
高
の
教
員
が
各
学
校
で
の
授
業
を
参
観
し
た
り
、
授
業
研
究
会

に
参
加
し
た
り
し
て
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、
各
学
校
段
階
で
の
児
童
・

生
徒
の
発
達
状
況
を
理
解
し
、
小
・
中
・
高
系
統
的
な
継
続
的
な
連
携
を

図
る＝

○
実
践
一

小
学
五
年

道
徳
「
努
力
の
大
切
さ
」

美
山
啓
明
小

○
実
践
二

小
学
六
年

国
語
「
平
和
の
と
り
で
を
築
く
」

下
宇
坂
小

○
実
践
三

中
学
二
年

英
語
「
出
前
授
業
」

美
山
中

○
実
践
四

高
校
一
年

総
合
学
習
「
働
く
意
義
」

福
井
農
林
高

三

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
と
の
連
携

＝

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
学
校
の
み
が
行
う
も
の
で
は
な
く
、
家
庭
、
地
域
と

連
携
し
て
こ
そ
実
を
結
ぶ
。
協
力
校
の
児
童
・
生
徒
同
志
の
交
流
を
進
め

な
が
ら
、
次
の
学
校
へ
の
進
学
を
意
識
さ
せ
、
ま
た
社
会
と
つ
な
が
る
こ

と
で
将
来
の
社
会
人
と
し
て
の
自
分
の
姿
を
想
像
さ
せ
る＝

○
実
践
一

美
山
中
学
校
学
校
祭
へ
の
小
学
生
、
高
校
生
の
参
加

○
実
践
二

美
山
中
学
生
が
母
校
小

学
校
へ
の
出
前
授
業

○
実
践
三
「
職
場
体
験
」（
中
学
）、

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」（
高
校
）

○
実
践
四

キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
よ
る
講
演
会（
小
・

中
・
高
校
）

○
実
践
五
「
職
場
見
学
」「
米
作
り

体
験
」「
お
店
探
検
」（
小
）

Ⅲ

研
究
成
果
と
課
題

一

成
果

（
一
）
小
・
中
・
高
連
携
の
今
回
の
取
り
組
み
で
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る

た
め
の
組
織
・
体
制
づ
く
り
が
少
な
か
ら
ず
で
き
た
。
教
員
間
で
学
校
訪
問

や
授
業
参
観
を
繰
り
返
し
た
り
、
研
究
会
で
意
見
を
交
換
し
合
っ
た
り
し
て

連
携
を
深
め
、
各
学
校
の
状
況
や
児
童
・
生
徒
の
実
態
等
に
関
し
て
理
解
を

図
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
児
童
・
生
徒
の
よ
い
点
や
問
題
点
が
明
ら
か 美山中文化祭での本校生、小中学生交流
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に
な
り
、
取
り
組
む
べ
き
点
に

つ
い
て
共
通
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
、
系
統
性
を
考
慮
し
た
深

ま
っ
た
取
り
組
み
が
で
き
た
。

（
二
）
小
・
中
・
高
校
の
系
統
性
を

念
頭
に
置
き
、
国
語
科
や
他
教

科
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
・

特
別
活
動
等
と
の
関
連
も
図
り

な
が
ら
作
成
し
た
連
携
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
基
づ
い
て
、
根
気
強
く

「
あ
い
さ
つ
」
や
「
言
葉
づ
か

い
」
に
つ
い
て
指
導
を
繰
り
返

し
て
き
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒
の
意
識
が
高
ま
り
、
好

ま
し
い
「
あ
い
さ
つ
」
や
「
言
葉
づ
か
い
」
が
徐
々
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
。

（
三
）
職
業
理
解
能
力
の
育
成
で
は
、
小
・
中
・
高
の
連
携
を
図
り
、
互
い
の
情

報
交
換
を
も
と
に
各
発
達
段
階
に
応
じ
た
、
か
つ
学
校
や
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
社
会
見
学
、
職
場
体
験
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
意
義
あ
る
取

り
組
み
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒
は
「
働
く
こ
と
」
や

職
業
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
自
分
の
学
び
方
や
生
き
方
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

（
四
）
種
々
の
活
動
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
観
点
に
立
ち
、
成
長
し
て
ほ
し
い
姿
、

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
能
力
を
念
頭
に
置
い
て
児
童
・
生
徒
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
何
か
特
別
に
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
の
で
は
な
く
、

従
来
と
同
様
の
活
動
を
す
る
際
に
も
四
つ
の
領
域
・
能
力
を
意
識
し
な
が
ら
、

計
画
や
支
援
、
評
価
す
る
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
活

動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二

課
題

（
一
）
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
企
業
や
関
係
機
関
と
の
連
携
な
し
で
は
進
ま
な
い
。

本
研
究
で
も
、
就
業
体
験
や
社
会
人
講
演
等
に
お
い
て
、
個
々
の
企
業
や
講

師
の
方
の
理
解
・
協
力
を
得
て
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
成
果
も

上
が
っ
た
。
し
か
し
、
就
業
体
験
を
例
に
と
れ
ば
、
地
理
的
条
件
や
受
入
企

業
の
負
担
な
ど
が
障
害
と
な
っ
て
、
生
徒
全
員
の
希
望
が
か
な
え
ら
れ
た
わ

け
で
は
な
い
。
学
校
単
位
で
の
啓
蒙
活
動
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。
上
部
機

関
を
設
置
し
、
そ
の
機
関
で
の
更
な
る
啓
蒙
や
生
徒
の
交
通
費
や
受
入
企
業

の
コ
ス
ト
等
負
担
軽
減
の
た
め
の
助
成
措
置
な
ど
社
会
全
体
で
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
推
進
に
向
け
た
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

（
二
）
本
研
究
で
は
、
学
校
間
の
相
互
理
解
、
共
通
理
解
を
基
に
連
携
し
た
取
り

組
み
を
心
が
け
た
。
し
か
し
、
共
通
理
解
は
得
ら
れ
た
が
、
具
体
的
な
目
標

設
定
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
詳
細
な
検
討
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。
三

校
種
の
担
当
者
が
、
現
在
の
体
制
で
時
間
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
現
実
的
に
難

し
い
状
況
が
あ
っ
た
。
本
格
的
に
連
携
を
密
に
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、
学
校
組
織
や
業
務
内
容
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で
あ

る
。

（
三
）
本
研
究
で
は
、
そ
の
成
果
を
主
に
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
感
想
文
、
教

師
の
生
徒
観
察
に
よ
っ
て
測
定
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
や
実
施
時
期
が

適
切
で
あ
っ
た
か
、
評
価
が
主
観
的
に
な
っ
て
い
な
い
か
な
ど
検
討
課
題
が

多
い
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
よ
っ
て
児
童
・
生
徒
の
内
面
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
た
の
か
、
ま
た
そ
の
良
い
内
面
の
変
化
が
ど
れ
く
ら
い
定
着
し
た
か
な
ど
、

行
動
変
容
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
に
測
定
、
評
価
し
て
い
け
ば
よ
い
か
に
つ

い
て
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

校門での挨拶運動（美山中）
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Ⅳ

本
校
の
取
り
組
み

一

取
り
組
み

こ
の
研
究
指
定
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
行
っ
て
き
た

進
路
学
習
を
さ
ら
に
体
系
的
に
実
施
す
る
た
め
、
新
た
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
委

員
会
を
設
置
し
て
、
小
・
中
学
校
と
の
連
携
事
業
と
は
別
に
本
校
独
自
の
次
の
５

つ
の
課
題
を
設
け
て
取
り
組
ん
だ
。

１

教
科
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、
特
別
活
動
の
時
間
に
系
統
性
を
持
た
せ
た

指
導
の
実
践

▽
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
の
総
合
学
習
の
内
容
を
体
系
化
し
、
総
合
学
習
、

Ｈ
Ｒ
、
特
別
活
動
な
ど
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
指
導
年
間
計
画
を
職
員
会
議
で

決
定
し
て
行
う
よ
う
に
し
た
。

２

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
通
し
て
、
人
間
関
係
形
成
能
力
を
高
め
る

▽
生
徒
の
ふ
れ
あ
い
農
園
、
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ト
活
動
を
通
し
た
人
間
関
係
形
成

能
力
の
育
成
に
つ
い
て
研
究
し
た
。

３

体
験
活
動
を
通
し
て
働
く
こ
と
、
学
ぶ
こ
と
へ
の
意
欲
を
高
め
る

▽
従
来
の
二
年
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
職
業
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
加
え
る

と
と
も
に
、
新
た
に
進
路
選
択
に
合
わ
せ
た
三
年
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
希
望
す
る
生
徒
に
始
め
た
。

４

保
護
者
へ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
意
義
、
必
要
性
の
啓
発

▽
グ
リ
ー
ン
メ
ー
ル
で
の
「
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ナ
ー
」
の
設
置
、
進
路
に
関
す
る

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、
進
路
説
明
会
で
の
保
護
者
向
け
の
進
路
講
演

会
な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
で
、
保
護
者
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
必
要
性
を
啓

発
し
た
。

５

自
己
啓
発
ノ
ー
ト
を
利
用
し
た
自
発
的
な
キ
ャ
リ
ア
学
習
の
推
進

▽
生
徒
全
員
に
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
の
で
き
る
自
己
啓
発
ノ
ー
ト
を
持
た
せ
、
記
録

さ
せ
る
と
と
も
に
、
一
つ
の
活
動
ご
と
に
メ
モ
を
取
り
、
感
想
を
書
か
せ
る

指
導
を
進
め
た
。

以
上
の
実
践
を
受
け
て
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
成

果
と
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

生
徒
に
対
し
「
進
路
学
習
に
対
す
る

評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
自
分
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
意

識
を
自
己
評
価
さ
せ
た
。

二

成
果
と
課
題

・
校
内
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
委

員
会
を
設
置
し
、
全
校
体
制
で

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
で
き
る

体
制
が
構
築
で
き
た
。

・
学
校
教
育
全
般
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
で
見
直
し
、
よ
り
計
画
的
に
幅
広

く
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
が
教
員
に
芽

生
え
て
き
た
。

・
総
合
学
習
や
進
路
指
導
に
対
す
る
生
徒
評
価
を
実
施
し
、
そ
の
後
の
改
善
に

資
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
一
年
生
か
ら
計
画
的
に
段
階
的
に
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
学
習
を
生
徒
た
ち
は

し
て
き
て
い
る
が
、
や
り
っ
ぱ
な
し
の
観
が
否
め
な
い
。
一
つ
一
つ
の
学
習

に
対
し
て
成
果
を
確
実
な
も
の
に
し
、
キ
ャ
リ
ア
発
達
を
促
す
観
点
か
ら
、

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。

・
各
教
科
、
学
校
行
事
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
で
の
取
り
組
み
が
不
十
分

で
あ
る
。

・
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
、
学
校
の
特
色
を
生
か
し
た
重
点
的
な
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
。

自己啓発ノート
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高等学校

□状況や立場に応じて、
工夫したあいさつがで
きる
□マナーとしての敬語使
用や、豊かな敬意表現
をすることができる

◇社会人のマナーとして
のあいさつ、言葉づか
いについて理解し、身
につけようとする。
◇教員、学校訪問者に対
して、多様なあいさつ、
声掛けができる。
◇会話のなかで、自然に
敬語が使用できる

【意識啓発教育】
・全校集会等での訓話等
・小論文指導の中での意
識啓発教育
＜あいさつに関するリ
ード文を読んでの意
見文＞

【知識教育】
・インターンシップ事前
教育
＜あいさつ、礼儀、敬
語＞

・総合学習でのマナー教
育
＜敬語の使い方、電話
の話し方、社会人と
しての心構え＞

【実践教育】
・日常でのあいさつや言
葉遣いの実践
＜廊下での挨拶、職員
室の出入り、来客に
対してのあいさつ、
教員との会話など＞

・生徒会あいさつ運動
・インターンシップでの
実践
・ふれあいマート、農園
での実践
・修学旅行「ファームス
テイ」での実践

中学校

□他者に配慮した、あい
さつをすることができ
る
□敬語を使うことができ
る

◇相手に、真心と敬意を
込めてあいさつができ
る
◇円滑な人間関係を築く
ことを念頭に置きあい
さつができる
◇相手との関係を意識し
た、言葉遣いができる

【意識啓発教育】
・全校朝礼や集会等での
訓話
・生徒会活動を通した意
識啓発
＜啓発ポスター＞
・道徳を通した意識啓発

【知識教育】
・国語科
＜敬語の使い方・手紙
の書き方、インタビ
ューの仕方＞

・総合学習
＜職場体験でのあいさ
つ、礼儀、敬語＞

【実践教育】
・日常でのあいさつや言
葉遣いの実践
＜廊下での挨拶、職員
室の出入り、来客に
対してのあいさつ、
教員との会話など＞

・職場体験での実践
・生徒会運動
＜「生活４原則」の実践＞
・部活動での実践

小学校

高学年

□相手の気持ちを理解し
ようとする

□思いやりの気持ちを持
って、相手の立場に立
ってあいさつができる

□相手を思いやる言葉や
表現の基礎を知ってい
る

◇自分から、相手にわか
るようにあいさつをす
ることできる

◇相手、時、場所に応じ
たあいさつや言葉遣い
について理解する

◇「です」「ます」など丁
寧な言い方ができる

【意識啓発教育】
・全校朝礼や集会等での
訓話

・道徳学習を通した意識
啓発

【知識教育】
・国語科・総合学習
＜敬語の種類、使い方＞
＜見学依頼状、礼状、
インタビューの仕方＞

【実践教育】
・日常でのあいさつや言
葉遣いの実践
＜廊下での挨拶、職員
室の出入り、来客に
対してのあいさつ、
教員との会話など＞

・自然教室や修学旅行で
の他校児童や地域の人
との交流

・見学や体験学習での地
域の人との交流での実
践

低学年

□基本的なあいさつや返
事ができる

□素直なこころで、感謝
の気持ちが表現できる

□思いやりの気持ちを持
ってあいさつをしよう
とする

◇「おはようございま
す」「さようなら」が言
える

◇名前を呼ばれたとき
「はい」としっかりし
た返事ができる

◇「ありがとう」「ごめん
なさい」が言える

【意識啓発教育】
・全校朝礼や集会等での
訓話

・道徳学習を通した意識
啓発

【知識教育】
・国語＜話の聞き方＞
・日常の生活指導

【実践教育】
・日常でのあいさつや言
葉遣いの実践
＜廊下での挨拶、職員
室の出入り、来客に
対してのあいさつ、
教員との会話など＞

・地域の人を迎えたとき
の挨拶実践

区

分

目
標
（
能
力
・
態
度
）

具
体
的
課
題

教

育

内

容

「あいさつ」・「言葉づかい」を中心とした小・中・高連携プログラム
―人間関係形成能力の向上をめざして―

地域・家庭と連携した挨拶運動
＜地域懇談会・学校、学級だよりでの家庭への啓蒙＞
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�

平
成
一
八
〜
二
〇
年
度

目
指
せ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

酒
井

康
旨

目
指
せ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
は
文
部
科
学
省
が
産
業
教
育
の
振
興
を
図
る
た
め

の
事
業
で
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
先
端
的
な
技
術
等
を
取
り
入
れ
た
教
育
や
伝
統

的
な
産
業
に
関
す
る
学
習
を
重
点
的
に
行
う
な
ど
、
特
色
あ
る
取
組
を
行
う
専
門

高
校
を
「
目
指
せ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
し
て
指
定
し
、
将
来
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
の
育
成
に
係
る
教
育
の
教
育
課
程
等
の
改
善
に
資
す
る
研
究
開
発
を
行
っ
て
い

る
事
業
で
あ
る
。

福
井
県
は
平
成
一
二
年
に
平
均
寿
命
が
男
女
と
も
全
国
二
位
（
平
成
一
七
年
は

男
子
四
位
、
女
子
一
一
位
）
と
な
り
、
そ
の
後
そ
の
地
位
を
維
持
す
る
日
本
を
代

表
す
る
健
康
長
寿
な
県
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
県
で
は
平
成
一
六
年
度
、
福
井

県
の
健
康
長
寿
の
要
因
を
探
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
統
計
調
査
、
文
献
等
を
も
と

に
検
討
を
行
い
、
ま
た
、
県
民
の
栄
養
や
健
康
面
等
の
調
査
も
開
始
し
た
。
県
の

健
康
福
祉
部
が
中
心
と
な
り
、
福
井
県

の
健
康
長
寿
を
多
角
的
に
分
析
し
、
考

え
ら
れ
る
五
つ
の
要
因
を
浮
き
彫
り
に

し
た
。
そ
の
第
一
番
目
に
「
福
井
型
食

生
活
」
の
重
要
性
を
あ
げ
て
い
る
。
こ

の
福
井
型
食
生
活
を
支
え
る
も
の
と
し

て
福
井
県
に
独
特
な
食
材
が
考
え
ら
れ
、

そ
の
代
表
と
し
て
伝
統
野
菜
を
あ
げ
、

県
で
も
伝
統
野
菜
を
見
直
し
、
食
品
加

工
研
究
所
を
中
心
に
伝
統
野
菜
の
有
効

成
分
の
分
析
に
も
着
手
し
始
め
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
校
は
地
域
に
根
ざ
し
た
農

業
高
校
と
し
て
、
伝
統
野
菜
を
福
井
の
健
康

長
寿
を
支
え
る
食
材
と
と
ら
え
、
そ
の
保
存

と
流
通
・
普
及
を
担
う
こ
と
と
し
た
こ
と
が

研
究
開
発
の
契
機
で
あ
る
。

な
お
、
福
井
県
内
に
は
約
三
〇
種
の
伝
統

野
菜
が
あ
る
が
、
「
福
井
県
独
特
の
品
種
が

あ
る
こ
と
」「
福
井
県
内
で
栽
培
面
積
が
広
い

こ
と
」「
福
井
県
内
で
の
消
費
量
が
多
い
こ

と
」「
薬
理
効
果
が
解
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
」

の
四
つ
の
観
点
か
ら
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
・
ナ
ス
・

ウ
メ
・
シ
ソ
の
四
つ
を
教
材
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

本
研
究
で
は
伝
統
野
菜
の
遺
伝
資
源
と
し
て
の
保
存
・
育
種
と
そ
の
加
工
流
通

技
法
習
得
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
研
究
開
発
す
る
も
の
で
あ
る
。

研
究
指
定
期
間
は
、
平
成
一
八
年
五
月
九
日
か
ら
平
成
二
一
年
三
月
三
一
日
ま

で
の
三
年
間
で
、
研
究
開
発
課
題
（
研
究
テ
ー
マ
）
は
「
健
康
長
寿
日
本
一
の
食

材
づ
く
り
を
目
指
し
た
将
来
の
農
業
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
養
成
」
と
し
た
。

研
究
開
発
の
概
要
は
、
①
伝
統
野
菜
の
遺
伝
資
源
と
し
て
の
保
存
・
育
種
と
そ

の
た
め
の
栽
培
環
境
の
整
備
、
さ
ら
に
加
工
・
流
通
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
、

②
伝
統
野
菜
の
栽
培
技
術
や
採
種
法
、
組
織
培
養
に
よ
る
増
殖
法
の
習
得
、
ま
た
、

耐
病
性
・
耐
虫
性
の
高
い
品
種
の
開
発
、
③
伝
統
野
菜
の
販
売
を
通
し
た
地
産
地

消
の
推
進
、
郷
土
料
理
の
掘
り
お
こ
し
・
再
現
・
福
井
型
食
生
活
の
献
立
提
案
や

食
材
の
加
工
・
調
理
で
あ
る
。

研
究
開
発
の
特
徴
は
、
①
四
学
科
が
学
科
目
標
に
沿
っ
て
役
割
分
担
し
、
学
校

全
体
と
し
て
組
織
的
な
取
組
み
、
②
全
学
科
の
生
徒
が
履
修
し
、
福
井
県
の
健
康

長
寿
を
支
え
る
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
の
実
用
書
と
し
て
新
た
な
学
校
設
定
科

目
（
食
と
農
業
）
の
設
置
、
③
産
業
界
や
研
究
機
関
等
と
の
連
携
で
あ
る
。

福井の伝統野菜マップ

福井県の健康長寿を支える諸要因のイメージ
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各
学
科
に
研
究
分

野
を
次
の
よ
う
に
分

担
し
た
。
「
食
材
の

生
産
・
保
存
・
育

種
」
を
生
物
生
産
科
、

「
食
材
の
流
通
」
を

生
産
流
通
科
、「
食

材
の
加
工
・
調
理
」

を
生
活
科
学
科
、「
栽

培
環
境
の
整
備
」
を

環
境
工
学
科
で
あ
る
。

ま
た
、
新
た
な
学

校
設
定
科
目
「
食
と

農
業
」
を
設
置
し
た
。

設
定
の
目
的
は
、
全

学
科
の
生
徒
が
健
康
長
寿
に
係
わ
る
基
本

的
知
識
や
技
術
、
さ
ら
に
各
学
科
の
専
門

性
を
生
か
し
た
応
用
的
な
知
識
や
技
術
を

身
に
付
け
さ
せ
、
福
井
県
の
健
康
長
寿
を

支
え
る
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

履
修
学
年
は
全
学
科
三
年
生
、
履
修
ス
タ

イ
ル
は
全
学
科
生
徒
全
員
履
修
（
選
択
科

目
に
は
し
な
い
）
と
し
、
単
位
数
は
全
学
科
二
単
位
と
し
た
。
内
容
は
、
全
学
科

共
通
部
分
（
二
五
時
間
相
当
）
と
学
科
選
択
部
分
（
四
五
時
間
相
当
）
に
分
け
、

全
学
科
共
通
部
分
は
座
学
だ
け
で
な
く
、
実
習
も
組
み
入
れ
た
。
主
な
共
通
部
分

の
単
元
と
し
て
は
、
農
業
の
役
割
、
健
康
長
寿
の
要
因
、
伝
統
野
菜
と
長
寿
と
の

関
わ
り
、
食
育
と
地
産
地
消
、
伝
統
野
菜
と

は
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
で
、
こ
の
科
目
は

農
業
の
科
目
と
し
た
。
一
、
二
年
次
の
農
業

の
科
目
の
中
で
簡
単
な
基
礎
基
本
を
学
び
、

三
年
次
の
「
食
と
農
業
」
と
「
課
題
研
究
」

で
、
基
礎
基
本
を
定
着
さ
せ
、
知
識
や
技
術

を
実
践
さ
せ
る
位
置
づ
け
と
し
た
。

産
業
界
や
研
究
機
関
等
と
の
主
な
連
携
先

と
し
て
は
、（
大
学
関
係
）
福
井
県
立
大
学
、

仁
愛
女
子
短
期
大
学
、（
研
究
機
関
）
福
井

県
農
業
試
験
場
、
食
品
加
工
研
究
所
、
若
狭
湾
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
、（
産

業
界
）
フ
ク
醤
油
株
式
会
社
、
ア
ッ
プ
ル
流
通
株
式
会
社
、
フ
ァ
ー
ム
ビ
レ
ッ
ジ

さ
ん
さ
ん
、（
学
校
関
係
）
啓
蒙
小
学
校
、
福
井
南
養
護
学
校
、（
そ
の
他
）
福
井

県
栄
養
士
会
、
�
江
市
役
所
、
啓
蒙
壮
友
会
、
た
ね
と
り
く
ら
ぶ

な
ど
が
あ
る
。

運
営
指
導
委
員
会
（
外
部
評
価
）
を
年
一
回
以
上
開
催
し
、
取
組
み
状
況
の
報

告
や
適
切
な
助
言
を
も
ら
っ
た
。
運
営
指
導
委
員
は
大
城
閑
（
福
井
県
立
大
学
生

物
資
源
学
部
教
授
）、
谷
洋
子
（
仁
愛
女
子
短
期
大
学
教
授
）、
坪
田
洋
次
（
平
成

一
八
年
度
）・
吉
岡
均
（
一
九
年
度
）・
小
竹
哲
郎
（
二
〇
年
度
）（
福
井
農
林
総

合
事
務
所
長
）、
高
畑
芳
晴
（
福
井
県
Ａ
コ
ー
プ
株
式
会
社
運
営
課
長
）、
西
田
哲

章
（
福
井
県
芦
原
青
年
の
家
所
長
）
の
五
名
に
お
願
い
し
た
。
開
催
日
は
、
平
成

一
八
年
一
二
月
二
五
日
（
月
）、
平
成
一
九
年
五
月
三
〇
日
（
木
）、
平
成
二
〇
年

二
月
二
七
日
（
水
）
の
生
徒
中
間
発
表
会
、
平
成
二
〇
年
一
一
月
一
一
日
（
火
）、

平
成
二
〇
年
一
二
月
一
一
日
（
木
）
の
研
究
成
果
発
表
会
の
五
回
で
あ
る
。

「健康長寿日本一の食材づくりを目指した
将来の農業のスペシャリスト養成」イメージ図

第１回運営指導委員会

「食と農業」表紙
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Ⅰ

研
究
事
項

一

生
物
生
産
科：

伝
統
野
菜
の
保
存
・
育
種

１
生
徒
へ
の
研
究
に
対
す
る
興
味
づ
け

２
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
照
射
法
を
利
用
し
た
新
品
種
作
り
と
健
康
長
寿

福
井
県
敦
賀
市
に
あ
る
若
狭
湾
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
に
協
力
を
得

て
、
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
照
射
法
に
よ
り
突
然
変
異
を
誘
導
し
た
。

・
ナ
ス
嫌
い
を
な
く
す
品
種
の
作
出

・
ピ
ー
マ
ン
嫌
い
を
な
く
す
品
種
の
作
出

３
伝
統
野
菜
ナ
ス
の
保
存
と
増
殖

ａ
伝
統
野
菜
ナ
ス
の
タ
ネ
の
採
種
法
、
種
子
の
保
存
法

ｂ
新
保
ナ
ス
の
発
芽
率
調
査
（
ポ
ッ
ト
、
無
菌
）

Ｍ
Ｓ
培
地
に
無
菌
播
種
し
、
培
養
苗
か
ら
組
織
を
摘
出（
葉
、
根
、
節
）

ｃ
無
菌
播
種
に
よ
る
保
存
（
無
菌
培
養
法
）

ｄ
伝
統
野
菜
ナ
ス
の
採
種
、
育
苗
と
組
織
培
養
に
よ
る
大
量
増
殖

４
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
の
栽
培
調
査

ａ
栽
培
条
件
を
変
え
た
研
究
（
ハ
ウ
ス
と
露
地
に
三
〜
六
球
定
植
）

ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
五
球
植
え
が
最
も
良
く
成
長

露
地
栽
培
で
は
六
球
植
え
及
び
、
三
球
植
え
が
最
も
良
く
成
長

ハウス栽培

ＭＳ培地に組織培養
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二

生
産
流
通
科：

伝
統
野
菜
の
流
通

１
伝
統
野
菜
の
栽
培
研
究
と
伝
統
野
菜
産
地
の
現
状
を
確
認
し
利
用
拡
大

ａ
伝
統
野
菜
産
地
の
見
学
（
穴
馬
か
ぶ
ら
、
河
内
赤
か
ぶ
ら
、
吉
川
ナ
ス
、

マ
ナ
な
ど
）

ｂ
た
ね
と
り
ク
ラ
ブ
の
全
国
大
会
（
池
田
町
で
開
催
）
に
参
加

２
伝
統
野
菜
の
販
売
（
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ト
で
の
販
売
）

新
保
ナ
ス
、
妙
金
ナ
ス
、
立
石
ナ
ス
、
吉
川
ナ
ス
、
木
田
チ
リ
メ
ン
ジ
ソ
、

河
内
赤
か
ぶ
ら
な
ど
を
販
売

３
伝
統
野
菜
の
Ｐ
Ｒ
活
動

ａ
福
井
テ
レ
ビ
（
お
か
え
り
な
さ
い
）
の
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
に
出
演

ｂ
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ト
前
の
花
壇
で
の
ナ
ス
の
実
物
展
示

４
ポ
ス
シ
ス
テ
ム
の
有
効
な
活
用

導
入
さ
れ
た
ポ
ス
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
て
、
販
売
の
学
習
・
販
売
内

容
の
検
討
な
ど
を
行
っ
た
。
こ
の

他
に
バ
ー
コ
ー
ド
入
力
方
法
や
取

り
扱
い
な
ど
従
来
に
な
い
シ
ス
テ

ム
で
、
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ト
で
の
販

売
に
臨
ん
だ
。

５
農
文
祭
や
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

ａ
農
文
祭
で
の
販
売

ｂ
福
井
グ
ラ
ン
ド
モ
ー
ル
秋
の
市
で
の
販
売

ｃ
フ
ラ
ワ
ー
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の
販
売

ｄ
農
業
水
産
高
校
フ
ェ
ア
ー
（
県
庁
一
階
）
で
の
販
売

地元テレビ番組でのＰＲ活動

ナスの展示
（左から吉川・立石・妙金・新保ナス）

穴馬かぶら加工場見学

河内赤かぶら産地見学

吉川ナス産地見学

ポスシステム

新保ナス・吉川ナス販売

河内赤カブラ販売

民間保存の在来種展示紹介
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三

生
活
科
学
科：

伝
統
野
菜
の
加
工
・
調
理

１
食
生
活
を
見
つ
め
る
学
習

ａ
外
部
講
師
に
よ
る
栄
養
講
座

・
食
の
選
択
力
向
上
出
前
講
座

・
特
別
支
援
学
校
と
の
給
食
交
流

ｂ
伝
統
野
菜
、郷
土
料
理
に
つ
い
て
の
学
習

・
魚
を
さ
ば
け
る
福
井
人

・
お
米
と
郷
土
料
理
の
学
習
会

・
小
浜
食
文
化
館
で
の
体
験
実
習
と
朝
食

メ
ニ
ュ
ー
作
り

・
梅
の
講
習
会

２
伝
統
野
菜
・
食
生
活
に
つ
い
て
の
知
識
を
広
め
る
学
習

ａ
生
徒
が
運
営
す
る
食
育
活
動

・
食
育
教
室
に
向
け
て
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
、
替
え
歌
作
り

・
保
育
園
で
の
食
育
活
動

・
そ
の
他
の
食
育
活
動

ｂ
地
域
の
伝
統
野
菜
「
新
保
ナ
ス
」
の
取
り
組
み

・
啓
蒙
小
学
校
と
の
交
流

・
啓
蒙
壮
友
会
と
の
交
流

ｃ
そ
の
他
の
発
表
活
動

・
全
国
高
校
生
対
抗
ご
は
ん
Ｃ
Ｕ
Ｐ

・
全
国
高
校
生
食
育
王
選
手
権

・
高
校
生
に
よ
る
食
生
活
改
善
研
究
「
Ｉ
＆
Ｙ

ｏ
ｕ
食
生
活
」

３
調
理
実
験
の
基
礎
学
習

ａ
食
品
加
工
研
究
所
に
て

・
食
品
の
Ｐ
Ｈ
と
米
の
食
味
を
測
る

ｂ
仁
愛
女
子
短
期
大
学
に
て

・
野
菜
の
色
の
加
熱
に
よ
る
変
化

・
そ
の
他
の
測
定
機
器

４
食
品
加
工
の
基
礎
学
習

ａ
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
の
利
用

・
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
漬
け→

う
ら
ら
の
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
）

・
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
チ
ッ
プ
ス

福井グランドモール秋の市での販売

農業水産高校フェアー
（県庁１Ｆ）での販売

新保ナス啓蒙小学校との交流

「魚をさばける福井人」実習

食品加工研究所にてうららのドレッシング
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ｂ
ナ
ス
の
利
用

・
干
し
ナ
ス→

真
空
凍
結
乾
燥
機
を
利
用

・
ナ
ス
ジ
ャ
ム→

農
産
物
直
売
所
イ
ベ
ン
ト
、

啓
蒙
小
学
校
で
試
食

・
ナ
ッ
ス
ィ
ー
ツ→

仁
愛
女
子
短
大
教
授
と
商

品
開
発
審
議

ｃ
シ
ソ
の
利
用

・
梅
干
し

・
シ
ソ
茶→

真
空
凍
結
乾
燥
機
を
利
用
、
着
色
料
と
し
て
活
用

・
梅
シ
ソ
利
用→

調
味
料
と
し
て
利
用
、
し
そ
ご
飯
な
ど

ｄ
ウ
メ
の
利
用

学
校
の
果
樹
園
の
ウ
メ
を
加
工

・
梅
干
し→

う
ら
ら
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
）

・
梅
ジ
ャ
ム→

保
護
者
対
象
料
理
講
座
開
催

・
梅
シ
ロ
ッ
プ→

特
別
支
援
学
校
と
の
給
食
交
流
、
中
学
生
体
験
入
学
に

て
調
理

・
梅
ゼ
リ
ー→

特
別
支
援
学
校
と
の
給
食
交
流
、
中
学
生
体
験
入
学
に
て

調
理

ｅ
真
空
凍
結
乾
燥
機

５
食
品
加
工
の
応
用
学
習

ａ
伝
統
野
菜
の
調
理
法

・
伝
統
野
菜
の
薬
理
効
果
の
利
用

・
真
空
凍
結
乾
燥
機
の
利
用

ｂ
福
農
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
開
発→

う
ら
ら
の
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
）

四

環
境
工
学
科：

伝
統
野
菜
の
栽
培
環
境
の
整
備

１
環
境
調
査
の
基
礎
学
習

ａ
野
生
動
物
に
つ
い
て
の
事
前
学
習

ｂ
ク
マ
に
よ
る
果
樹
被
害
の
実
態
調
査

ｃ
講
演
会

真空凍結乾燥機

獣害対策基本講座

センサーカメラで撮影されたツキノワグマ

森林調査範囲

学校給食でドレッシングが登場
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２
生
態
系
保
全
工
法
の
基
礎
学
習

環
境
科
学
基
礎
で
環
境
保
全
学
習

３
環
境
調
査
の
応
用
学
習

ａ
森
林
調
査
と
森
林
適
正
管
理

・
航
空
写
真
に
よ
る
森
林
調
査

・
イ
ノ
シ
シ
被
害
実
態
調
査

ｂ
森
林
整
備
と
イ
ノ
シ
シ
出
没
抑
制

に
つ
い
て

・
森
林
状
況
調
査
、森
林
整
備
の
実
施

・
イ
ノ
シ
シ
出
没
調
査

ｃ
栽
培
環
境
調
査

第
二
農
場
斜
面
の
森
林

４
生
態
系
保
全
工
法
の
応

用
学
習

ａ
防
護
柵
に
よ
る
食

害
防
除

・
防
草
シ
ー
ト
の
敷

設
、
電
気
柵
の
設

置
、
電
気
柵
の
管

理
、
物
理
柵
の
設

置

ｂ
忌
避
野
菜
に
よ
る

食
害
防
除

・
シ
ソ
の
栽
培
と
忌

避
効
果

・
ミ
ン
ト
の
栽
培
と

忌
避
効
果

ｃ
柚
子
に
よ
る
忌
避

効
果
の
研
究

５
先
進
地
見
学
及
び
地
域

と
の
交
流

ａ
イ
ノ
シ
シ
祭
・
狩

猟
に
よ
る
イ
ノ
シ

シ
捕
獲
現
場
見
学

ｂ
鳥
獣
害
の
な
い
ま

ち
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
見
学

６号圃の周囲に防草シート

敷設樹園地の周囲に電気柵設置

イノシシ被害発生の構図

電気棚の取扱説明

竹を使った物理柵の設置成長したミント

成長したシソ

森林調査範囲

イノシシ祭（イノシシに関する講演）

�江市西袋町の見学
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Ⅱ

効
果
と
そ
の
評
価

一

生
物
生
産
科：

伝
統
野
菜
の
保
存
・
育
種

１
生
徒
へ
の
効
果

研
究
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
「
採
種
」
と
「
バ
イ
テ
ク
を
利
用
し
た
保
存
」
と

決
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
三
年
生
へ
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
最
終
学
年

に
な
る
と
、
課
題
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
利
用
し

た
保
存
法
・
増
殖
法
の
研
究
を
行
う
生
徒
や
突
然
変
異
の
誘
発
、
分
岐
性
の

継
続
研
究
を
行
う
生
徒
が
現
れ
、
九
〇
％
を
超
え
る
生
徒
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に

つ
い
て
理
解
し
、
身
に
な
る
も
の
に
な
っ
た
こ
と
を
確
信
し
た
。

２
教
職
員
へ
の
効
果

ａ
安
全
な
食
材
に
つ
い
て
の
興
味
関
心
が
増
え
、
外
部
講
師
を
招
聘
し
て

の
講
演
会
を
希
望
す
る
声
が
増
え
た
。

ｂ
突
然
変
異
誘
発
技
術
利
用
に
つ
い
て
の
興
味
関
心
が
増
え
た
。

ｃ
最
終
発
表
会
を
通
し
、
育
種
技
術
や
伝
統
野
菜
に
関
し
て
理
解
が
さ
ら

に
深
ま
っ
た
。

３
保
護
者
へ
の
効
果

ａ
伝
統
野
菜
の
果
実
の
提
供
を
希
望
す
る
保
護
者
が
現
れ
、
興
味
関
心
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。

ｂ
伝
統
野
菜
の
苗
の
提
供
を
希
望
す
る
保
護
者
が
現
れ
、
実
際
に
栽
培
・
採

種
を
行
う
保
護
者
が
現
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
興
味
関
心
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
た
。

４
学
校
運
営
へ
の
効
果

生
産
流
通
科
と
の
連
携
に
よ
り
、
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ト
に
よ
る
販
売
を
行
う

こ
と
が
で
き
、
地
域
の
方
に
も
伝
統
野
菜
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
た
。

二

生
産
流
通
科：

伝
統
野
菜
の
流
通

１
生
徒
へ
の
効
果

課
題
研
究
の
三
年
目
の
ま
と
め
発
表
を
マ
ー
ト
班
と
共
同
で
行
い
、
そ
の

産
地
の
現
状
、
仕
入
れ
、
販
売
ま
で
に
至
る
知
識
や
調
理
方
法
な
ど
学
習
で

き
た
。
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ト
で
は
、
販
売
食
材
の
知
識
を
基
に
各
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
、
伝
統
野
菜
の
感
触
を
理
解
し
た
喜
び
は
大
き
い
。

２
教
職
員
へ
の
効
果

直
接
担
当
す
る
教
員
は
一
部
で
あ
る
が
、
集
約
な
ど
で
協
力
体
制
が
で
き

た
。
ま
た
販
売
を
通
し
て
福
井
県
の
伝
統
野
菜
の
存
在
価
値
を
理
解
し
て
も

ら
え
た
も
の
と
自
負
し
て
い
る
。

３
保
護
者
へ
の
効
果

三
年
間
の
研
究
の
間
、
グ
リ
ー
ン
メ
ー
ル
で
広
報
し
て
き
た
の
で
、
そ
れ

な
り
の
効
果
は
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
が
、
販
売
数
量
そ
の
も
の
が
ま
だ
多

く
な
く
、
今
後
販
売
量
・
種
類
の
拡
大
の
中
で
一
層
保
護
者
へ
の
浸
透
が
期

待
で
き
る
。

４
学
校
運
営
へ
の
効
果

栽
培
不
可
能
な
も
の
に
対
し
て
は
、
適
期
に
仕
入
れ
を
行
い
安
価
で
提
供

し
て
い
き
た
い
。
そ
の
中
で
地
域
の
紹
介
を
行
い
地
産
地
消
の
一
役
を
担
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
し
て
い
け
ば
、
伝
統
野
菜
と
我
が
校
の
結
び
つ
き
が
強

く
な
る
と
考
え
る
。

三

生
活
科
学
科：

伝
統
野
菜
の
加
工
・
調
理

１
生
徒
へ
の
効
果

ａ
コ
ン
ク
ー
ル
の
成
績

・
第
二
回
全
国
高
校
生
食
育
王
選
手
権
大
会

第
六
位
（
三
年
次
）

・
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
福
井
新
聞
社
賞
（
二
年
次
）

・
毎
日
農
業
記
録
賞
高
校
生
の
部
地
区
優
秀
賞
（
二
、
三
年
次
）
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・
ご
は
ん
Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
０
８
決
勝
大
会
進
出
（
三
年
次
）

・
高
校
生
に
よ
る
食
生
活
改
善
研
究
活
動
「
Ｉ
＆
Ｙ
ｏ
ｕ
食
生
活
」
栄
養

改
善
普
及
会
会
長
賞
（
二
年
次
）

ｂ
地
域
交
流
の
取
り
組
み

・
す
べ
て
の
生
徒
が
成
長
を
実
感
し
て
い
る
結
果
で
あ
っ
た
。
約
八
割
の

生
徒
が
こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
「
調
理
技
術
が
習
得
で
き
た
」
と
記

述
し
て
い
た
。

・
今
後
の
生
活
に
生
か
し
て
い
き
た
い
こ
と
と
し
て
、
「
習
得
し
た
調
理

技
術
を
自
分
の
食
生
活
に
生
か
す
」「
栄
養
や
安
全
面
か
ら
食
生
活
を
見

直
し
た
い
」
と
記
述
し
た
生
徒
も
約
七
割
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
「
食

と
人
間
と
の
関
わ
り
や
つ
な
が
り
」「
他
の
人
に
も
学
ん
だ
こ
と
を
広
げ

て
い
く
（
地
域
交
流
へ
の
意
欲
）」「
新
た
な
商
品
開
発
へ
の
意
欲
」「
自

身
の
進
路
選
択
に
つ
な
が
っ
た
」
と
い
う
記
述
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の

結
果
か
ら
、
ね
ら
い
を
達
成
す
る
た
め
に
身
に
つ
け
る
べ
き
力
と
し
た

「
基
礎
的
な
知
識
・
技
術
」「
自
律
的
に
行
動
す
る
力
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
」
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
り
、
加
工
・
調
理
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
に
大
い
に
近
づ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

２
教
職
員
へ
の
効
果

ａ
教
職
員
自
身
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
た
。

仁
愛
女
子
短
期
大
学
で
の
商
品
開
発
に
関
わ
る
研
修
、
食
育
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
等
の
講
演
会
や
講
習
会
へ
の
参
加
、
「
食
品
衛
生
責
任
者
」
の
資
格

取
得
、
授
業
研
究
会
の
実
施
な
ど
の
研
修
や
活
動
を
通
し
て
、
教
職
員
自

ら
が
新
た
な
知
識
や
技
能
の
習
得
を
め
ざ
し
、
地
域
や
関
係
者
と
の
交
流

に
努
め
た
。
生
徒
へ
還
元
さ
せ
る
た
め
に
始
め
た
研
修
や
活
動
が
、
教
職

員
自
ら
も
研
究
を
通
じ
て
つ
け
た
い
三
つ
の
力
「
知
識
や
技
能
」「
自
律
的

に
行
動
す
る
力
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ｂ
学
科
教
職
員
の
連
携
が
強
化
し
た
。

県
内
外
の
大
会
へ
の
生
徒
引
率
で
は
担
当
教
員
以
外
も
休
み
を
返
上
し

て
協
力
し
た
り
、
梅
が
足
り
な
け
れ
ば
全
員
で
知
人
の
山
に
収
穫
に
赴
い

た
り
、
空
き
時
間
に
商
品
開
発
の
実
験
を
し
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
持
っ
て
互
い
に
協
力
し
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
協
力

体
制
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
研
究
の
成
果
に
結
び
つ
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

３
保
護
者
等
へ
の
効
果

三
年
間
こ
の
研
究
に
携
わ
っ
て
き
た
三
学
年
の
保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
っ
た
。
「
こ
の
取
り
組
み
は
お
子
さ
ん
に
と
っ
て
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
か
。」
は
い
（
三
一
人
）
い
い
え
（
〇
人
）。
「
は
い
」
と
答
え
た
理
由
は
、

学
習
意
欲
が
向
上
し
た
（
八
名
）、
食
や
農
に
つ
い
て
の
知
識
が
向
上
し
た

（
二
二
名
）、生
活
技
術
の
習
得
が
み
ら
れ
た
（
一
二
名
）、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
向
上
し
た
（
七
名
）
複
数
回
答
あ
り
。

４
学
校
運
営
へ
の
効
果

ａ
営
業
許
可
取
得

「
そ
う
ざ
い
」「
菓
子
」「
つ
け
も
の
」
の
営
業
許
可
の
取
得
に
よ
り
、
加

工
品
が
販
売
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ｂ
関
係
機
関
と
の
連
携

う
ら
ら
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
販
売
に
際
し
て
、
福
井
県
学
校
給
食
会
に

全
面
的
な
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
商
品
化
し
販
売
す
る
過
程
で
の
安
全
面

や
衛
生
面
の
配
慮
に
つ
い
て
、
細
部
ま
で
指
摘
し
て
い
た
だ
き
、
学
校
側

で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
点
が
わ
か
り
、
よ
り
安
全
性
の
高
い
商
品
を
製
造

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
加
工
に
お
い
て
は
�
フ
ク
醤
油
、
保
管
配

送
に
お
い
て
は
�
ア
ッ
プ
ル
流
通
と
の
パ
イ
プ
役
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
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ま
た
、
本
学
科
の
活
動
が
報
道
機
関
に
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
自
治
体
や
地
域
か
ら
、
商
品
の
研
究
開
発
（
例
え
ば
サ
ラ
ダ
人
参
を

ど
う
普
及
さ
せ
る
か
）
や
発
表
等
の
依
頼
が
あ
っ
た
。
学
校
が
情
報
発
信

の
核
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
他
、
生
産
者
か
ら
も
地
元
の
農

産
物
や
魚
な
ど
の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、
今
後
も
学
校
と
関
係
機
関
と

が
連
携
し
て
、
若
い
世
代
に
生
産
物
の
加
工
・
調
理
の
仕
方
を
教
え
て
欲

し
い
と
望
ま
れ
て
い
る
。

四

環
境
工
学
科：

伝
統
野
菜
の
栽
培
環
境
の
整
備

１
生
徒
に
対
す
る
効
果

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
特
に
環
境
問
題
や
野
生
動
物
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
は
、
強
く
興
味
関
心
を
持
つ
生
徒
が
増
え
た
。
生
態
系
保
全
に
関
す
る
活

動
や
、
獣
害
の
現
状
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
も
年
々
関
心
が
高
ま
っ
て
い
っ

た
。
野
生
動
物
に
つ
い
て
の
関
心
や
共
生
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
、
一
年
次

に
比
べ
数
値
は
上
昇
し
た
。
逆
に
、
環
境
保
全
活
動
や
環
境
問
題
を
解
決
す

る
た
め
の
活
動
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
強
く
感
じ
る
生
徒
の
割
合
が
一
年

次
が
最
高
で
以
後
伸
び
悩
ん
だ
。
環
境
問
題
は
生
態
系
の
よ
う
な
自
然
的
な

も
の
だ
け
で
な
く
、
化
学
的
あ
る
い
は
物
理
的
に
も
捉
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
今
回
は
、
獣
害
問
題
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
自
然
的
な
環
境
問
題
へ

の
関
心
に
つ
い
て
は
十
分
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
生
徒
達
に

環
境
問
題
に
つ
い
て
聞
い
て
み
る
と
、
多
く
の
生
徒
が
真
っ
先
に
地
球
温
暖

化
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
な
ど
を
挙
げ
る
。
そ
れ
ら
の
問
題
が
、
生
態
系
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
を
改
め
て
理
解
さ
せ
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
環
境
保
全

活
動
や
環
境
問
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
を
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
、

様
々
な
授
業
や
実
習
、
現
場
見
学
等
を
通
し
て
感
じ
取
れ
る
よ
う
な
指
導
が

必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
十
分
に
意
識
を
高
め
た
上
で
三
年
次
に
履
修
予
定

の
「
食
と
農
業
」
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

２
教
職
員
に
対
す
る
効
果

環
境
調
査
な
ら
び
に
生
態
系
保
全
工
法
の
学
習
分
野
に
お
い
て
、
実
習
前

の
準
備
や
第
二
農
場
で
の
実
習
中
、
さ
ら
に
次
回
の
実
習
に
向
け
て
頻
繁
に

連
絡
を
取
り
合
い
、
ス
ム
ー
ズ
な
実
習
を
心
掛
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

第
二
農
場
な
ら
び
に
生
物
生
産
科
の
実
習
教
員
の
協
力
も
得
ら
れ
、
計
画
通

り
に
実
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

ク
ラ
ス
全
員
が
参
加
し
た
「
イ
ノ
シ
シ
被
害
と
防
除
に
関
す
る
現
場
見

学
」
は
、
学
科
の
教
員
六
人
も
一
緒
に
参
加
し
、
生
徒
と
と
も
に
イ
ノ
シ
シ

と
人
間
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
、
学
科
に
一
体
感
が
生
ま
れ

た
。

３
保
護
者
に
対
す
る
効
果

環
境
調
査
の
学
習
分
野
で
は
、
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
野
生
動
物
に
よ

る
農
作
物
被
害
の
実
態
調
査
、
環
境
調
査
な
ら
び
に
環
境
配
慮
型
の
食
害
防

除
法
の
研
究
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
標
に
、
獣
害
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
た
。
研
究
初
年
度
に
実
施
し
た
た
め
、
全
体
的
に
関
心
が
低
く
、

回
収
率
が
低
調
に
終
わ
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
っ
た
が
、
保
護
者
に
対
し
て

本
学
科
が
取
り
組
む
内
容
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

４
地
域
に
対
す
る
効
果

環
境
調
査
の
学
習
分
野
で
は
、
地
域
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

山
林
に
接
す
る
地
域
の
農
業
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
ク
マ
等
の
獣
害
に
悩
ま
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
校
周
辺
地
域
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
地
域
猟
友
会

と
の
接
触
を
通
し
て
、
学
校
が
調
査
研
究
を
始
め
た
こ
と
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
、
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
求
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
カ
ラ
ス
等
他
の

獣
害
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
へ
の
期
待
も
示
さ
れ
、
地
域
と
密
着
し
た
活
動

が
展
開
で
き
た
。

生
態
系
保
全
工
法
の
学
習
分
野
で
は
、
電
気
柵
設
置
に
お
い
て
Ｊ
Ａ
福
井
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市
、
木
田
ジ
ソ
の
種
子
を
入
手
す
る
た
め
木
田
蔬
菜
出
荷
組
合
、
電
気
柵
の

資
材
や
シ
ソ
・
ミ
ン
ト
の
種
子
の
購
入
に
あ
た
り
福
井
シ
ー
ド
株
式
会
社
と

連
携
で
き
た
。

Ⅲ

問
題
点
と
今
後
の
課
題

一

生
物
生
産
科：

伝
統
野
菜
の
保
存
・
育
種

ａ
伝
統
野
菜
の
栽
培
技
術
の
習
得
と
化
学
的
分
析
に
よ
る
成
分
比
較
技
術
の
習
得

・
継
続
的
に
伝
統
野
菜
を
栽
培
し
、
栽
培
技
術
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
養
成

す
る
。

・
Ｄ
Ｐ
Ｐ
Ｈ
ラ
ジ
カ
ル
試
薬
を
利
用
し
て
抗
酸
化
性
の
測
定
を
行
い
、
標
準

種
千
両
二
号
と
伝
統
野
菜
の
成
分
を
比
較
し
、
健
康
長
寿
と
の
関
連
を
継

続
的
に
調
べ
る
。

ｂ
伝
統
野
菜
の
採
種
法
の
習
得

・
継
続
的
に
採
種
し
、
保
存
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
。

ｃ
伝
統
野
菜
の
組
織
培
養
に
よ
る
増
殖
法
の
習
得

・
節
培
養
に
よ
る
伝
統
野
菜
の
保
存
法
の
再
現
性
を
と
る
実
験
を
行
う
。

ｄ
多
分
岐
性
の
継
続
的
な
追
究

・
露
地
圃
場
に
よ
る
発
生
率
調
査
を
行
う
。

・
無
菌
播
種
に
よ
る
発
生
率
調
査
を
行
う
。

ｅ
新
品
種
野
菜
育
種
法
の
習
得

・
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
照
射
種
子
よ
り
生
育
さ
せ
た
品
種
の
継
続
的
な
栽
培

・
発
芽
で
き
な
か
っ
た
理
由
を
探
求
す
る

二

生
産
流
通
科：

伝
統
野
菜
の
流
通

ａ
伝
統
野
菜
の
仕
入
れ
の
増
大
と
そ
の
販
路
の
確
保

・
耕
志
会
を
は
じ
め
と
し
た
福
井
市
内
農
家
と
の
連
携

・
県
内
企
業
、
Ｊ
Ａ
等
の
販
売
流
通
の
連
携

ｂ
伝
統
野
菜
の
現
地
調
査
の
拡
大

ｃ
伝
統
野
菜
の
販
売
所
・
加
工
所
等
の
見
学

三

生
活
科
学
科：

伝
統
野
菜
の
加
工
・
調
理

ａ
う
ら
ら
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
販
路
拡
大

ｂ
伝
統
野
菜
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
第
二
号
の
研
究

ｃ
さ
ら
な
る
食
育
活
動
の
推
進

四

環
境
工
学
科：

伝
統
野
菜
の
栽
培
環
境
の
整
備

ａ
実
習
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
ク
マ
鈴
等
を
携
帯
し
実
習
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

ｂ
福
井
県
内
の
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
で
獣
害
や
防
除
に
関
わ
っ
て

い
る
人
た
ち
と
相
互
交
流
を
目
指
し
た
い
。

ｃ
環
境
調
査
の
学
習
に
つ
い
て
は
、
生
徒
自
身
の
研
究
に
対
す
る
充
実
感
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
、
生
徒
自
身
の
手
で
行
う「
課
題
研
究
」に
し
て
い
き
た
い
。

ｄ
生
態
系
保
全
工
法
の
学
習
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
ま
で
に
行
っ
た
防
護
柵

や
忌
避
野
菜
等
に
よ
る
食
害
防
除
の
問
題
点
を
解
決
し
、
他
の
防
護
柵
や
忌

避
効
果
の
あ
る
品
目
を
作
付
け
し
、
効
果
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
環
境
配

慮
型
の
食
害
防
除
の
取
り
組
み
を
第
二
農
場
全
体
に
広
め
て
い
き
た
い
。

�

平
成
二
四
、
二
五
年
度

福
井
県
視
聴
覚
教
育
研
究
大
会
（
福
井
・
吉
田
大
会
）
研
究
委
嘱
校

岩
尾

弘
康

平
成
二
四
、
二
五
年
に
福
井
県
視
聴
覚
教
育
研
究
大
会
（
福
井
・
吉
田
大
会
）

の
研
究
委
嘱
校
と
な
り
、
高
校
の
部
は
二
五
年
一
一
月
二
一
日
、
本
校
を
会
場
に

県
内
の
高
校
教
諭
を
中
心
と
し
た
五
〇
名
あ
ま
り
の
参
加
を
得
て
、
公
開
授
業
、

授
業
研
究
会
、
研
究
発
表
な
ど
を
行
っ
た
。

こ
の
大
会
は
、
幼
小
中
高
の
各
校
種
が
、
統
一
テ
ー
マ
の
も
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

利
用
し
た
効
果
的
な
授
業
法
を
研
究
し
そ
の
成
果
を
発
表
す
る
大
会
で
、
二
年
に

―５６―



一
度
県
内
四
ブ
ロ
ッ
ク
も
ち
ま
わ
り
で
開
催
さ

れ
る
。
今
年
度
は
福
井
・
吉
田
ブ
ロ
ッ
ク
が
担

当
と
な
り
新
田
塚
幼
稚
園
、
森
田
小
学
校
、
足

羽
第
一
中
学
校
と
本
校
が
研
究
を
委
嘱
さ
れ
た
。

本
校
で
は
平
成
二
四
年
五
月
の
職
員
会
議
で
、

「
福
井
県
視
聴
覚
教
育
研
究
大
会
準
備
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
組
織
は
松
下
教
頭

を
委
員
長
に
、
図
書
部
、
情
報
委
員
会
代
表
、

各
教
科
・
学
科
主
任
か
ら
な
り
、
図
書
部
に
事

務
局
を
置
い
た
。

平
成
二
四
年
度
は
「
主
体
的
に
学
び
、
豊
か
に
生
き
る
力
を
育
む
視
聴
覚
教
育

の
あ
り
方
を
追
求
し
よ
う
」
と
い
う
大
会
テ
ー
マ
を
受
け
て
、
後
述
し
た
よ
う
に

本
校
の
研
究
主
題
、
主
題
設
定
の
理
由
、
研
究
方
針
、
研
究
計
画
な
ど
を
決
定
し
、

各
教
科
・
学
科
で
視
聴
覚
機
器
を
利
用
し
た
授
業
を
実
践
し
、
「
効
果
的
な
利
用

に
つ
い
て
研
究
す
る
」
と
い
う
目
標
で
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
一
五
の
実
践
が

報
告
さ
れ
た
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｃ
Ｄ
の
視
聴
か
ら
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
、
デ
ジ
カ
メ
の
利
用
に
よ
る

実
技
や
実
験
の
指
導
、Skype

に
よ
る
テ
レ
ビ
電
話
な
ど
の
様
々
な
機
器
・
ソ

フ
ト
を
利
用
し
た
取
り
組
み
が
実
践
さ
れ
、「
効
率
よ
く
ス
ム
ー
ズ
な
授
業
展
開
」、

「
時
代
背
景
や
思
想
の
理
解
に
役
立
つ
」、「
写
真
利
用
で
評
論
教
材
の
筆
者
の
論

が
自
分
と
関
わ
る
出
来
事
と
し
て
理
解
さ
れ
た
」、「
モ
ニ
タ
ー
で
確
認
す
る
こ
と

に
よ
り
問
題
点
を
共
有
で
き
る
」
と
い
う
よ
う
な
利
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、

「
衝
撃
の
強
い
実
験
（
屠
殺
な
ど
）
は
事
前
に
映
像
を
見
せ
る
こ
と
に
よ
り
少
し

緩
和
さ
れ
た
」
と
い
う
効
果
も
あ
っ
た
。
「
定
着
が
図
り
に
く
い
」
と
い
う
こ
と

は
よ
く
指
摘
さ
れ
る
が
、「
繰
り
返
し
視
聴
で
き
る
の
で
却
っ
て
定
着
し
や
す
い
」

と
い
う
成
果
も
得
ら
れ
た
。
一
方
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
制
限
さ
れ
る
た
め

生
徒
や
教
師
の
発
想
の
足
か
せ
と
な
る
と
い
う
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
全
般
的
に
は
視
聴
覚
機
器
の
効
用
は
認
め
つ
つ
も
、
準
備
に
時
間

が
か
か
る
、
不
便
な
環
境
（
本
校
で
は
ス
ク
リ
ー
ン
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
が
常
設

さ
れ
て
い
る
教
室
が
な
か
っ
た
）、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
し
に
く
さ
な
ど
が
使

用
を
躊
躇
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
て
お
り
、
機
器
・
設
備
な
ど
を
含
め
た
環
境
作
り

が
課
題
と
な
っ
た
。

二
五
年
度
は
、
昨
年
度
の
取
り
組
み
を
受
け
て
公
開
授
業
の
準
備
と
共
に
環
境

整
備
を
行
っ
た
。
公
開
授
業
は
身
近
な
機
器
を
共
通
に
使
っ
て
様
々
な
使
用
法
を

紹
介
す
る
と
い
う
意
図
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
共
通
に
用
い
た
公
開
授
業
を
計

画
し
た
。
実
践
の
結
果
、
動
画
や
写
真
を
容
易
に
利
用
で
き
、
理
解
を
深
め
ら
れ

る
と
い
う
効
果
が
あ
る
一
方
で
、
入
力
イ
メ
ー
ジ
と
画
像
の
ず
れ
が
見
ら
れ
る
こ

と
や
、
パ
ソ
コ
ン
と
の
使
い
分
け
な
ど
課
題
も
出
て
き
た
。
環
境
に
つ
い
て
は
こ

の
一
二
〇
周
年
学
校
記
念
事
業
と
し
て
、
視
聴
覚
室
、
同
窓
会
館
に
天
井
吊
り
下

げ
式
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
ス
ク
リ
ー
ン
を
設
置
し
、
更
に
同
窓
会
館
に
は
音
響
設

備
も
設
置
し
て
い
た
だ
い
た
。

大
会
当
日
は
、
二
年
生
産
流
通
科
で
松
田
隆
喜
教
諭
が
「
生
物
基
礎
」
を
、
二

年
生
物
生
産
科
で

嶋
田
宏
行
教
諭
が

「
植
物
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
」、三

年
環
境
工
学
科
で

吉
田
幸
人
教
諭
が

「
農
業
土
木
設

計
」
の
授
業
を
公

開
し
た
。
三
教
諭

と
もiP

ad

を
駆

―５７―



使
し
、
動
画
やK

eynote

な
ど
の
使
い
方
を
紹
介
し
た
。
こ
の
後
開
か
れ
た
授

業
研
究
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
とiP

ad

の
使
用
法
の
研
修
は
よ
く
あ
る
が
、

授
業
で
の
実
践
は
ま
だ
少
な
い
の
で
役
立
っ
た
と
か
、
刺
激
を
受
け
た
、
準
備
は

大
変
だ
が
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
と
い
う
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
成
功
の
う
ち
に
大

会
を
終
え
た
。

研
究
の
概
要

１

研
究
主
題

視
聴
覚
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、
学
習
や
研
究
へ
の
興
味
・
関
心
を
引
き
出
し
、

意
欲
を
高
め
る
た
め
の
効
果
的
な
視
聴
覚
機
器
の
利
用

２

主
題
設
定
の
理
由

生
徒
た
ち
は
幼
少
期
か
ら
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
接
し
、
自
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
情
報
を
入
手
す
る
技
術
を
習
得
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
生
徒
た
ち

に
は
視
覚
に
訴
え
る
授
業
は
学
習
へ
の
興
味
・
関
心
を
引
き
出
し
、
意
欲
を
高
め

る
の
に
有
効
な
指
導
方
法
で
あ
ろ
う
。

本
校
に
お
い
て
も
、
視
聴
覚
機
器
を
利
用
し
た
学
習
方
法
は
各
教
科
の
特
性
に

応
じ
て
展
開
し
て
き
た
。
特
に
農
業
高
校
で
あ
る
本
校
に
お
い
て
は
実
習
な
ど
の

体
験
的
な
学
習
で
の
事
前
指
導
や
補
充
と
し
て
、
ま
た
課
題
研
究
な
ど
の
問
題
解

決
学
習
に
お
け
る
調
べ
学
習
と
し
て
視
聴
覚
機
器
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た

が
、
そ
の
対
応
は
各
教
師
の
個
々
の
取
り
組
み
に
終
わ
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
今
回

の
大
会
を
契
機
と
し
て
従
来
の
活
用
方
法
を
全
体
で
共
有
す
る
と
と
も
に
、
よ
り

効
果
的
な
機
器
の
活
用
方
法
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
学
科
毎
に
整
備
・

利
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
視
聴
覚
教
材
や
機
器
に
つ
い
て
も
、
全
体
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
環
境
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
、
こ
の
主
題
を
決
定
し
た
。

３

研
究
方
針

�
す
べ
て
の
教
科
で
視
聴
覚
教
材
や
機
器
の
利
用
を
進
め
、
生
徒
の
興
味
・
関

心
を
引
き
出
し
、
意
欲
を
高
め
る
の
に
効
果
的
な
活
用
を
研
究
す
る
。

�
視
聴
覚
教
育
を
進
め
る
上
で
の
環
境
整
備
を
は
か
る
。

４

研
究
計
画

平
成
二
四
年
度

�
視
聴
覚
機
器
を
取
り
入
れ
た
授
業
実
践
に
つ
い
て
の
実
態
把
握
と
教
員
の

意
識
調
査
の
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。

�
各
教
科
・
学
科
で
視
聴
覚
機
器
を
利
用
し
た
授
業
を
実
践
し
、
効
果
的
な

利
用
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

�
公
開
授
業
者
を
選
考
す
る
。

�
各
教
科
・
学
科
・
校
務
部
等
で
所
有
し
て
い
る
視
聴
覚
機
器
の
一
覧
を
作

成
す
る
。

平
成
二
五
年
度

�
各
教
科
・
学
科
で
昨
年
度
の
実
践
と
研
究
を
引
き
続
き
推
進
す
る
。

�
一
学
期
公
開
授
業
期
間
に
、
公
開
授
業
予
定
者
が
機
器
を
利
用
し
た
授
業

を
実
践
し
、
研
究
大
会
で
の
機
器
の
利
用
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

�
研
究
大
会
に
向
け
て
日
程
、
役
割
等
の
検
討
を
す
る
。

５

平
成
二
四
・
二
五
年
度
の
取
り
組
み

教科

科目

単元

使
用
機
器

使
用
し
た
場
面
・
方
法

機
器
・
教
材
使
用
上
の

工
夫
改
善
に
関
す
る
意
見
・
感
想

国語

国語総合

評論「世界観の変貌」

内山節

パワーポイント
（パソコン、テレビ）

評
論
の
発
展
問
題
を
し
て
、

内
容
に
関
わ
る
資
料
と
写

真
を
提
示
し
、
自
分
の
考

え
を
持
た
せ
た
。

写
真
を
通
す
こ
と
で
、
筆
者
の

論
が
「
遠
い
お
話
」
で
は
な
く

自
分
に
関
わ
る
出
来
事
と
感
じ

さ
せ
る
の
に
有
効
で
あ
っ
た
。

国語

国語総合

漢文

「論語のことば」

ＤＶＤデッキ・
モニター

「
論
語
」の
学
習
の
ま
と
め

と
し
て
、
孔
子
の
生
涯
を

紹
介
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
作
品
を
視
聴
さ
せ
、
孔

子
の
思
想
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
一
助
と
し
た
。

映
像
を
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

作
品
の
時
代
背
景
や
思
想
な
ど

の
理
解
に
役
立
っ
た
。

―５８―



教科

科目

単元

使
用
機
器

使
用
し
た
場
面
・
方
法

機
器
・
教
材
使
用
上
の

工
夫
改
善
に
関
す
る
意
見
・
感
想

国語

現代文

「こころ」

パワーポイント
（パソコン、テレビ）

内
容
読
解
の
際
の
板
書
の

代
わ
り
と
し
て
利
用
し
た
。
通
常
よ
り
も
効
率
よ
く
授
業
が

行
え
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

資
料
の
配
付
に
よ
っ
て
見
通
し

が
立
ち
理
解
も
し
や
す
か
っ
た

と
思
う
。

地歴公民

地理歴史

世界的視野

からみた気候

i-padmini、アッ
プルＴＶ、プロジェ
クター、スクリーン

授
業
の
復
習
と
し
て
画
像

や
動
画
を
活
用
し
た
。

授
業
で
は
使
用
で
き
な
か
っ
た

画
像
や
動
画
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
生
徒
に
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ

を
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

地歴公民

現代社会

地方自治のしくみ

と住民生活

ＤＶＤプレーヤー

授
業
の
内
容
に
関
す
る
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
見
せ
、
授
業
の
深

ま
り
を
意
識
さ
せ
た
。

地
歴
・
公
民
科
と
し
て
の
学
習

目
標
を
到
達
で
き
る
よ
う
な
内

容
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
た
。

理科

生物Ⅰ

眼の構造

パソコン、
ＤＶＤプレーヤー、
プロジェクター

P
ow

er
point

を
使
っ
て

錯
視
の
映
像
を
紹
介
し
た

り
、
学
習
の
ま
と
め
に
使

用
。

映
像
を
実
際
に
見
せ
る
こ
と
で

印
象
に
残
る
授
業
に
な
る
よ
う

意
識
し
た
。
使
用
す
る
教
材
を

デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
で
、
効
率

よ
く
授
業
を
行
う
。

保健体育

体育

機械運動

（跳び箱）

デジタル
カメラ

跳
び
箱
の
技
の
練
習
時
に
、

演
技
を
撮
影
し
そ
れ
を
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
技
術

の
向
上
を
目
指
し
た
。

デ
ジ
カ
メ
の
画
面
で
は
、小
さ
く

見
に
く
い
の
で
、モ
ニ
タ
ー
等
に

映
し
て
見
る
と
、見
え
や
す
く
も

う
少
し
細
か
い
技
術
指
導
が
で
き
る
。

英語

英語Ⅰ

（Communication

Activity1）

パソコン・
プロジェクター

Skype

を
使
っ
て
Ａ
Ｌ
Ｔ

の
友
人
（
カ
ナ
ダ
）
と
会

話
す
る
。（
準
備
、
会
話

に
そ
れ
ぞ
れ
１
時
間
）

本
校
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
制
限
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多

く
あ
り
、
生
徒
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
発

想
を
生
か
し
切
れ
な
い
。

芸術

音楽Ⅰ

器楽アンサンブル

ＤＶＤプレーヤー・
モニター

プ
ロ
奏
者
の
演
奏
を
視
聴

さ
せ
楽
器
の
奏
法
や
表
現

法
を
工
夫
さ
せ
た
。

曲
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る

の
に
効
果
が
あ
っ
た
。
モ
ニ
タ

ー
が
も
う
少
し
大
き
い
と
全
員

が
細
か
い
奏
法
を
確
認
で
き
る
。

教科

科目

単元

使
用
機
器

使
用
し
た
場
面
・
方
法

機
器
・
教
材
使
用
上
の

工
夫
改
善
に
関
す
る
意
見
・
感
想

芸術

音楽Ⅰ

TEXT&MUSIC

ＤＶＤプレーヤー・
モニター

楽
曲
の
作
ら
れ
た
時
代
背

景
を
描
い
た
映
像
を
視
聴

さ
せ
、
作
者
の
思
い
を
探

ら
せ
た
。

曲
想
を
歌
詞
の
内
容
や
楽
曲
の

背
景
と
関
わ
ら
せ
て
感
じ
取
り
、

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た
表
現
の
工

夫
に
つ
な
が
っ
た
。

家庭

家庭総合

衣服の素材

テレビ・小型カメラ

被
服
分
野
の
繊
維
の
組
織

を
学
習
す
る
際
に
、
自
分

た
ち
の
身
に
つ
け
て
い
る

衣
類
の
組
織
を
そ
の
場
で

見
た
。
そ
の
際
、
小
型
カ

メ
ラ
を
モ
ニ
タ
ー
に
接
続

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ク

ラ
ス
全
員
で
そ
れ
ぞ
れ
の

組
織
を
確
認
し
た
。

自
分
自
身
の
身
に
つ
け
て
い
る

物
な
の
で
、
興
味
関
心
を
持
ち

や
す
か
っ
た
。
ま
た
肉
眼
で
も

見
え
る
範
囲
だ
が
、
そ
れ
を
モ

ニ
タ
ー
で
確
認
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
ク
ラ
ス
全
員
で
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
、
導

入
的
な
内
容
に
し
か
使
用
し
て

な
い
の
で
、
そ
の
後
の
授
業
内

容
に
も
使
用
で
き
る
工
夫
が
ほ

し
い
。

家庭

家庭総合

防災・防犯に備えた

住まい方

パワーポイント
（パソコン・テレビ）

地
震
や
火
災
な
ど
の
災
害

に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
る
場
面
で
、
そ

の
導
入
と
し
て
東
日
本
大

震
災
の
画
像
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
時
に
撮
影
し
た
も

の
）
を
見
せ
た
。

授
業
者
が
撮
影
し
た
被
災
地
の

様
子
を
解
説
し
た
の
で
、
真
剣

な
面
持
ち
で
画
像
を
見
て
い
た
。

写
真
を
拡
大
印
刷
し
使
用
す
る

よ
り
は
画
像
利
用
が
容
易
で
あ

っ
た
。

家庭

被服製作

小学生対象ミシン教室

パワーポイント
（パソコン・スクリーン）

ミ
シ
ン
の
名
称
や
操
作
を

知
ら
せ
る
場
面
で
、
学
校

の
ミ
シ
ン
画
像
を
用
い
て

説
明
し
た
り
、
事
前
に
と

っ
た
動
画
を
使
用
し
た
。

ミ
シ
ン
の
機
種
に
よ
っ
て
少
し

ず
つ
違
い
が
あ
る
点
（
ス
イ
ッ

チ
の
位
置
や
ダ
イ
ヤ
ル
類
）
や

使
用
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
説

明
で
き
た
。
動
画
を
見
る
こ
と

に
よ
り
、
実
習
の
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
た
。

―５９―



�

平
成
二
四
、
二
五
年
度

Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践

小
林

充

本
校
は
平
成
二
四
年
度
よ
り
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
校
と
し
て
活
動
を
取
り
組
む
こ
と

に
な
っ
た
。

二
五
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
学
習
指
導
要
領
に
新
聞
活
用
が
明
記
さ
れ
、
高
等

学
校
の
教
育
活
動
に
お
い
て
も
新
聞
を
取
り
入
れ
て
授
業
を
行
う
こ
と
が
今
後
は

多
く
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
情
勢
の
な
か
、
実
践
校
に
当
た
っ
た
こ
と
は
本
校
に
と

っ
て
大
変
有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

さ
て
、
私
は
平
成
二
四
年
七
月
三
〇
日
〜
三
一
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
「
第

一
七
回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
・
福
井
大
会
」
に
お
け
る
公
開
授
業
者
で
あ
っ
た
。
一

年
生
産
流
通
科
の
三
五
名
を
仁
愛
女
子
高
等
学
校
に
引
率
し
、
仁
愛
女
子
高
等
学

校
に
て
公
開
授
業
を
行
っ
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
本
校
は
実
践
校
と
な
っ
て
か

ら
の
日
が
浅
い
た
め
、
寄
稿
文
章
と
し
て
は
そ
の
公
開
授
業
資
料
（
全
国
大
会
に

お
け
る
冊
子
資
料
）
を
載
せ
て
お
き
た
い
。

＜

公
開
授
業＞

新
聞
を
活
用
し
た
課
題
探
究
学
習

〜
主
体
的
に
よ
り
よ
い
社
会
を
形
成
す
る
た
め
の
課
題
を
設
定
す
る
〜

福
井
県
立
福
井
農
林
高
等
学
校

教
諭

小

林

充

一

単
元
名

新
聞
を
活
用
し
た
課
題
探
究
学
習

〜
主
体
的
に
よ
り
よ
い
社
会
を
形
成
す
る
た
め
の
課
題
を
設
定
す
る
〜

教科

科目

単元

使
用
機
器

使
用
し
た
場
面
・
方
法

機
器
・
教
材
使
用
上
の

工
夫
改
善
に
関
す
る
意
見
・
感
想

農業

畜産

鶏の屠殺および解体

デジタルビデオ（プ
ロジェクター付き）

事
前
に
屠
殺
お
よ
び
解
体

の
作
業
を
ビ
デ
オ
で
撮
影

し
て
お
く
。
そ
の
後
、
実

習
に
お
い
て
、
場
面
ご
と

に
映
し
出
す
こ
と
で
生
徒

に
作
業
を
繰
り
返
し
見
せ
、

や
り
方
を
覚
え
さ
せ
る
。

屠
殺
は
精
神
的
に
強
い
ス
ト
レ
ス

を
受
け
る
が
、
事
前
に
映
像
を
見

せ
る
こ
と
で
、
少
し
緩
和
さ
れ
る

よ
う
に
感
じ
た
。
ま
た
、
映
像
で

残
す
こ
と
で
何
度
も
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
生
徒
の
学
習
の
定

着
も
促
さ
れ
た
。

農業

環境科学基礎

自然再生工事の進め方

パワーポイント（パソコン、
プロジェクター、スクリーン）

授
業
全
般
、
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
に
よ
る
授
業
を
展
開

し
た
。

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
授
業
は
、

事
前
に
教
材
を
準
備
し
て
お
く
こ

と
で
、
導
入
、
展
開
、
ま
と
め
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

今
回
の
単
元
は
教
科
書
に
載
っ
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
写
真
を
中
心

に
分
か
り
や
す
く
教
え
る
こ
と
を

意
識
し
て
授
業
を
行
っ
た
。

農業

農業情報処理

農業情報処理

パソコン・中間
モニター・マイク

練
習
問
題
の
解
説
に
教
師

用
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
、
そ

の
操
作
方
法
を
中
間
モ
ニ

タ
ー
に
映
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
で
処
理
の
結
果
は
見
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
関
数
の
入
力

方
法
な
ど
キ
ー
ボ
ー
ド
の
操
作
を

生
徒
に
し
め
せ
た
ら
さ
ら
に
よ
い

と
思
う
。

農業

農業情報処理

プレゼンテーション

ソフトウエアの活用

パソコン・液晶プロ
ジェクター、スク

リーン

新
聞
記
事
か
ら
の
プ
レ
ゼ

ン
四
枚
の
ス
ラ
イ
ド
作
成
、

発
表

新
聞
記
事
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、

現
状
・
分
析
・
今
後
の
課
題
と
い

う
三
段
構
成
で
の
プ
レ
ゼ
ン
作
成

を
指
示
し
た
。

―６０―



二

単
元
の
目
標
と
言
語
活
動

新
聞
か
ら
社
会
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
課
題
を
自
ら
設
定
し
、
そ
の
解
決
策

に
む
け
て
の
探
究
活
動
を
通
し
て
、
他
者
の
多
様
な
価
値
観
か
ら
そ
の
課
題
に
向

き
合
い
、
よ
り
よ
い
社
会
の
形
成
に
自
ら
参
画
し
て
い
け
る
資
質
や
能
力
を
育
成

す
る
。
こ
の
ク
ラ
ス
の
生
徒
は
、
日
頃
か
ら
あ
ま
り
新
聞
を
読
ん
で
お
ら
ず
、
身

の
回
り
の
こ
と
以
外
の
諸
課
題
に
つ
い
て
関
心
を
も
と
う
と
す
る
生
徒
は
少
な
い
。

そ
の
た
め
、
せ
ま
い
世
界
で
の
価
値
観
で
お
さ
ま
っ
て
い
る
生
徒
が
多
い
。
そ
こ

で
、
新
聞
を
活
用
す
る
学
習
を
通
し
て
、
新
聞
の
な
か
か
ら
自
ら
の
生
き
る
社
会

に
存
在
す
る
課
題
を
設
定
し
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を
通
し
て

順
位
づ
け
す
る
た
め
の
言
語
活
動
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
価
値
観
か
ら
よ

り
よ
い
社
会
を
形
成
す
る
た
め
の
資
質
を
育
成
し
て
い
く
。

三

教
材

福
井
新
聞
（
七
月
三
一
日
付
け
）

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

四

単
元
の
評
価
規
準

五

単
元
の
展
開

本
時
は
、
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
内
容
の
（
１
）
に
あ
た
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
代
社
会
に
お
け
る
諸
課
題
を
扱
う
中
で
、
社
会
の
在
り
方
を
考
察
す
る
基
盤
と

し
て
、
幸
福
、
正
義
、
公
正
な
ど
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
現
代
社
会

に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
い
か
に
生
き
る
か
を
主
体
的
に
考
察
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
自
覚
さ
せ
た
い
。

関
心
・
意
欲
・
態
度

思
考
・
判
断
・
表
現

資
料
活
用
の
技
能

知
識
・
理
解

新
聞
に
対
す
る
関

心
を
高
め
、
そ
れ
を

意
欲
的
に
追
究
し
、

よ
り
よ
い
社
会
に
お

け
る
人
間
と
し
て
の

在
り
方
・
生
き
方
に

つ
い
て
考
察
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

新
聞
か
ら
課
題
を
設
定

し
、
よ
り
よ
い
社
会
に
お

け
る
人
間
と
し
て
の
在
り

方
・
生
き
方
に
つ
い
て
幸

福
、
正
義
、
公
正
な
ど
を

用
い
て
多
面
的
・
多
角
的

に
考
察
し
、
社
会
の
変
化

や
様
々
な
立
場
、
考
え
方

を
踏
ま
え
公
正
に
判
断
し

て
、
そ
の
過
程
や
結
果
を

様
々
な
方
法
で
適
切
に
表

現
し
て
い
る
。

よ
り
よ
い
社
会
を

形
成
す
る
た
め
の
課

題
に
関
す
る
諸
資
料

を
様
々
な
メ
デ
ィ
ア

を
通
し
て
収
集
し
、

学
習
に
役
立
つ
情
報

を
適
切
に
選
択
し
て
、

効
果
的
に
活
用
し
て

い
る
。

よ
り
よ
い
社
会

を
形
成
す
る
た
め

の
課
題
に
つ
い
て

理
解
し
、
そ
の
知

識
を
身
に
つ
け
て

い
る
。

時

学

習

活

動

評

価

基

準

第一次

１

・
新
聞
か
ら
課
題
を
設
定
す
る
。

・
個
人
で
設
定
し
た
課
題
を
グ
ル
ー
プ

活
動
で
順
位
づ
け
す
る
。

・
グ
ル
ー
プ
討
議
の
結
果
を
発
表
す
る
。

・
新
聞
か
ら
、
よ
り
よ
い
社
会
に
む
け

て
の
課
題
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
。

・
グ
ル
ー
プ
活
動
に
お
い
て
、
自
ら
設

定
し
た
課
題
に
つ
い
て
、
根
拠
を
も

っ
た
説
明
が
で
き
て
い
る
。

・
グ
ル
ー
プ
活
動
で
は
、
他
人
の
価
値

観
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

第二次

２・３

・
各
グ
ル
ー
プ
が
発
表
し
た
課
題
の
中

か
ら
最
も
重
要
な
も
の
を
ク
ラ
ス
で

一
つ
選
択
し
、
そ
の
解
決
策
を
考
え

る
。

・
解
決
策
に
つ
い
て
、
個
人
で
順
位
づ

け
を
す
る
。

・
個
人
で
順
位
づ
け
し
た
資
料
を
も
と

に
、
グ
ル
ー
プ
で
最
も
適
し
た
解
決

策
の
順
位
づ
け
の
案
を
作
成
す
る
。

・
解
決
策
に
つ
い
て
、
法
律
や
道
徳
な

ど
様
々
な
視
点
や
立
場
か
ら
見
い
だ

そ
う
と
し
て
い
る
。

・
グ
ル
ー
プ
活
動
で
は
、
他
人
の
価
値

観
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

第三次

４

・
グ
ル
ー
プ
で
作
成
し
た
解
決
策
の
順

位
づ
け
案
を
発
表
す
る
。

・
グ
ル
ー
プ
が
め
ざ
す
よ
り
よ
い
社
会

と
は
ど
の
よ
う
な
社
会
か
を
明
確
に

述
べ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

・
他
の
グ
ル
ー
プ
の
発
表
を
聞
い
て
、

そ
の
価
値
観
を
認
め
合
い
な
が
ら
自

分
の
価
値
観
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
。

―６１―



六

本
時
の
展
開

�

本
時
の
目
標

自
分
で
新
聞
か
ら
課
題
を
設
定
し
、
異
な
る
多
様
な
価
値
観
に
理
解
を
示
し
な

が
ら
、
よ
り
よ
い
社
会
を
形
成
し
て
い
こ
う
と
す
る
資
質
を
育
成
す
る
。

�

本
時
の
指
導
・
評
価

課程

発
問

（
指

示
）

学
習
活
動
等

（
生
徒
に
よ
る
活
動
）

評
価
の
観
点

評
価
方
法
等

関
思
技
知

導 入

・
本
日
の
福
井
新

聞
の
ト
ッ
プ
記

事
は
何
か
？

・
本
日
の
福
井
新

聞
の
第
一
面
に

あ
っ
た
記
事
は

何
か
。

・
昨
日
を
ふ
り
返
り
、

何
が
福
井
新
聞
の
ト

ッ
プ
記
事
に
な
っ
て

い
る
か
、
ま
た
何
が

第
一
面
の
記
事
に
な

っ
て
い
る
か
を
考
え

て
発
表
す
る
。

◎

○

・
積
極
的
に
発

言
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

展 開

・
本
日
の
新
聞
か

ら
、
よ
り
よ
い

社
会
を
形
成
す

る
た
め
の
最
も

重
要
な
課
題
を

一
つ
設
定
し
な

さ
い
。

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

を
使
っ
て
、
課

題
を
設
定
し
な

さ
い
。

・
第
一
面
や
、
県
内
の

記
事
な
ど
様
々
な
記

事
か
ら
課
題
を
設
定

す
る
記
事
を
選
ぶ
。

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使

い
、
課
題
を
設
定
す

る
。

○
○
◎
○

・
多
面
的
・
多

角
的
な
視
点

か
ら
、
課
題

を
設
定
し
よ

う
と
し
て
い

る
。

展 開 ２

・
設
定
し
た
課
題

を
グ
ル
ー
プ
活

動
で
説
明
し
な

さ
い
。

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使

い
、
自
ら
が
設
定
し

た
課
題
を
説
明
す
る
。

・
グ
ル
ー
プ
活
動
で
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使

○
◎
○
○

・
設
定
し
た
課

題
に
つ
い
て
、

グ
ル
ー
プ
活

動
で
根
拠
を

も
っ
た
説
明

を
使
っ
て
、
設

定
し
た
課
題
を

グ
ル
ー
プ
の
な

か
で
順
位
づ
け

し
、
発
表
Ａ
と

発
表
Ｂ
を
作
成

し
な
さ
い
。

っ
て
、
メ
ン
バ
ー
が

設
定
し
た
課
題
を
順

位
づ
け
す
る
。

・
最
も
重
要
な
課
題
と
、

そ
の
課
題
の
解
決
に

よ
っ
て
め
ざ
せ
る

「
よ
り
よ
い
社
会
」

を
示
す
。

が
で
き
る
。

・
グ
ル
ー
プ
活

動
で
は
、
他

人
の
価
値
観

を
認
め
合
い

な
が
ら
、
活

動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

展 開 ３

・
グ
ル
ー
プ
で
考

え
た
最
も
重
要

な
課
題
と
、
め

ざ
そ
う
と
す
る

社
会
を
黒
板
に

提
示
し
な
さ
い
。

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使

っ
て
グ
ル
ー
プ
で
考

え
た
最
も
重
要
な
課

題
と
、
め
ざ
そ
う
と

す
る
社
会
の
二
点
を

黒
板
に
貼
る
。

○
◎
○
○

・
他
の
グ
ル
ー

プ
に
理
解
さ

れ
や
す
い
よ

う
な
表
現
の

工
夫
を
し
て

い
る
。

終 結

・
次
時
の
活
動
に

つ
い
て
考
え
な

さ
い
。

・
本
時
の
新
聞
で
各
グ

ル
ー
プ
が
提
示
し
た

課
題
の
な
か
で
、
最

も
重
要
だ
と
思
う
課

題
は
ど
れ
か
考
え
て

み
よ
う
。

◎
○

・
他
の
グ
ル
ー

プ
が
提
示
し

た
課
題
や
、

め
ざ
そ
う
と

す
る
社
会
に

つ
い
て
、
他

者
の
価
値
観

を
認
め
な
が

ら
、
自
ら
の

思
考
を
深
め

よ
う
と
し
て

い
る
。

・
次
時
の
活
動

に
つ
い
て
、

意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い

る
。
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七

単
元
の
振
り
返
り

本
単
元
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
う
え
で
、
以
下
の
二
点
に
つ
い
て
振
り
返
り
を

し
た
い
。

�
順
位
づ
け
の
活
動
に
つ
い
て

本
単
元
に
お
け
る
順
位
づ
け
は
、
ま
だ
ま
だ
生
徒
の
感
覚
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
順
位
づ
け
の
過
程
に
焦
点
を
あ
て
て
、
さ
ら
に
学
習

を
深
化
さ
せ
て
い
き
た
い
。
そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
価
値
基
準
で
順
位
づ
け
を
し

て
い
く
の
か
、
ま
た
、
価
値
基
準
の
尺
度
や
軸
が
異
な
れ
ば
順
位
づ
け
も
異
な
る
、

と
い
う
こ
と
を
思
考
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
価
値
基
準
の
尺
度
や

軸
を
理
解
し
獲
得
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
価
値
観
か
ら
よ
り
よ
い
社
会
を
形
成
す

る
た
め
の
資
質
を
さ
ら
に
育
成
し
て
い
き
た
い
。

�
課
題
設
定
に
つ
い
て

近
年
、
顕
在
化
し
た
課
題
に
対
す
る
問
題
解
決
能
力
と
い
う
学
び
は
よ
く
見
ら

れ
る
。
し
か
し
、
今
後
は
所
属
す
る
社
会
や
組
織
の
中
で
主
体
的
に
問
題
意
識
を

持
ち
、
何
が
課
題
な
の
か
を
自
ら
設
定
し
て
い
き
、
そ
の
設
定
し
た
課
題
の
解
決

に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
本
単
元
で
は
新
聞
を
活
用
し
て

そ
の
よ
う
な
課
題
を
設
定
す
る
こ
と
は
多
少

な
り
と
も
で
き
て
い
た
が
、
こ
の
学
習
活
動

に
お
い
て
も
ま
だ
ま
だ
生
徒
の
感
覚
に
よ
る

と
こ
ろ
が
見
ら
れ
た
。
今
後
は
、
生
徒
自
ら

が
設
定
し
た
課
題
を
よ
り
分
析
的
な
も
の
に

し
て
い
く
学
習
活
動
へ
と
試
み
た
い
。

最
後
に
、
今
回
の
公
開
授
業
が
大
成
功
し

た
こ
と
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
私
の
微
力
さ

を
一
年
生
産
流
通
科
の
生
徒
の
頑
張
り
が
取

り
返
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
授
業
準
備
の
お

手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
岡
田
玉
緒
先
生

を
は
じ
め
、
研
究
協
議
会
の
司
会
を
引
き
受

け
て
く
だ
さ
っ
た
浅
井
裕
美
子
先
生
、
記
録

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
田
原
康
治
先
生
、
生
徒

引
率
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
橋
本
靖
子
先
生
、

そ
し
て
公
開
授
業
準
備
の
た
め
に
ほ
と
ん
ど

校
内
の
仕
事
が
で
き
な
か
っ
た
私
を
支
え
て

下
さ
っ
た
福
井
農
林
高
校
の
多
く
の
先
生
方

に
感
謝
の
意
を
表
し
て
、
む
す
び
の
言
葉
と

し
た
い
。
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五

各
学
科
の
教
育

�

生
物
生
産
科

平
成
四
年
に
行
わ
れ
た
学
科
再
編
に
よ
り
農
業
生
産
・
経
営
に
関
す
る
学
科

と
し
て
新
し
く
生
物
生
産
科
が
生
ま
れ
た
。

本
学
科
で
は
一
貫
し
て
「
作
物
や
野
菜
な
ど
の
農
産
物
を
生
産
す
る
た
め
の
基

礎
的
な
知
識
と
技
術
を
習
得
さ
せ
、
時
代
の
進
展
に
対
応
で
き
る
農
業
技
術
者
を

目
指
し
、
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
能
力
と
態
度
を
育
て
る
」
を
上
位
目
標

に
掲
げ
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
特
に
、
近
年
は
下
位
の
目
標
と
し
て
「
福
井
県

の
農
業
を
支
え
る
担
い
手
の
育
成
」「
農
業
を
深
く
理
解
し
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と

な
り
う
る
人
材
の
育
成
」「
環
境
の
重
要
性
を
深
く
理
解
で
き
る
人
材
の
育
成
」
の

三
点
を
掲
げ
て
い
る
。

学
習
の
特
徴
と
し
て
は
、
農
産
物
の
生
産
を
体
験
的
に
学
び
、
時
代
の
進
展
に

幅
広
く
対
応
で
き
る
創
造
性
豊
か
な
思
考
力
と
実
践
力
を
持
っ
た
農
業
後
継
者
や

農
業
技
術
者
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一
学
年
で
は
農
業
に
関
す

る
基
礎
的
な
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、
二
、
三
学
年
で
は
稲
を
基
本
と
し
て
、

作
物
、
露
地
野
菜
な
ど
の
栽
培
技
術
や
畜
産
、

農
業
機
械
を
学
ぶ
「
農
業
コ
ー
ス
」
と
、
施
設

を
利
用
し
た
野
菜
、
草
花
、
果
樹
な
ど
の
栽
培

技
術
や
植
物
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
学
ぶ

「
園
芸
コ
ー
ス
」
を
設
け
て
、
よ
り
専
門
的
な

知
識
と
技
術
が
習
得
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
て

い
る
。
ま
た
、
専
門
的
な
知
識
の
充
実
の
た
め
、

平
成
二
一
年
か
ら
日
本
農
業
技
術
検
定
、
平
成

二
四
年
か
ら
は
土
壌
医
検
定
な
ど
農
業
専
門
資

格
を
取
り
入
れ
、
危
険
物
取
扱
者
や
ワ
ー
プ
ロ

卒業年度

農業
技術検定

土壌医
検定

毒物劇物
取扱者

危険物取扱者
ボイラー
取扱者

ワープロ実務検定
情報処理
技能検定

文書デザイン検定
ガス
溶接

２級 ３級 ３級 一般 甲種 乙種４類
乙種
４類外 丙種

２級
技師 小規模 １級 ２級 ３級 ４級 ２級 ３級 １級 ２級 ３級 ４級

平成１５年度 １ ６ １１ １４ ４ １ １１ ２５

平成１６年度 １ ４ １ １８ １ １１ ５ ２２ ２９

平成１７年度 １１ ２４ ２８ １ ２１ １ １７ ２７

平成１８年度 ３ ５ １７ １０ １ １２ ３２ ４ １ ２ ３

平成１９年度 ６ ３ ２３ ５ ３ １４ ３４ １

平成２０年度 ８ ２５ １８ ９ １ １８ ３４ ３

平成２１年度 ３ ２ ３ １１ ２ １ １５ ２４ １３

平成２２年度 １２ １ １ １ ８ ６ １ ２ １５ １ １１ １７ １

平成２３年度 ８ １ ６ ２０ ４ １３ ２ ２４ １３ ５

平成２４年度 １２ ２ ２ ９ ８ １０ １ ２７ １０ ９ １０ ９

資格取得一覧表
（人）
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検
定
な
ど
の
資
格
も
習
得
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

地
域
交
流
と
し
て
、
地
域
の
伝
統
野
菜
で
あ
る
新
保
ナ
ス
の
種
子
の
保
存
と
栽

培
研
究
も
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
五
年
ほ
ど
前
か
ら
福
井
市
（
清
水

町
旧
天
津
村
）
で
ご
く
わ
ず
か
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
「
神
力
」
と
い
う
酒
米
の
栽

培
・
採
種
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
「
神
力
」
を
使
用
し
て
旧
清
水
町
に
あ
る
西
岡

河
村
酒
造
に
お
い
て
清
酒
（
天
津
神
力
）
が
製
造
さ
れ
て
い
る
。
「
神
力
」
は
、

明
治
ご
ろ
よ
り
戦
前
ま
で
西
日
本
で
広
く
栽
培
さ
れ
て
い
た
米
で
、
一
世
を
風
靡

し
た
品
種
だ
が
現
在
栽
培
さ
れ
て
い
る
の
は
僅
か
で
あ
り
、
地
域
の
宝
と
し
て
残

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

今
後
も
、
地
域
の
農
業
高
校
と
し
て
、
校
外
で
の
体
験
や
校
内
で
の
実
験
・
実

習
時
間
の
確
保
と
充
実
を
目
指
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
現
場
に
て
生
徒
た
ち
が
多
く

の
体
験
が
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
。

�

環
境
工
学
科

平
成
四
年
度
の
学
科
再
編
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
環
境
工
学
科
は
、
水
・
土
・

里
豊
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
二
年
次
か
ら
環
境
緑
化
コ
ー
ス

と
環
境
土
木
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
学
習
を
展
開
し
て
い
る
。

１

環
境
工
学
科
に
お
け
る
特
色
あ
る
教
育
の
推
進

平
成
二
二
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
小
型
車
両
系
建
設
機
械
運
転
特
別
教
育
を

は
じ
め
、
ト
レ
ー
ス
技
能
検
定
、
ワ
ー
プ
ロ
実
務
検
定
、
造
園
技
能
検
定
、
ビ
オ

ト
ー
プ
計
画
管
理
士
な
ど
、
資
格
試
験
の
合
格
を
目
指
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

測
量
士
・
測
量
士
補
、
二
級
土
木
・
造
園
施
工
管
理
技
術
検
定
学
科
試
験
に
つ
い

て
は
、
朝
補
習
な
ど
徹
底
し
た
受
験
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
一
八

年
度
か
ら
二
〇
年
度
ま
で
文
部
科
学
省
か
ら
指
定
を
受
け
た
目
指
せ
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
研
究
開
発
の
継
続
と
し
て
、
本
校
第
二
農
場
に
お
い
て
、
電
気
柵
の
設
置
な

ど
安
心
で
安
全
な
作
業
環
境
を
提
供
し
、
野
生
生
物
と
の
共
生
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

２

農
業
ク
ラ
ブ
・
農
業
系
部
の
活
性
化

農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
の
農
業
鑑
定
競

技
会
の
農
業
土
木
と
林
業
に
参
加
す
る
生

徒
は
、
毎
年
の
よ
う
に
優
秀
賞
を
獲
得
し

て
い
る
。
ま
た
、
環
境
緑
化
部
は
、
来
客

者
の
目
に
付
き
や
す
い
校
内
の
庭
園
や
植

栽
の
管
理
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
平
成
一
八
年
に
第
八
回
日
本
水
大

賞
を
受
賞
し
た
環
境
土
木
部
は
、
農
業
水

路
へ
の
設
置
を
目
的
と
し
た
小
規
模
魚
道

の
開
発
に
よ
る
環
境
保
全
活
動
を
継
続
研

究
す
る
と
と
も
に
、
国
土
交
通
省
福
井
河
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川
国
道
事
務
所
が
毎
年
行
っ
て
い
る
九
頭
竜
川
水
生
生
物
を
指
標
と
す
る
水
質
調

査
に
参
加
す
る
な
ど
、
地
道
に
活
動
し
て
い
る
。

３

地
域
交
流
の
推
進

地
域
農
業
を
支
え
る
た
め
に
県
が
企
画
し
た
地
域
農
業
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
、
平

成
二
三
年
度
か
ら
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
水
と

緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
と
し
て
、
平
成
二
〇
年
度
か
ら
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
横
を

流
れ
る
芝
原
用
水
沿
い
の
桜
並
木
を
管
理
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

４

体
験
的
活
動
の
充
実

二
年
生
が
六
月
に
実
施
し
て
い
る
就
業
体
験
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
心
構

え
な
ど
の
事
前
指
導
を
行
い
、
就
業
体
験
後
に
一
年
生
の
前
で
報
告
会
を
催
し
、

最
後
に
報
告
書
を
作
成
し
て
い
る
。
演
習
林
実
習
は
、
一
年
生
（
演
習
林
の
除
伐

・
間
伐
・
施
肥
実
習
、
水
準
測
量
実
習
）
が
五
月
、
二
年
生
（
大
型
林
業
機
械
操

作
実
習
、
地
籍
測
量
実
習
）
が
一
〇
月
、
三
年
生
（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
演
習

林
の
除
伐
・
間
伐
実
習
、
総
合
路
線
測
量
実
習
）
が
一
一
月
に
、
奥
越
高
原
青
少

年
自
然
の
家
に
宿
泊
し
な
が
ら
二
泊
三
日
で
実
施
し
て
い
る
。

�

生
活
科
学
科

平
成
四
年
度
の
学
科
再
編
以
来
、
生
活
科
学
科
は
農
業
・
家
庭
・
福
祉
を
学
習

の
柱
と
し
、
生
産
か
ら
消
費
ま
で
を
総
合
的
に
捉
え
、
ま
た
広
く
社
会
の
か
か
わ

り
の
中
で
生
活
を
と
ら
え
、
豊
か
な
感
性
と
福
祉
の
心
を
育
て
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
き
た
。

主
な
学
習
内
容
は
、
農
業
関
係
の
授
業
で
は
、
稲
、
野
菜
、
果
実
、
ハ
ー
ブ
な

ど
作
物
や
野
菜
に
関
す
る
学
習
、
家
庭
科
関
係
で
は
食
物
、
被
服
、
保
育
に
関
す

る
学
習
、
福
祉
関
係
で
は
社
会
福
祉
基
礎
、
基
礎
介
護
、
社
会
福
祉
援
助
技
術
に

関
す
る
学
習
で
あ
る
。
課
題
研
究
は
こ
れ
ら
の
学
習
の
集
大
成
と
し
て
、
野
菜
、

草
花
、
食
物
、
被
服
、
福
祉
の
五
分
野
に
分
か
れ
て
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、

平成１４年度

平成１５年度

平成１６年度

平成１７年度

平成１８年度

平成１９年度

平成２０年度

平成２１年度

平成２２年度

平成２３年度

平成２４年度

測
量
士

１

２

測
量
士
補

４

７

１７

１２

１０

２

６

２

６

７

１１

２
級
土
木
施
工
管
理
技
術
検
定
学
科
試
験

１９

１７

１７

１６

５

４

６

９

４

４

６

２
級
造
園
施
工
管
理
技
術
検
定
学
科
試
験

６

１０

６

３

１

２

２

１

危
険
物
取
扱
者

乙
１

１

２

３

１

乙
２

４

１

１

乙
３

２

２

４

１

乙
４

４

３

２

１

乙
５

１

４

１

１

乙
６

１

３

２

１

丙
種

１

１

２

毒
物
劇
物
取
扱
者

１

２
級
ビ
オ
ト
ー
プ
計
画
管
理
士

１

ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

２

小
規
模
ボ
イ
ラ
ー
取
扱
者

１

４

小
型
車
両
系
建
設
機
械
運
転
特
別
教
育

１０

２０

２０

造
園
技
能
検
定

３
級

２

２

１

ト
レ
ー
ス
技
能
検
定

３
級

３７

３１

２３

１１

１

２２

１２

３０

１５

２４

４
級

３０

２７

３２

３１

２２

３１

２８

情
報
処
理
技
能
検
定

１
級

１

２
級

１

１

１

３
級

１

２９

３３

２４

２６

２８

全
商
ワ
ー
プ
ロ
実
務
検
定

１
級

１

１

２
級

１

２

２

１

４

２

１

３

１

３
級

１１

７

８

４

１３

１７

２０

２６

２６

２

２８

４
級

２７

６９

３１

２７

３１

３２

３０

２６

２２

２０

１７

文
書
デ
ザ
イ
ン
検
定

１
級

１

２２

２
級

１

３
級

３

１

４
級

１

２

１

秘
書
検
定

３
級

家
庭
科
技
術
検
定
食
物
調
理

３
級

８

１

４
級

１９

１

パ
ソ
コ
ン
ス
ピ
ー
ド
入
力
認
定

２
級

１

３
級

１

１

資格取得一覧表
（人）

※ ２級土木施工管理技術検定学科試験は、平成１７年度まで土木施工技術者試験
２級造園施工管理技術検定学科試験は、平成１７年度まで造園施工技術者試験
英語検定ならびに漢字検定の資格所得状況は除外
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平
成
一
九
年
度
よ
り
、
米
（
作
物
）、野
菜
、
草
花
の
三
分
野
に
な
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
は
、
平
成
一
〇
年
よ
り
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
へ
衣

類
を
送
る
活
動
を
続
け
て
い
る
。
平
成
二
二
年
度
末
に
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
、

新
学
期
の
子
ど
も
た
ち
へ
ス
ク
ー
ル
バ
ッ
ク
や
ズ
ッ
ク
袋
を
製
作
し
て
（
二
三
年

度

ス
ク
ー
ル
バ
ッ
ク
三
四
〇
個

二
四
年
度
ス
ク
ー
ル
バ
ッ
ク
及
び
ズ
ッ
ク
袋

各
一
三
六
個
）
送
っ
た
。
そ
の
他
に
も
、
啓
蒙
地
区
の
独
居
老
人
宅
へ
の
お
弁
当

サ
ー
ビ
ス
の
協
力
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
活
動
を
行
っ
た
。

平
成
一
七
年
度
よ
り
、
文
部
科
学
省
か
ら
指
定
を
う
け
た
「
目
指
せ
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
」
に
お
い
て
、
生
活
科
学
科
で
は
福
井
型
食
生
活
を
推
進
し
、
「
伝
統
野

菜
の
加
工
・
調
理
」
に
つ
い
て
の
研
究
活
動
を
担
っ
た
。
内
容
は
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ

・
梅
干
し
・
木
田
シ
ソ
な
ど
福
井
の
伝
統
野
菜
を
使
用
し
た
「
う
ら
ら
の
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
」
の
開
発
・
商
品
化
で
あ
る
。
（
財
）
学
校
給
食
会
、
㈱
フ
ク
醤
油
と
連

携
し
て
、
年
間
三
〇
〇
�
分
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
学
校
給
食
に
提
供
し
、
そ
れ
以

外
に
二
〇
〇
�
の
市
販
サ
イ
ズ
を
年
間
一
、
四
〇
〇
本
以
上
販
売
し
て
い
る
。（
平

成
二
〇
年
度
よ
り
本
格
的
に
販
売
開
始
）。
他
に
も
平
成
二
一
年
度
よ
り
学
校
産
、

福
井
県
産
の
野
菜
を
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
（
Ｆ
Ｄ
）
加
工
し
、
野
菜
ふ
り
か
け
「
ベ

ジ
か
け
」
を
商
品
化
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
�
学
校
給
食
会
、
㈱
駒
屋
と
連
携
し
て

行
っ
て
い
る
。
様
々
な
野
菜
八
〇
�
分
を
洗
浄
・
加
熱
加
工
し
、
越
前
町
に
あ
る

ふ
る
さ
と
加
工
場
に
て
Ｆ
Ｄ
す
る
ま
で
が
本
校
の
役
割
で
あ
る
。
一
回
の
加
工
で

一
六
、
〇
〇
〇
食
分
の
ふ
り
か
け
が
作
ら
れ
そ
の
中
の
一
四
、
〇
〇
〇
食
が
学
校

給
食
に
提
供
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
商
品
化
に
あ
た
り
、
本
校
の
家
庭
経

営
デ
ザ
イ
ン
室
を
食
品
加
工
室
と
し
、「
総
菜
」（
平
成
一
九
）「
菓
子
」（
平
成
一
九
）

「
漬
け
物
」（
平
成
二
一
）「
清
涼
飲
料
水
」（
平
成
二
三
）
の
営
業
許
可
を
取
得
し
た
。

ま
た
、
外
部
講
師
に
よ
る
講
習
会
を
多
く
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
プ
ロ
の
技
を

目
の
前
で
見
て
実
習
す
る
こ
と
は
大
い
に
刺
激
に
な
っ
て
い
る
。
別
表
に
講
師
一

覧
を
ま
と
め
た
。

ま
た
、
交
流
学
習
も
多
く
行
っ
て
い
る
。
前
述
し
た
「
目
指
せ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
」
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
四
〇
年
近
く
栽
培
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
地
元
の
伝
統
野
菜
新
保
ナ
ス
を
復
活
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
啓
蒙

地
区
の
有
志
で
つ
く
る
啓
蒙
壮
友
会
と
の
栽
培
交
流
が
始
ま
っ
た
。
新
保
ナ
ス
や

サ
ラ
ダ
ニ
ン
ジ
ン
の
栽
培
方
法
を
習
っ
た
り
、
そ
れ
ら
を
用
い
た
総
菜
・
菓
子
の

研
究
を
広
め
る
交
流
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
二
二
年
度
よ
り
課
題
研
究
発
表
会
に

招
き
、
助
言
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
啓
蒙
公
民
館
と
も
密
接
に
交
流

し
、
企
画
・
運
営
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
平
成
二
一
年
度
よ
り
小
学

生
対
象
の
料
理
教
室
の
講
師
を
担
当
し
、
平
成
二
三
年
度
に
は
啓
蒙
地
区
文
化
祭

に
初
め
て
出
店
し
、
活
動
紹
介
や
販
売
を
行
っ
た
。
他
に
も
新
保
地
区
の
フ
リ
ー

全国高等学校
家庭科技術検定

訪問介護員
養成認定

食物 被服
２級 ３級

１級 ２級 １級 ２級 ３級
１６年度 １３ ３３ ７ ３９ ２０ １３
１７年度 １０ ３８ １４ ３８ １０ ２８
１８年度 １１ ３８ ２４ ３８ ３ ３０
１９年度 ６ ３７ ３１ ３７ １４ ２３
２０年度 １１ ３１ ２６ ３１ ８
２１年度 ３ ２９ ３ ２７ ２９ ８
２２年度 ５ ３５ ２ ３２ ３５ ８
２３年度 ４ ３２ ０ ２８ ３２ ９
２４年度 ４ ３２ ０ ２３ ３６ ６

資格取得一覧表
（人）
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外部講師による講演会・実習

イタリア料理講習会（碇子泰徳氏）
福祉講座（コムサポート 吉田
知栄美氏）
お米の学習会（井上照美氏）
布のおもちゃ講習会（浦瀬由美子氏）
食育講座「骨密度検査」（松田芳子氏）
ホームヘルパー事前指導講演会
（木内茂美氏）
チョコレートのお菓子講習会
（谷間正晃氏）
ビジネスマナー講習会（花谷美智子氏）
テーブルマナー講習会（西野伸芳氏）

イタリア料理講習会（碇子泰徳氏）
福祉講座（山内敬一郎氏）
お米の学習会（井上照美氏）
布のおもちゃ講習会（浦瀬由美子氏）
食育講座「骨密度検査」（松田芳子氏）
ホームヘルパー事前指導講演会（横田治美氏）
ビジネスマナー講習会（花谷美智子氏）
テーブルマナー講習会（西野伸芳氏）

イタリア料理講習会（碇子泰徳氏）
梅の学習会（坊 善次氏）
魚をさばく講習会（魚商組合青年部）
食の出前講座（福井栄養士会）
布のおもちゃ講習会（浦瀬由美子氏）
食育講座「骨密度検査」（松田芳子氏）
ホームヘルパー事前指導講演会（木内茂美氏）
お米の学習会（井上照美氏）
ビジネスマナー講習会（加藤友美氏）
テーブルマナー講習会（西野伸芳氏）
浴衣着付け教室（今泉於佐美氏）

イタリア料理講習会（碇子泰徳氏）
魚をさばく講習会（魚商組合青年部）
布のおもちゃ講習会（浦瀬由美子氏）
食育講座「骨密度検査」（松田芳子氏）
お米の学習会（井上照美氏）
ビジネスマナー講習会（加藤友美氏）
テーブルマナー講習会（勝木雅彦氏）
アニマルセラピー講習会（大門由美子氏）
新保ナスについて講習会（野路武夫氏）
浴衣着付け教室（今泉於佐美氏）

イタリア料理講習会（碇子泰徳氏）
魚をさばく講習会（魚商組合青年部）
布のおもちゃ講習会（浦瀬由美子氏）
食育講座「骨密度検査」（松田芳子氏）
お米の学習会（井上照美氏）
ビジネスマナー講習会（加藤友美氏）
テーブルマナー講習会（勝木雅彦氏）
浴衣着付け教室（今泉於佐美氏）

各種コンクール

牛乳・乳製品利用料理コンクール
優秀賞 ３生 天谷 真衣

２生 尾崎麻利江

牛乳・乳製品利用料理コンクール
福井新聞社賞 ２生 米岡利夏

毎日農業記録賞 地区優良賞
３生 須美紀美江

福井ボランティア作文入賞１生
吉田優子
牛乳・乳製品利用料理コンクール

優良賞 ２生 梯 美菜
毎日農業記録賞 地区入賞

３生 阿部 渚
プレデンシャル活動報告

３生 阿部 渚

福井ボランティア作文入賞
１生 吉田優子

牛乳・乳製品利用料理コンクール
優良賞 １生 小寺里沙

毎日農業記録賞 地区優良賞
３生 太田 萌

ごはんＣＵＰ２００７審査特別賞
３生 円城明子、梯 美菜、須藤織栄

高校生による食生活改善研究活動
「Ｉ＆ＹＯＵ」栄養改善普及会会長賞
３生 伊藤夏希、岩永 渚、

田中美乃、辻本亜斐、
留木理衣、吉田夕貴

全国高校生食育王選手権大会６位入賞
３生 藤井絵理佳、丸木優里恵、舟岡 綾
牛乳・乳製品利用料理コンクール
優良賞 ２生 小寺里沙
毎日農業記録賞 地区優秀賞

３生 森岡麻衣
ごはんＣＵＰ２００８決勝大会出場
優良賞 ３生 荒川有希、

村居 綾、吉田優子、
酒井里奈、村上優真

審査委員特別賞
４生 田中明穂、清水沙織、

田中秀美、藤井絵理佳、
森岡麻衣

農業クラブ

意見発表 北信越大会出場
３生 天谷真衣

３生 尾崎麻利江 米国派遣農
業研修生として短期留学

年次大会プロジェクト発表
「スローライフの種を探して」

意見発表 年次大会
３生 阿部 渚

全国大会農業鑑定競技出場
３生 酒井かおる

全国大会農業鑑定競技出場
２生 前川あいこ

北信越大会 意見発表出場
３生 荒川有希

主な出来事

・福井豪雨のためインターンシ
ップの受け入れ先変更があった
・農文祭学科展示にて、プルタ
ブとベルマーク集めのボラン
ティア活動を紹介
・農文祭バザー売上金の一部を
中越地震義援金にあてた

・美山中学校の学校祭において、
浴衣の着付け教室実施（３生）
・啓蒙地区独居高齢者宅への食
事サービスボランティア参加
（月１回）開始
・インターンシップ期間を３日
間から５日間に延長
・ライオンズクラブ国際協力海
外派遣生として１ヶ月間スウ
ェーデン留学（３生 出口美咲）
・啓蒙小学校の５年生対象にミ
シン教室実施（３生）（以降毎
年開催）

・農文祭時に介助犬育成のため
の募金活動実施（課題研究福
祉班）
・二年次インターンシップ３日
間に変更
・啓蒙地区自治型デイサービス
に参加”

・総菜・菓子の営業許可取得
衛生責任者講習会に参加
・保育園にて食育教室開催
・啓蒙小学校と「新保ナス」の
栽培交流開始
・インターンシップを１１月に３
日間実施
・本年度より課題研究が農業３
分野（野菜・草花・米）にな
った

・「うららのドレシング」商品化
・啓蒙壮友会と栽培交流開始
・インターンシップを９月実施

平
成
一
六
年
度

平
成
一
七
年
度

平
成
一
八
年
度

平
成
一
九
年
度

平
成
二
〇
年
度

生活科学科のあゆみ‐１
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外部講師による講演会・実習

イタリア料理講習会（碇子泰徳氏）
梅の学習会（坊善次氏）
魚をさばく講習会（魚商組合青年部）
食育講座「骨密度検査」（松田芳子氏）
お米の学習会（井上照美氏）
ビジネスマナー講習会（加藤友美氏）
テーブルマナー講習会（勝木雅彦氏）
和裁教室（福井県職業能力開発協会）
障害者理解講座（西尾浩昭氏）
わらの利用講習会（井上祐介氏）
介護講座（内藤哲也氏）
浴衣着付け教室（今泉於佐美氏）
ホームヘルパー事前指導講演会
（福井市福祉公社）

イタリア料理講習会（碇子泰徳氏）
梅の学習会（坊善次氏）
魚をさばく講習会（魚商組合青年部）
地産地消料理の学習会（高志の
食サポーター）
ビジネスマナー講習会（加藤友美氏）
テーブルマナー講習会（勝木雅彦氏）
和裁教室(福井県職業能力開発協会）
味噌作り講習会（寺坂律子氏）
ひまわり油搾油講習会（西端利幸氏）
介護講座（内藤哲也氏）
浴衣着付け教室（今泉於佐美氏）
ホームヘルパー事前指導講演会
（福井市福祉公社）

イタリア料理講習会（碇子泰徳氏）
梅の学習会（坊善次氏）
魚をさばく講習会（魚商組合青年部）
お米料理学習会（高志の食サポ
ーター）
ビジネスマナー講習会（加藤友美氏）
テーブルマナー講習会（勝木雅彦氏）
和裁教室（福井県職業能力開発協会）
味噌作り講習会（寺坂律子氏）
ラッキョウ堀り講習会（坂本栄治氏）
介護講座（内藤哲也氏）
浴衣着付け教室（今泉於佐美氏）
ホームヘルパー事前指導講演会
（福井市福祉公社）
品質表示についての講習会（田
原雅典氏）

イタリア料理講習会（碇子泰徳氏）
梅の学習会（坊善次氏）
魚をさばく講習会（魚商組合青年部）
地産地消料理の学習会（高志の
食サポーター）
ビジネスマナー講習会（南伊津実氏）
テーブルマナー講習会（勝木雅彦氏）
和裁教室（福井県職業能力開発協会）
味噌作り講習会（寺坂律子氏）
お菓子講座（上出真子氏）
介護講座（内藤哲也氏）
浴衣着付け教室（今泉於佐美氏）
メニュー開発講座（出倉弘子氏）
認知症理解の講習会（野波比瑳子氏）

イタリア料理講習会（碇子泰徳氏）
梅の学習会（高橋氏）
魚をさばく講習会（魚商組合青年部）
地産地消料理の学習会（高志の
食サポーター）
ビジネスマナー講習会
和裁教室（福井県職業能力開発協会）
味噌作り講習会（寺坂律子氏）
お菓子講座（上出真子氏）
介護講座（内藤哲也氏）
浴衣着付け教室（今泉於佐美氏）

各種コンクール

牛乳・乳製品利用料理コンクール
ＮＨＫ福井局長賞 ２生 小餅谷萌
毎日農業記録賞 地区優良賞

３生 藤川奈巳
入賞 ３生 上岡加奈

福井県ボランティア作文
入賞 ３生 石川祥子

２生 三好恵里香
学校賞受賞

牛乳・乳製品利用料理コンクール
ＪＡ福井県経済連会長賞

３生 鎌野 佑里
毎日農業記録賞 地区優良賞

３生 熊谷 柚希
入賞 ３生 渡辺ほのか

福井県ボランティア作文 入賞
１生 内ノ宮愛真

全国高校生食育王選手権大会 ３位
３生 藤澤 泉、平泉麻希、

橋本佳奈
パパ弁コンテスト

３生 留木香里、小餅谷萌
福井スウィーツグランプリアイディア賞

２生 黒済優花、家根仁美、
吉川莉沙

牛乳・乳製品利用料理コンクール
優良賞 １生 伊藤こゆき

福井県ボランティア作文
入賞 １生 田中 瑞樹

全国高校生食育王選手権大会優秀賞
２生 西口ひかる、小倉百子、

上坂七海
福井スウィーツグランプリ アイディア賞
２生 大坂沙也香、藤田せいら、

秋山陽香

福井の美味しい食材料理コンクール
優秀賞（福井県農林水産部長賞）

２生 田中瑞樹
優良賞 １生 梯 知世

ボランティア作文入賞
優秀賞 １生 西野ほの香
入選 １生 松本 貴子

福井スウィーツグランプリ
優勝 １生 清水彩花、

佃 奈々、
藤澤涼子

福井の美味しい食材料理コンクール
優良賞 ２生 山内菜緒

農業クラブ

全国大会農業鑑定競技出場
３生 藤井麻緒

全国大会農業鑑定競技出場
３生 熊谷柚希

年次大会 意見発表
３生 熊谷柚希

全国大会農業鑑定競技出場
優秀賞 ２生 毛利なつみ

年次大会プロジェクト発表
北信越大会プロジェクト発表
「福農発 スローフードのコー
ディネーターを目指します」
意見発表 年次大会

３生 横田絢香
全国大会農業鑑定競技出場

３生 秋山陽香

全国大会農業鑑定競技出場
２生 篠�美果

主なできごと

つけもの製造の営業許可取得

「ベジかけ」商品化 １６０００食生産
課題研究発表会助言者 井上照美氏
・啓蒙公民館主催「小学生対象
料理教室」実施（以降毎年開催）
・福井保健所「衛生監視」実施

「ベジかけ」商品化 １６０００食生産
課題研究発表会助言者
・清涼飲料水の営業許可取得
・東日本大震災へスクールバッ
ク製作ボランティア実施（３４０
個作製）
・学校設定科目「食と農業」導入

職業高校充実のための取り組み
事業開始
・企業連携型地域産業担い手育
成事業
＊職業教育アドバイザー
（井上照美氏、宮崎幸枝氏）
＊高度技術者招聘事業（菓子、
味噌、魚、メニュー開発）
＊実践的長期企業実習（見谷
ナーセリー２名）
＊起業家育成プログラム（ふ
りかけ生産 年２回）

職業高校充実のための取り組み
事業開始
・企業連携型地域産業担い手育
成事業
＊職業教育アドバイザー
（舘一枝氏、宮崎幸枝氏）
＊高度技術者招聘事業（菓子、
味噌、魚、イタリア料理）
＊実践的長期企業実習（ＪＡ
福井市 ２名）

実践的農業教育強化事業開始
＊三里浜特産農協に校外実習（２生）
＊喜ね舎へ商品開発のための
実習（３生）

・インターンシップを７月特別
時間割時に実施

平
成
二
一
年
度

平
成
二
二
年
度

平
成
二
三
年
度

平
成
二
四
年
度

平
成
二
五
年
度

生活科学科のあゆみ‐２
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マ
ー
ケ
ッ
ト
「
新
保
ま
つ
り
」
に
も
出
店
し
た
。

福
祉
関
係
で
は
、
愛
全
園
に
て
福
祉
実
習
を
、
ひ
か
り
デ
イ
ホ
ー
ム
に
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
実
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
啓
蒙
保
育
園
、
東
藤
島
保
育
所
、

上
北
野
保
育
園
と
は
保
育
実
習
以
外
に
も
食
育
教
室
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

り
、
本
校
農
場
で
の
作
物
の
収
穫
や
加
工
な
ど
の
交
流
も
行
っ
て
い
る
。
盲
学
校

・
福
井
東
養
護
学
校
・
福
井
養
護
学
校
と
は
交
流
だ
け
で
な
く
農
文
祭
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

他
に
も
、
平
成
一
七
年
よ
り
啓
蒙
小
学
校
と
ミ
シ
ン
の
講
習
会
を
始
め
た
。
本

校
の
生
徒
が
講
師
と
な
っ
て
小
学
生
に
ミ
シ
ン
の
基
本
操
作
を
教
え
る
も
の
で
あ

る
が
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。

�

生
産
流
通
科

生
産
流
通
科
は
平
成
四
年
度
の
学
科
再
編
に
よ
り
誕
生
し
、
設
置
当
初
か
ら
一

貫
し
て
「
消
費
者
の
立
場
に
立
っ
た
農
産
物
生
産
の
学
習
」
と
「
流
通
お
よ
び
情

報
分
野
の
学
習
」
を
通
し
て
農
産
物
を
取
り
扱
う
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

教
育
課
程
に
は
、
生
産
か
ら
流
通
に
い
た
る
一
連
の
学
習
を
行
う
た
め
、
農
業

科
目
の
他
に
商
業
科
目
を
多
く
取
り
入
れ
、
実
践
教
育
を
通
し
て
専
門
学
習
を
深

め
る
こ
と
や
資
格
取
得
を
重
視
し
た
教
育
を
展
開
し
て
い
る
。

平
成
一
五
年
度
入
学
生
か
ら
は
、
農
作
物
の
生
産
だ
け
で
な
く
商
品
価
値
を
高

め
る
た
め
に
「
加
工
」
の
領
域
を
加
え
た
。
さ
ら
に
、
平
成
二
三
年
度
か
ら
は
三

年
生
に
お
い
て
学
校
設
定
科
目
「
食
と
農
業
」
を
導
入
し
、
文
部
科
学
省
か
ら
指

定
を
受
け
た
目
指
せ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
研
究
開
発
の
継
続
と
し
て
、
伝
統
野
菜
を

教
材
に
福
井
県
農
業
の
理
解
と
生
産
流
通
科
の
学
習
内
容
の
深
化
を
図
っ
て
い
る
。

１

実
践
教
育
を
通
し
て
の
専
門
教
育

専
門
科
目
で
習
得
し
た
知
識
の
実
践
の
場
と
し
て
平
成
一
〇
年
度
に
開
設
さ
れ

た「
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ト
」を
活
用
し
て
い
る
。

毎
回
の
「
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ト
」
の
運
営
に
つ
い
て
は
二
年
生
が
商
品
の
仕
入
れ
、

商
品
準
備
、
陳
列
を
担
当
し
、
三
年
生

が
接
客
、
販
売
、
会
計
を
行
っ
て
い
る
。

五
月
下
旬
か
ら
一
二
月
中
旬
に
か
け
、

火
曜
日
の
午
後
に
開
催
し
て
い
る
。
平

成
二
三
年
度
に
は
年
間
二
三
回
開
催
し
、

延
べ
一
、
二
五
五
人
の
地
元
の
方
々
に

来
店
し
て
い
た
だ
い
た
。な
お
、三
年
生
は

ふ
れ
あ
い
マ
ー
ト
で
の
接
客
・
販
売
を

実
践
す
る
前
に
、外
部
講
師
に
よ
る「
接

客
マ
ナ
ー
」
の
講
習
を
受
講
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
等
で
も
販
売

実
践
を
行
い
、
併
せ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

リ
サ
ー
チ
も
行
っ
て
い
る
。

２

資
格
取
得
を
取
り
入
れ
た
専
門
教
育

本
学
科
で
は
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
の
将
来
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
育
成
を
目
指
し

て
、
各
種
の
資
格
取
得
に
対
応
し
た
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
近
年
は
、
幅
広
い
技

能
習
得
を
目
指
し
て
新
た
な
資
格
を
導
入
し
、
学
年
進
行
に
伴
っ
て
上
級
合
格
を

目
指
せ
る
よ
う
に
教
育
内
容
を
組
み
立
て
て
い
る
。
ま
た
、
就
職
に
有
利
に
な
る

よ
う
業
界
で
の
評
価
の
高
い
資
格
取
得
に
も
力
を
入
れ
て
い
る（
表
参
照
）。

教
材
に
資
格
取
得
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
副
次
的
効
果
も

現
れ
て
い
る
。

授
業
に
対
す
る
目
標
設
定
が
で
き
、
受
験
結
果
か
ら
自
分
自
身
を
振
り
返
り
、
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自
分
の
能
力
や
経
験
、
価
値
観
が
把
握
で
き
る
。
ま
た
、
合
格
に
よ
っ
て
満
足
感

と
達
成
感
を
得
、
上
級
の
資
格
取
得
に
向
け
た
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
受
験
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
時
間
管
理
能
力
、
持
続
力
、
忍
耐

力
、
集
中
力
も
身
に
付
い
て
い
る
。

六

各
部
・
室
の
取
り
組
み

�

庶

務

部

１

地
域
・
保
護
者
と
の
連
携

ａ
グ
リ
ー
ン
メ
ー
ル
発
行

平
成
一
一
年
度
か
ら

発
行
さ
れ
て
い
る
グ
リ

ー
ン
メ
ー
ル
は
、
レ
イ

ア
ウ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
な
が
ら
毎
月
発
行

し
て
い
る
。
表
面
に
は

学
校
長
や
教
頭
の
巻
頭

言
、
各
部
か
ら
の
啓
発

記
事
、
保
護
者
か
ら
の

意
見
や
感
想
、
月
の
行

事
予
定
な
ど
を
、
裏
面

に
は
学
校
行
事
に
関
す

る
生
徒
の
活
動
や
部
活

動
大
会
結
果
な
ど
を
掲

載
し
て
き
た
。
学
校
・

生
徒
・
保
護
者
の
連
携

販売士
検定

秘書検定
簿記検定 ワープロ検定

文書デザイン検定 情報処理技能検定
パソコン
利用技術検定日商 全商 県商 全商

３級 ２級 ３級 ３級 ２級 ３級 ３級 １級 ２級 ３級 ４級 １級 ２級 ３級 ４級 １級 ２級 ３級 ４級 ２級 ３級

平成１５年度 ２ ２ ８ ２７ ３ ２３ ３８ ３４ ３

平成１６年度 １ １ ７ １４ １ １ １３ ２５ ２３ ５ ７

平成１７年度 １３ １ ７ １６ ７ ２ １６ ３４ ２８ ２ １７ １８ ６ ２３ ２ ３

平成１８年度 ９ １２ ２７ ４ ２２ ３０ ３５ １２ ２２ １６ ５ ２ １３ ２５ ６

平成１９年度 ７ １３ ３０ １ １４ ２５ ３０ １０ １６ ５ ２ １３ ２６ ５

平成２０年度 ４ １２ ２１ ３ ３０ ３０ ４ １ ２３ ６ １ ３３

平成２１年度 ４ ９ ２８ １ ２１ ２７ ３ ８ １３ ３０ ３０

平成２２年度 １ １７ ９ ２４ ７ ２７ ２６ １ １２ ５ ３３ ３３

平成２３年度 １ １３ ８ ２８ ７ ３２ ２４ ３ ２１ ２７ ３４

平成２４年度 ６ ８ １２ ３０ ９ ２９ ２６ ２２ １ ３０ ３０

資格取得一覧表
（人）

２００８年４月号２０１２年７月号
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を
深
め
る
情
報
誌
と
な
っ
て
い
る
。
生
徒
を
通
し
て
保
護
者
に
渡
す
こ
と
に
し

て
い
る
が
、
平
成
一
九
年
九
月
号
か
ら
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
よ
う

に
し
た
。

ｂ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
平
成
一
五
年
度
に
開
設
さ
れ
た
が
、
技
術
的
な
面
か
ら
次

の
更
新
ま
で
に
時
間
を
要
し
た
。
平
成
二
一
年
度
に
業
者
に
依
頼
し
て
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
行
っ
た
が
、
や
は
り
更
新
は
技
術
面
で
難
し
か
っ
た
。
平
成
二
三
年

度
よ
り
技
術
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
整
い
、
更
新
が
早
く
な
っ
た
。

ｃ
緊
急
メ
ー
ル
連
絡
網
開
設

平
成
二
三
年
度
一
学
期
の
試
行
期
間
を
経
て
、
九
月
か
ら
メ
ー
ル
連
絡
網
を

導
入
し
た
。
前
年
度
の
大
雪
に
よ
り
従
来
型
の
緊
急
連
絡
が
思
う
よ
う
に
届
か

ず
混
乱
し
た
こ
と
で
、
素
早
い
緊
急
連
絡
の
取
り
方
と
し
て
携
帯
電
話
に
よ
る

メ
ー
ル
連
絡
網
を
導
入
す
る
こ
と
に
し
た
。
未
登
録
者
に
は
保
護
者
会
で
呼
び

か
け
登
録
を
促
し
て
い
る
。

ｄ
学
校
案
内
作
成

学
校
案
内
は
そ
れ
ま
で
数
年
ご
と
に
作
成
し
て
き
た
が
、
平
成
一
七
年
度
か

ら
は
毎
年
作
成
す
る
こ
と
に
し
た
。
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
学
校
行
事
、

四
学
科
の
紹
介
、
農
業
ク
ラ
ブ
、
部
活
動
、
進
路
に
つ
い
て
で
あ
る
。
毎
年
、

文
や
写
真
の
更
新
を
行
っ
た
。
平
成
二
四
年
度
か
ら
は
教
育
課
程
表
も
掲
載
し

た
。

２

校
舎
・
校
具
の
保
全
活
動

管
理
委
員
会
を
中
心
に
校
舎
・
校
具
の
点
検
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
多
く
が

ス
イ
ッ
チ
の
押
し
込
み
に
対
す
る
修
繕
や
防
止
の
呼
び
か
け
で
あ
る
。

平
成
二
三
年
度
に
は
、
管
理
職
、
各
部
主
任
に
よ
る
校
舎
内
外
の
安
全
点
検

を
行
っ
た
。

３

防
火
防
災
活
動

年
度
は
じ
め
に
防
火
・
防
災
計
画
に
よ
り
防
火
管
理
組
織
を
整
備
し
、
ま
た

一
学
期
中
に
避
難
訓
練
を
行
い
、
万
が
一
に
備
え
て
い
る
。

平
成
一
六
年
度
、
前
年
度
同
様
の
大
規
模
な
消
防
訓
練
を
企
画
し
た
が
、
雨

天
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
。

平
成
二
四
年
度
、
啓
蒙
地
区
で
行
わ
れ
た
福
井
市
総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し

た
。
啓
蒙
地
区
の
生
徒
、
管
理
委
員
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
員
を
中
心
に
、
生
徒
二
四
名

（
男
子
八
名
、
女
子
一
六
名
）
が
参
加
し
た
。
避
難
訓
練
、
応
急
手
当
訓
練
、

救
助
・
救
出
訓
練
な
ど
を
行
っ
た
。

教
職
員
対
象
の
防
火
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
六
年
度
に
救
助
袋
体

験
、
初
期
消
火
、
緊
急
通
報
の
訓
練
を
校
務
分
掌
単
位
で
取
り
組
ん
だ
。
平
成

二
一
年
度
は
、
職
員
対
象
の
防
火
防
災
研
修
（
緊
急
通
報
、
水
防
訓
練
）
を
行

っ
た
。
平
成
二
四
年
度
も
、
防
火
防
災
研
修
（
緊
急
通
報
、
水
防
訓
練
）
を
行

っ
た
。

�

教

務

部

戦
後
七
度
目
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
は
、
教
育
内
容
を
厳
選
し
、
「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
の
新
設
、
基
礎
・
基
本
を
確
実
に
身
に
付
け
さ
せ
、
自
ら
学
び
自

ら
考
え
る
力
な
ど
の
「
生
き
る
力
」
の
育
成
を
テ
ー
マ
に
し
た
。
そ
れ
を
受
け
、

高
等
学
校
の
学
習
指
導
要
領
が
一
九
九
九
年
（
平
成
一
一
年
）
に
告
示
さ
れ
、
二

〇
〇
三
年
（
平
成
一
五
年
）
度
の
第
一
学
年
か
ら
学
年
進
行
で
実
施
さ
れ
た
。
こ

の
改
訂
に
よ
り
、
二
学
期
制
、
中
高
一
貫
教
育
の
導
入
、
学
校
完
全
週
五
日
制
実

施
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
が
新
設
さ
れ
、
さ
ら
に
、
ク
ラ
ブ
活
動
が
削
除
さ
れ

た
。
今
回
の
改
定
は
、
学
習
内
容
の
大
幅
な
削
減
が
行
わ
れ
、
「
ゆ
と
り
教
育
」

の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
は
ゆ
と
り
教
育
か
ら
、
ゆ
と
り
で
も
な

く
詰
め
込
み
で
も
な
く
、
知
識
、
道
徳
、
体
力
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
「
生
き
る
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力
」
を
育
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
基
礎
的
な
知
識
や
技
能
の
習
得
と
思
考
力
、

判
断
力
、
表
現
力
を
育
て
る
こ
と
を
強
調
し
た
生
き
る
力
の
育
成
を
実
現
す
る
こ

と
と
し
た
「
脱
ゆ
と
り
教
育
」
と
な
っ
て
い
る
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
新
設
と
学
校
完
全
週
五
日
制
実
施
に
よ
る
「
ゆ
と
り

教
育
」
で
危
惧
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
し
て
、
学
力
の
低
下
、
学
習
意
欲
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
て
い
た
。
普
通
科
高
校
で
は
、
平
日
以
外
に
も
土
曜
課
外
の
実
施
、
授

業
確
保
の
た
め
二
学
期
の
始
業
式
を
早
め
る
な
ど
各
校
で
授
業
・
学
習
対
策
を
講

じ
た
が
、
こ
れ
と
い
っ
た
対
策
は
な
い
の
が
現
状
で
あ
っ
た
。
平
成
二
四
年
度
の

県
立
高
校
に
お
け
る
授
業
・
学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
も
、
本
校
に
お
い
て
は
自

ら
学
ぶ
姿
勢
が
低
く
、
学
校
以
外
の
家
庭
に
お
け
る
学
習
は
ほ
と
ん
ど
な
い
生
徒

が
多
い
な
ど
、
学
習
時
間
の
減
少
と
学
習
意
欲
の
低
下
が
大
き
く
現
れ
、
定
期
考

査
に
も
影
響
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
の
経
済
の
状
況
と
比
例
し
就
職

難
の
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
求
め
ら
れ
る
人
材
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

と
と
も
に
基
礎
学
力
は
大
き
く
問
わ
れ
る
。
本
校
に
お
い
て
も
、
各
学
年
に
お
い

て
基
礎
学
力
の
向
上
を
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
努
力
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
本

校
生
徒
は
希
望
を
も
っ
て
努
力
す
れ
ば
自
分
の
夢
は
実
現
で
き
る
と
思
っ
て
い
る

生
徒
が
多
く
い
る
、
つ
ま
り
努
力
を
す
る
こ
と
に
よ
り
道
が
開
け
る
と
い
う
考
え

を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
重
要
で
あ
る
。

教
務
部
と
し
て
は
、
毎
年
学
習
意
欲
の
向
上
を
重
点
的
取
り
組
み
と
し
て
い
る
。

そ
の
一
つ
に
、
修
得
不
認
定
科
目
（
欠
点
科
目
）
減
少
の
取
り
組
み
が
あ
る
。
生

徒
の
中
に
は
、
欠
点
を
多
く
持
ち
進
級
お
よ
び
卒
業
に
困
っ
て
い
る
現
実
が
あ
る
。

三
年
生
ま
で
持
ち
越
す
生
徒
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
追
認
考
査

八
月
実
施
導
入
（
平
成
一
七
年
六
月
二
九
日
改
正
）。進
級
の
認
定
お
よ
び
原
級
留

置
に
関
す
る
規
定
で
は
、
二
年
生
か
ら
三
年
生
の
進
級
で
は
、
一
年
時
の
修
得
不

認
定
科
目
は
関
係
な
く
「
当
該
学
年
の
修
得
不
認
定
科
目
三
科
目
以
内
」
で
進
級

で
あ
っ
た
が
、
「
当
該
学
年
を
含
む
修
得
不
認
定
科
目
が
三
科
目
以
内
の
者
と
す

る
」
と
い
う
内
規
の
改
訂
（
平
成
一
九
年
六
月
一
九
日
改
正
）
を
行
い
、
修
得
不

認
定
科
目
解
消
に
取
り
組
む
意
欲
の
向
上
と
努
力
を
図
っ
た
。

こ
こ
数
年
、
生
徒
の
多
様
化
が
進
み
、
い
ろ
い
ろ
な
支
援
を
必
要
と
す
る
生
徒

も
入
学
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
治
療
を
要
す
る
生
徒
に
は
、
欠
課
や
欠
席
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
。
本
校
の
規
定
に
は
、
履
修
・
修
得
に
関
す
る
規
定
で
は
、

特
別
な
理
由
の
な
い
限
り
、
年
間
出
席
す
べ
き
時
数
の
五
分
の
四
以
上
の
出
席
が

必
要
で
あ
る
。
特
別
な
理
由
で
欠
席
し
た
場
合
で
も
三
分
の
二
以
上
の
出
席
が
必

要
で
あ
る
。
そ
こ
で
特
別
な
理
由
で
欠
席
・
欠
課
が
三
分
の
一
を
越
え
そ
う
な
生

徒
に
対
し
て
の
認
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
「
特
別
認
定
対
策
委
員
会
」
が
つ
く
ら

れ
た
。
（
平
成
二
二
年
四
月
一
日
）
こ
れ
に
よ
り
、
早
く
か
ら
生
徒
の
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
適
切
な
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

考
査
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
も
教
室
内
の
環
境
整
備
、
教
科

書
の
持
ち
帰
り
、
家
庭
学
習
の
指
導
や
考
査
に
対
し
て
の
取
り
組
み
と
指
導
項
目

を
あ
げ
指
導
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
い
っ
て
大
き
な
成
果
が
見
ら
れ
な
い
の

が
現
実
で
あ
る
。
特
に
考
査
期
間
の
取
り
組
み
も
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
ば
ら
ば
ら
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
傾
向
と
し
て
考
査
に
対
し
て
の
真
摯
な
受
験
態
度
が
見
ら
れ
な

い
生
徒
も
見
受
け
ら
れ
る
現
状
で
あ
っ
た
。
基
礎
学
力
や
学
習
に
対
し
て
の
意
欲

向
上
の
基
本
と
し
て
、
考
査
に
対
し
て
努
力
す
る
、
計
画
的
な
学
習
を
立
て
、
安

易
に
欠
席
を
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
の
対
応
と
し
て
、
平
成
二
〇
年
二

学
期
考
査
一
週
間
前
よ
り
清
掃
終
了
後
Ｓ
Ｔ
を
含
む
午
後
四
時
ま
で
の
四
〇
分
間
、

全
ク
ラ
ス
で
学
習
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
本
校
生
の
中
に
は
取
り
組
み
や

集
中
力
の
悪
い
生
徒
が
い
る
が
、
以
前
に
比
べ
考
査
を
大
切
に
し
っ
か
り
と
取
り

組
む
傾
向
が
見
ら
れ
、
考
査
の
安
易
な
欠
席
も
減
少
し
た
。

基
礎
学
力
の
向
上
に
は
、
自
ら
の
学
習
へ
の
取
り
組
み
が
大
切
で
あ
る
。
学
習

意
欲
の
喚
起
は
、
生
徒
一
人
一
人
に
「
魅
力
あ
る
授
業
」
や
「
分
か
る
授
業
」
を

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
学
習
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
基
礎
学
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力
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
は
教
え
る
教
師
の
指
導
力
向
上
が
必
要

で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
平
成
二
三
年
度
よ
り
、
全
教
員
が
授
業
公
開
を
実

施
し
、お
互
い
に
情
報
交
換
、協
議
を
行
い
授
業
の
現
状
や
改
善
の
方
向
に
つ
い
て

認
識
を
共
有
し
、
個
々
の
教
員
の
指
導
力
向
上
を
目
指
し
て
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
。

社
会
、
経
済
、
産
業
構
造
の
急
激
な
転
換
に
よ
り
、
今
後
社
会
か
ら
求
め
ら
れ

る
新
し
い
学
力
、
教
育
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
か
と
思
わ
れ
る
が
、
教
え
る
教

師
側
が
根
気
強
く
、
丁
寧
に
、
毎
日
の
授
業
を
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
教
え
る
力
の
向
上
が
教
育
力
向
上
の
原
動
力
と
な
る
か
と
思
わ
れ
る
。

�

生
徒
指
導
部

生
徒
指
導
は
、
教
育
課
程
の
内
外
に
お
い
て
一
人
一
人
の
生
徒
の
健
全
な
成
長

を
促
し
、
生
徒
自
ら
が
現
在
及
び
将
来
に
お
け
る
自
己
実
現
を
図
っ
て
い
く
た
め

の
自
己
指
導
能
力
の
育
成
を
目
指
し
て
お
り
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て

行
わ
れ
て
い
る
。

生
徒
指
導
部
の
主
管
す
る
分
野
は
訓
育
的
な
内
容
が
中
心
と
な
る
。
ル
ー
ル
を

守
ろ
う
と
す
る
「
規
範
意
識
」
の
醸
成
、
風
紀
・
容
儀
な
ど
「
基
本
的
生
活
習
慣
」

の
確
立
、集
団
生
活
を
ス
ム
ー
ズ
に
送
れ
る
能
力
を
育
て
る「
モ
ラ
ル
・
マ
ナ
ー
」

の
指
導
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
自
己
存
在
感
を
高
め
、
自
己
決
定
す
る
こ

と
を
経
験
し
、
相
互
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
友
達
と
の
共
感
的
人
間
関
係
を
育
て

る
「
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
」「
生
徒
会
」「
部
活
動
」
の
指
導
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

生
徒
指
導
部
で
は
、
『
規
律
の
正
し
い
学
校
』『
生
徒
と
教
師
、
生
徒
間
に
触
れ

合
い
の
あ
る
学
校
』『
職
員
間
に
意
思
疎
通
の
あ
る
学
校
』
を
目
指
し
、
『
落
ち
着

き
の
あ
る
学
校
』
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

１

指
導
の
柱

ａ
指
導
方
針
の
共
通
理
解

毎
年
四
月
の
職
員
会
議
で
「
生
徒
指
導
方
針
」
と
、
そ
れ
を
実
行
す
る
た
め
の

手
段
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
職
員
の
共
通
認
識
の
下
に
組
織
的
・
体
系
的

に
生
徒
指
導
が
で
き
る
体
制
作
り
に
努
め
て
い
る
。
生
活
習
慣
を
確
立
さ
せ
る
た

め
の
基
本
方
針
、
さ
ら
に
、
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
事
項
と
違
反
し
た
場
合

の
処
置
に
つ
い
て
具
体
的
に
確
認
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
教
員
も
生
徒
に

対
し
て
同
じ
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
教
員
が
同
じ
姿
勢
で
生
徒
と
向

き
合
う
こ
と
は
生
徒
間
に
不
公
平
感
を
生
ま
ず
、
教
員
が
不
正
や
反
社
会
的
行
動

に
対
し
て
毅
然
と
し
た
態
度
で
臨
む
こ
と
が
教
員
と
生
徒
と
の
良
好
な
人
間
関
係

を
形
成
す
る
と
考
え
る
。

組
織
的
に
生
徒
指
導
に
当
た
る
こ
と
で
教
員
と
生
徒
間
に
よ
い
人
間
関
係
が
で

き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
効
果
的
な
生
徒
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
正
の
ス

パ
イ
ラ
ル
効
果
が
期
待
で
き
る
。

ｂ
集
団
生
活
の
中
で
優
し
さ
と
厳
し
さ
を
伝
え
る

集
団
で
の
活
動
や
生
活
に
お
け
る
生
徒
相
互
の
人
間
関
係
の
在
り
方
は
、
生
徒

の
健
全
な
成
長
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
生
徒
一
人
一
人
が
存
在
感
を
も
ち
、

共
感
的
な
人
間
関
係
を
育
み
、
自
己
決
定
の
場
を
豊
か
に
持
ち
、
自
己
実
現
を
図

っ
て
い
け
る
望
ま
し
い
人
間
関
係
づ
く
り
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

本
校
で
は
「
学
校
行
事
で
生
徒
を
育
て
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
体
育
祭
、
農
文

祭
で
は
実
施
数
ヶ
月
前
か
ら
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
生
徒
自
ら
が
計
画
し
、

実
施
す
る
と
い
う
生
徒
主
体
の
学
校
行
事
を
心
が
け
て
い
る
。

行
事
に
向
け
て
、
教
員
と
生
徒
、
生
徒
同
士
の
人
間
的
な
触
れ
合
い
を
深
め
た

り
、
行
事
成
功
に
よ
り
充
実
感
・
達
成
感
を
味
わ
う
機
会
と
な
る
。
ま
た
、
そ
の

結
果
が
不
本
意
な
も
の
に
な
っ
て
も
真
摯
に
受
け
止
め
る
こ
と
、
自
ら
の
選
択
や

決
定
に
従
っ
て
努
力
す
る
こ
と
な
ど
を
学
ぶ
機
会
と
も
な
る
。
さ
ら
に
、
自
分
の

欲
求
や
要
求
を
実
現
す
る
だ
け
で
な
く
、
集
団
や
社
会
の
一
員
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
く
こ
と
で
自
己
実
現
を
可
能
に
す
る
力
が
育
ま
れ
て
い
く
。
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ｃ
問
題
行
動
へ
の
予
防
・
初
期
対
応

生
徒
の
問
題
行
動
は
校
則
の
理
解
不
足
か
ら
起
こ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
違
反
し
た
場
合
の
指
導
内
容
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に

教
員
の
指
導
に
従
わ
な
い
生
徒
が
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
平
成
二
三
年
度
か
ら
生
徒
が
違
反
し
や
す
い
項
目
に
つ
い
て
校
則
の

確
認
と
違
反
し
た
場
合
の
指
導
事
項
を
具
体
的
に
表
記
し
た
「
生
徒
指
導
基
準
の

確
認
」
を
教
室
掲
示
し
て
い
る
。

こ
の
掲
示
に
よ
っ
て
、
違
反
し
た
場
合
も
素
直
に
聞
き
入
れ
、
行
動
を
正
す
生

徒
が
増
え
て
き
た
。
ま
た
、
事
前
に
違
反
し
た
場
合
の
指
導
内
容
を
具
体
的
に
周

知
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
違
反
行
為
の
予
防
に
も
な
っ
て
い
る
。

２

時
代
に
対
応
し
た
指
導

生
徒
指
導
は
、
「
不
易
流
行
」
を
理
念
と
し
て
指
導
に
当
た
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
時
代
に
対
応
し
て
指
導
方
針
・
内
容
を
変
更
し
た
事
例
と
し
て
携
帯
電
話

指
導
を
紹
介
し
た
い
。

近
年
の
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
暴
力
や
性
、
自
殺
な
ど
の
違
法
・
有
害
情
報
に
触

れ
る
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

本
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
原
則
的
に
携
帯
電
話
の
持
ち
込
み
を
禁
止
し
て
き
た
。

し
か
し
、
保
護
者
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
持
ち
込
み
を
許
す
措
置
を
執
っ
て
い
た

の
で
、
現
実
に
は
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
携
帯
電
話
を
持
ち
込
ん
で
い
た
。
そ
の
た

め
校
内
で
使
用
す
る
な
ど
の
違
反
者
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
平
成
二
二
年
度
か
ら
携
帯
電
話
の
持
ち
込
み
を
禁
止
す
る
指
導
で
は

な
く
、
持
ち
込
み
を
許
す
代
わ
り
に
規
則
を
明
確
に
し
て
そ
れ
を
守
ら
せ
る
指
導

に
方
針
変
更
を
図
る
こ
と
に
し
た
。

昨
今
、
他
人
の
迷
惑
を
顧
み
な
い
自
己
中
心
的
な
言
動
や
、
ル
ー
ル
を
平
気
で

破
る
な
ど
、
若
者
の
規
範
意
識
の
低
下
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
生

徒
の
興
味
関
心
の
高
い
携
帯
電
話
を
切
り
口
に
「
規
則
・
マ
ナ
ー
の
遵
守
」
さ
ら

に
は
「
規
範
意
識
の
醸
成
」
に
繋
げ
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

新
ル
ー
ル
は
、
生
徒
・
保
護
者
に
規
則
と
違
反
行
為
に
対
す
る
指
導
基
準
を
示

し
、
規
則
を
守
る
と
確
約
で
き
る
生
徒
の
み
が
保
護
者
記
入
の
「
携
帯
電
話
所
持

願
い
」
を
提
出
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

申
請
数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、
規
則
違
反
に
よ
り
指
導
を
受
け
る
生
徒
は

徐
々
に
減
少
し
て
い
る
。
規
則
が
浸
透
す
る
と
同
時
に
規
則
を
守
ろ
う
と
す
る
気

持
ち
が
育
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
平
成
二
四

年
度
の
学
年
末
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
約
九
割
の
保
護
者
が
「
ル
ー
ル
を
守
ろ

う
と
す
る
姿
勢
が
育
っ
た
」、ま
た
、
約
九
割
の
生
徒
が
「
ル
ー
ル
を
守
っ
て
生
活

で
き
た
」
と
回
答
し
、
三
年
連
続
で
上
昇
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
伺
え
る
。

生
徒
指
導
部
で
は
今
後
も
す
べ
て
の
生
徒
の
人
格
の
よ
り
よ
い
発
達
を
目
指
す

と
と
も
に
、
学
校
生
活
が
す
べ
て
の
生
徒
に
と
っ
て
有
意
義
で
興
味
深
く
、
充
実

し
た
も
の
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
指
導
を
続
け
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

�

実

習

部

実
習
部
は
、
特
色
あ
る
農
業
教
育
の
推
進
を
目
標
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
具

体
的
に
は
①
課
題
研
究
や
資
格
取
得
を
通
し
て
、
学
科
の
特
色
を
生
か
し
た
実
験

実
習
の
充
実
を
図
る
。
②
地
域
・
産
業
界
と
の
交
流
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
地

域
連
携
を
深
め
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
本
校
は
平
成
四
年
の

学
科
改
編
に
よ
り
生
物
生
産
科
、
環
境
工
学
科
、
生
活
科
学
科
、
生
産
流
通
科
の

四
学
科
に
改
編
さ
れ
た
。
各
学
科
が
特
徴
あ
る
実
験
実
習
に
よ
り
、
自
営
者
や
学

科
関
連
産
業
の
技
術
者
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
一
〇
年
間
に
お
け
る
話

題
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

１

文
部
科
学
省
指
定
「
目
指
せ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
事
業
」

平
成
一
八
年
か
ら
二
〇
年
ま
で
の
三
ヶ
年
に
わ
た
り
、
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
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行
う
専
門
高
校
を
支
援
し
、
将
来
の
専
門
的
職
業
人
（
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）
の
育

成
と
専
門
高
校
の
活
性
化
を
図
る
目
的
で
指
定
さ
れ
た
。
本
校
で
は
、
健
康
長
寿

日
本
一
の
食
材
づ
く
り
を
目
指
し
た
将
来
の
農
業
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
育
成
を
課

題
と
し
て
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
伝
統
野
菜
の
遺
伝
資
源
と
し
て
の
保
存
・
育
種

と
そ
の
加
工
流
通
技
法
習
得
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
、
伝
統
野
菜
の
販
売
を

通
し
た
地
産
地
消
推
進
や
郷
土
料
理
の
掘
り
起
こ
し
と
再
現
、
福
井
型
食
生
活
の

献
立
提
案
や
食
材
の
加
工
・
調
理
、
伝
統
野
菜
の
栽
培
技
術
や
採
取
、
組
織
培
養

増
殖
技
法
の
習
得
、
耐
病
性
・
耐
虫
性
の
高
い
品
種
開
発
、
獣
害
対
策
と
そ
の
効

果
な
ど
が
主
な
研
究
で
あ
る
。こ
の
研
究
の
継
続
学
習
と
し
て
学
校
設
定
科
目「
食

と
農
業
」
を
作
り
、
す
べ
て
の
学
科
の
三
年
生
で
履
修
を
し
て
い
る
。

２

地
域
交
流
・
連
携
活
動

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、ふ
れ
あ
い
農
園
・
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ト
・

ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ブ
園
が
開
設
さ
れ
て
利
用
さ
れ
、
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ふ
れ
あ
い

農
園
は
毎
年
三
〇
名
程
度
の
入
園
者
を
募
集
し
て
、
本
校
の
生
徒
と
の
ふ
れ
あ
い

が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ト
は
食
の
安
全
安
心
が
関
心
事
と

な
っ
て
い
る
今
日
、
学
校
の
生
産
物
の
供
給
と
生
徒
の
販
売
実
践
の
場
と
し
て
重

要
性
を
増
し
て
き
て
い
る
。
平
成
一
五
年
（
一
一
〇
周
年
記
念
事
業
）
に
完
成
し

た
ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ブ
園
は
「
生
物
活
用
」、「
草
花
」
の
圃
場
と
し
て
運
営
さ
れ
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
有
用
で
あ
る
。

「
目
指
せ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
事
業
」
で
復
活
し
た
福
井
の
伝
統
野
菜
「
新
保
ナ

ス
」
の
栽
培
や
調
理
を
き
っ
か
け
に
、
啓
蒙
地
区
の
グ
ル
ー
プ
・
学
校
と
の
継
続

的
な
連
携
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
出
張
食
育
教
室
や
介
護
福
祉
の
学
習

も
充
実
し
て
き
た
。
毎
年
、
三
年
生
の
課
題
研
究
発
表
会
に
は
、
連
携
し
た
グ
ル

ー
プ
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

平
成
二
四
年
か
ら
は
県
の
「
職
業
教
育
充
実
の
た
め
の
取
り
組
み
事
業
」
に
よ

り
、
産
業
界
と
の
連
携
を
強
め
、
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
や
技
術
進
展
に

対
応
し
た
教
育
の
充
実
や
、
技
術
・
技
能
の
急
速
な
変
化
や
進
展
に
対
応
し
た
専

門
教
育
の
た
め
の
教
員
の
授
業
力
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
事
業
の
な
か

で
も
地
域
連
携
は
さ
ら
に
重
要
と
な
り
、
実
践
的
な
職
業
教
育
を
展
開
し
て
い
る
。

３

国
際
交
流

平
成
七
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
農
業
研
修
生
を
派
遣
し
た
の
を
始
ま
り
と
し
て
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
交
流
活
動
が
発
展
し
て
き
た
。
平
成
一
二
年
に
は
国
立
タ
ン

ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
と
の
友
好
協
定
が
初
め
て
結
ば
れ
、
両
校
相
互
の
派
遣
と

受
入
が
行
わ
れ
て
い
る
。
平
成
二
三
年
に
は
第
九
回
目
と
な
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
派

遣
と
二
回
目
の
友
好
協
定
更
新
が
さ
れ
た
。
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
の
授
業

に
参
加
し
た
り
。
福
井
農
林
高
校
の
教
員
に
よ
る
授
業
が
行
わ
れ
た
り
と
、
回
を

重
ね
る
ご
と
に
両
校
の
交
流
活
動
は
深
ま
っ
て
き
て
い
る
。

４

体
験
活
動
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

県
の
「
高
校
生
（
緊
急
）
就
職
支
援
事
業
」
に
よ
り
就
職
内
定
率
向
上
と
早
期

離
職
防
止
を
図
る
た
め
に
、
各
学
科
で
は
先
進
農
家
や
関
連
す
る
企
業
に
お
け
る

体
験
実
習
を
行
っ
て
い
る
。
一
企
業
あ
た
り
生
徒
二
〜
五
名
程
度
で
連
続
し
た
期

間
で
の
就
業
体
験
を
行
い
、
将
来
の
進
路
選
択
に
取
り
組
む
態
度
や
能
力
を
育
成

し
て
い
る
。

５

情
報
発
信

校
外
の
コ
ン
ク
ー
ル
や
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。
毎
日
農
業
記

録
賞
高
校
生
部
門
、
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
、
全
国
食
育
王
選
手

権
、
ご
は
ん
Ｃ
Ｕ
Ｐ
、
福
井
ス
イ
ー
ツ
グ
ラ
ン
プ
リ
等
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
て

い
る
。
環
境
土
木
部
で
は
、
外
部
機
関
と
共
同
で
取
り
組
ん
で
き
た
生
態
系
調
査

や
小
規
模
水
田
魚
道
の
開
発
に
関
す
る
研
究
に
よ
り
、
平
成
一
八
年
に
第
九
回
日

本
水
大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
。
平
成
二
一
年
に
は
福
井
で
全
国
植
樹
祭
が

開
催
さ
れ
大
会
の
植
樹
に
も
参
加
し
た
。
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６

主
な
導
入
施
設
設
備
等

平
成
一
七
年
度
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
。
平
成
二
二
年
度
鶏
舎
改
修
工
事
。

近
年
の
主
な
導
入
設
備
等
は
平
成
一
五
年
度
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
実
験
装
置
・

穀
物
乾
燥
機
、
平
成
一
七
年
度
破
砕
機
（
チ
ッ
パ
ー
）
・
密
閉
型
堆
肥
装
置
、
平

成
一
八
年
度
真
空
凍
結
乾
燥
機
、
平
成
二
〇
年
度
プ
レ
ハ
ブ
式
冷
凍
庫
冷
蔵
庫
・

Ｃ
Ａ
Ｉ
学
習
装
置
・
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
、
平
成
二
一
年
度
ト
ラ
ク
タ
ー
、
平
成
二

二
年
度
モ
ル
タ
ル
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
ー
、
平
成
二
四
年
度
現
況
観
測
装
置
（
電
子
平

板
・
測
量
機
）
で
あ
る
。

�

進
路
指
導
部

平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
年
）
は
民
主
党
の
野
田
良
彦
第
一
次
改
造
内
閣
発

足
か
ら
始
ま
り
、
自
民
党
圧
勝
の
衆
議
院
総
選
挙
に
よ
る
第
二
次
安
部
晋
三
内
閣

発
足
で
終
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
安
部
内
閣
が
掲
げ
る
財
政
政
策
、
金
融
政
策
、

成
長
戦
略
の
三
本
の
矢
で
の
デ
フ
レ
脱
却
に
注
目
し
、
今
後
の
高
校
卒
業
時
や
卒

業
後
の
景
気
回
復
や
雇
用
改
善
に
期
待
し
た
い
。

さ
て
、
こ
こ
一
〇
年
間
に
お
け
る
大
き
な
経
済
的
な
出
来
事
と
し
て
は
、
何
と

い
っ
て
も
ア
メ
リ
カ
大
手
の
投
資
銀
行
の
一
つ
で
あ
る
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

が
、
二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
年
）
九
月
に
破
綻
し
た
こ
と
で
起
こ
っ
た
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
な
い
し
「
リ
ー
マ
ン
危
機
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
発
信

元
の
ア
メ
リ
カ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
を
も
巻
き
込
ん
で
、

世
界
は
未
曾
有
の
経
済
危
機
に
陥
り
、
現
在
も
そ
の
影
響
が
続
い
て
い
る
。

高
校
生
を
取
り
巻
く
雇
用
情
勢
も
一
〇
年
間
で
大
き
く
変
化
し
た
。
こ
こ
で
、

本
校
の
過
去
一
〇
年
間
の
進
路
先
状
況
を
ま
と
め
て
み
た
。＜

グ
ラ
フ
１＞

は
進

路
先
の
就
職
・
進
学
の
割
合
で
あ
る
。
就
職
（
公
務
員
含
む
）
・
進
学
別
割
合
は

こ
の
一
〇
年
間
、
平
成
一
五
年
三
月
卒
の
就
職
六
割
の
頃
か
ら
徐
々
に
進
学
が
増

加
し
、
平
成
二
一
年
度
卒
は
逆
に
進
学
が
六
割
近
く
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
に
よ
る
就
職
難
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、

就
職
が
増
加
し
、
平
成
二
五
年
三
月
卒
で
は
再
び
就
職
六
割
に
戻
っ
た
。
近
年
の

就
職
増
に
つ
い
て
は
進
学
し
て
も
就
職
難
と
い
う
現
状
か
ら
く
る
高
校
卒
か
ら
の

就
職
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、＜

グ
ラ
フ
２＞

は
一
〇
年
間
の
就
職
先
の
職
種
別
割
合
で
あ
る
。
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
職
種
は
製
造
業
で
あ
る
。
製
造
業

へ
の
就
職
に
つ
い
て
は
年
度
差
は
見
ら
れ
る
が
、
平
成
二
〇
、
二
一
年
度
卒
に
激

減
し
て
い
る
。
そ
の
反
面
、
平
成
二
〇
、
二
一
年
度
卒
に
増
加
し
た
の
が
卸
・
小

売
・
飲
食
業
で
あ
る
が
、
近
年
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
同
様
に
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
は
、
公
務
員
、
建
築
・
建
設
業
、
そ
の
他
（
家
業
・
縁
故
就
職
）
で
あ
る
。

グラフ１

グラフ２
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逆
に
、
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
は
医
療
・
介
護
関
係
で
、
高
齢
化
社
会
の
現
状
と

マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
〇
年
間
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
も
の
は
農
林

業
、
運
輸
・
通
信
業
、
公
団
・
農
協
等
団
体
で
あ
り
、
特
に
農
林
業
や
農
協
関
係

へ
の
採
用
数
に
つ
い
て
は
今
後
、
増
加
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
務

系
に
つ
い
て
は
、
女
子
の
希
望
が
増
加
し
て
い
る
が
、
近
年
、
福
井
銀
行
や
Ｊ
Ａ

な
ど
の
金
融
機
関
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
公
務
員
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ
に
は

な
い
が
、
全
国
的
に
公
務
員
希
望
が
増
加
す
る
中
、
平
成
二
四
年
度
卒
で
六
年
ぶ

り
に
福
井
県
庁
総
合
土
木
職
に
一
人
合
格
者
を
出
し
た
。
意
欲
と
地
道
に
勉
強
す

る
努
力
が
こ
の
結
果
を
生
ん
だ
と
思
わ
れ
、
今
後
も
合
格
者
を
出
し
て
い
き
た
い
。

次
に
、＜

グ
ラ
フ
３＞

は
一
〇
年
間
の
進
学
先
の
校
種
別
割
合
で
あ
る
。
全
年

度
を
通
し
て
見
る
と
、
ど
の
年
度
卒
も
専
門
学
校
が
圧
倒
的
に
多
い
。
特
に
平
成

二
一
年
度
卒
三
八
・
八
％
を
ピ
ー
ク
に
増
加
傾
向
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
近
年
は
減

少
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は

保
護
者
の
経
済
的
負
担
が

重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る

た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。

一
〇
年
以
上
ぶ
り
に
福

井
県
立
看
護
専
門
学
校
に

平
成
二
三
〜
二
五
年
度
に

一
人
ず
つ
合
格
者
が
出
た
。

専
門
学
校
卒
業
後
、
医
療

・
介
護
・
福
祉
系
、
理
美

容
系
、
ペ
ッ
ト
系
、
ブ
ラ

イ
ダ
ル
系
な
ど
多
方
面
で

活
躍
し
て
い
る
。
ま
た
、

私
立
大
学
は
大
き
な
山
が

二
つ
あ
る
よ
う
だ
が
、
近
年
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
特
に
、
専
門
を
生
か
し
た
学

部
・
学
科
へ
の
増
加
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
平
成
二
〇
年
度
卒
の
増
加
に
つ
い
て

は
、
平
成
一
八
〜
二
〇
年
度
ま
で
の
三
年
間
、
文
部
科
学
省
か
ら
「
目
指
せ
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
」
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
進
学
意
識
が
高
ま
っ
た
か
ら
だ
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
国
公
立
大
学
に
つ
い
て
は
、
全
年
度
と
も
一
〜
四
人
の
合
格

者
を
出
し
て
い
る
。
平
成
一
五
〜
一
七
年
度
卒
頃
は
三
重
大
や
岐
阜
大
の
合
格
が

あ
っ
た
が
、
近
年
は
希
望
す
る
生
徒
が
い
な
く
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
入
試
方
法

と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
が
推
薦
入
試
で
あ
る
が
、
近
年
Ａ
Ｏ
入
試
が
増
加
し
、
意
欲

が
あ
れ
ば
誰
で
も
出
願
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
平
成
二
三
年
度
卒
で
は
、

こ
の
Ａ
Ｏ
入
試
で
福
井
大
学
工
学
部
建
築
建
設
工
学
科
に
一
〇
年
ぶ
り
に
合
格
者

を
出
せ
た
。
新
潟
大
学
は
隔
年
に
一
人
、
福
井
県
立
大
学
は
ほ
ぼ
毎
年
一
〜
三
人

の
合
格
者
を
出
し
て
い
る
。
専
門
性
を
生
か
し
た
学
部
・
学
科
に
合
格
し
て
い
る

わ
け
で
、
卒
業
後
は
福
井
県
を
支
え
る
産
業
人
・
教
員
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

例
と
し
て
、
教
員
採
用
試
験
に
合
格
さ
れ
た
方
と
し
て
は
、
教
科
「
農
業
」
で
東

京
農
業
大
学
卒
（
平
成
二
〇
年
度
卒
）、「
英
語
」
で
仁
愛
大
学
卒
（
平
成
一
九
年

度
卒
）
生
が
出
て
い
る
。
短
期
大
学
に
つ
い
て
は
、
年
に
よ
り
差
が
あ
る
が
近
年

は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
中
で
は
、
指
定
校
推
薦
、
公
募
制
推
薦
、
Ａ
Ｏ
入
試
な
ど

に
よ
る
仁
愛
女
子
短
期
大
学
幼
児
教
育
学
科
へ
の
希
望
が
増
加
し
て
い
る
。

最
後
に
進
路
指
導
と
と
も
に
重
視
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
高
等
学
校
に
お
け
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
在
り
方
が
あ
る
。
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
キ
ャ
リ

ア
教
育
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
総
則
の
中
に
「
生
徒
が
自

己
の
在
り
方
生
き
方
を
考
え
、
主
体
的
に
進
路
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
、
計
画
的
、
組
織
的
な
進
路
指
導
を
行
い
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
」
と
明
記
さ
れ
た
。
高
等
学
校
の
教
育
課
程
の
基
準

の
改
善
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
知
能
・
技
能
の
習
得
と
思
考
力
・
判
断
力

・
表
現
力
等
の
育
成
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
す
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
学
習
や
勤

グラフ３

―７８―



労
観
・
職
業
観
を
育
て
る
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
を
通
じ
、
学
習
意
欲
を
向

上
す
る
と
と
も
に
、
学
習
習
慣
の
確
立
を
図
る
も
の
と
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
の
社
会
奉
仕
に
関
す
る
活
動
や
就
業
体
験
に
関
す
る
活
動
の
充
実
を
図
る
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
自
分
で
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
力
、
自
分
ら
し
く
生
き

て
い
く
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
点
が
進
路
指
導
と
の
違
い
だ
。
社
会
は
厳
し
い
。

厳
し
い
世
の
中
を
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
日
の
厳
し
い
現
状
の
中

で
も
、
働
く
こ
と
の
意
義
や
喜
び
を
感
じ
つ
つ
、
こ
れ
に
立
ち
向
か
う
た
め
の
活

力
が
必
要
だ
。

今
、
夢
が
な
く
て
も
い
い
。
い
つ
か
見
え
て
く
る
も
の
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
。

し
か
し
、
そ
の
「
い
つ
か
」
は
、
誰
か
の
た
め
に
懸
命
に
何
か
を
成
し
遂
げ
、
そ

の
人
（
人
た
ち
）
の
た
め
に
僅
か
で
も
役
に
立
て
た
、
と
実
感
す
る
経
験
を
積
ま

な
い
と
訪
れ
な
い
。
「
や
っ
て
よ
か
っ
た
」「
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
私

た
ち
の
感
慨
の
大
半
は
、
自
分
が
誰
か
の
笑
顔
に
貢
献
で
き
た
と
実
感
し
た
時
に

湧
き
上
が
る
。
誰
か
の
笑
顔
に
貢
献
で
き
た
自
分
を
実
感
で
き
る
機
会
を
数
多
く
、

幅
広
く
生
徒
た
ち
に
提
供
し
て
い
き
た
い
。

�

保

健

部

保
健
部
は
次
の
三
点
を
柱
に
活
動
し
て
い
る
。

１

心
と
体
の
健
康
教
育
の
充
実

２

掃
除
の
徹
底

３

生
徒
保
健
委
員
会
活
動
の
促
進

以
下
、
こ
の
三
点
を
中
心
に
一
〇
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

１

心
と
体
の
健
康
教
育
の
充
実

ａ
救
急
救
命
講
習
会

平
成
一
七
年
度
（
一
八
年
二
月
）
に
、
全
職
員
が
不
測
の
事
故
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
を
含
む
）
の
講
習
会
を
、
約
一
時
間
半
、
福

井
市
消
防
局
東
消
防
署
の
職
員
に
来
て
も
ら
い
実
施
し
た
。

翌
年
か
ら
、
生
徒
対
象
の
心
肺
蘇
生
の
方
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
講
習
会
を
実
施

し
て
い
る
。
福
井
東
消
防
署
の
「
普
通
講
習
」
を
三
時
間
行
い
、
受
講
者
に
は
「
普

通
救
命
講
習
Ⅰ
の
修
了
証
」
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。

平
成
一
八
年
度
と
一
九
年
度
は
二
年
生
を
対
象
に
三
月
の
特
別
時
間
割
中
に
行

い
、
二
〇
年
度
に
は
一
二
月
に
一
年
生
、
三
月
に
二
年
生
が
受
講
し
た
。
翌
二
一

年
度
か
ら
は
一
年
生
を
対
象
に
実
施
し
て
お
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

な
お
、
平
成
一
九
年
度
に
は
本
校
独
自
に
二
台
目
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
配
備
し
、
事
務

室
と
園
芸
実
習
棟
に
備
え
た
。

ｂ
性
教
育
に
つ
い
て

本
校
で
は
、
性
教
育
を
重
視
し
、
平
成
一
八
年
度
ま
で
は
、
養
護
教
諭
が
各
ク

ラ
ス
の
Ｌ
Ｈ
の
時
間
に
一
時
間
「
性
教
育
」
を
行
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
中
、
平
成
一
七
年
度
に
は
、
文
部
科
学
省
の
「
性
教
育
実
践
調
査
研

究
事
業
」
を
行
っ
た
。
一
二
月
一
五
日
に
記
念
講
演
会
が
実
施
さ
れ
、
「
思
春
期

・
青
年
期
の
心
と
体
〜
一
〇
代
の
性
の
実
態
に
つ
い
て
〜
」
の
演
題
で
、
鈴
木
秀

文
氏
（
愛
育
病
院
産
婦
人
科
部
長
）
を
講
師
に
招
き
行
っ
た
。

平
成
二
〇
年
度
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
の
形
式
を
改
め
、
自
己
理
解
・
他
者
理
解

の
講
演
会
を
実
施
し
て
い
る
。

年
度

一
年
生

二
年
生

三
年
生

一
四

避
妊
と
性
情
報

つ
く
ら
れ
る
男
、
つ
く
ら
れ
る
女

性
的
自
立

一
五

性
交
と
避
妊

男
ら
し
さ
、
女
ら
し
さ

性
的
自
立

一
六

性
行
動
に
つ
い
て
考
え
る

大
好
き
マ
ッ
プ
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

性
的
自
立

一
七

性
感
染
症
の
実
態
と
そ
の
予
防

恋
愛
の
達
人
に
な
ろ
う

性
的
自
立

一
八

性
感
染
症
の
実
態
と
そ
の
予
防

恋
愛
の
達
人
に
な
ろ
う

性
的
自
立
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二
〇
年
度
は
、
一
年
生
対
象
の
講
演
会
（
演
題
「
大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
」

講
師：

循
環
器
病
院

中
丁
栄
美
子
氏
）
と
、
二
年
生
対
象
の
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防

止
の
講
演
会
（
演
題
「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ブ
・
暴
力
の
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
」、講
師：

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｌ

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
教
育
実
践
研
究
所

金
香
百
合
氏
）
を
実
施
し
た
。

二
一
年
以
降
は
一
年
生
を
対
象
に
実
施
し
て
お
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。（
演

題：

「
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
考
え
る
」

講
師：

循
環
器
病
院

中
丁
栄
美
子
氏
）

な
お
、
薬
物
乱
用
防
止
講
演
会
は
生
徒
指
導
部
を
中
心
に
毎
年
実
施
し
て
い
る

が
、
平
成
二
〇
年
度
に
は
、
「
夜
回
り
先
生
」
と
し
て
著
名
な
水
谷
修
氏
を
講
師

に
招
き
、
「
さ
ら
ば
、
哀
し
み
の
青
春
」
の
演
題
で
講
演
を
行
っ
た
。

ｃ
健
康
管
理
、
感
染
症
予
防

平
成
二
一
年
度
に
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
全
国
的
に
流
行
し
た
。
本
校

に
お
い
て
も
、
一
一
月
に
五
七
名
が
感
染
し
（
一
二
月
に
は
一
三
名
と
収
束
）、感

染
拡
大
を
可
能
な
限
り
抑
制
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

そ
こ
で
は
、
健
康
管
理
や
保
健
指
導
の
徹
底
（
朝
の
Ｓ
Ｈ
時
の
健
康
観
察
の
実

施
、
教
室
等
へ
の
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
配
置
に
よ
る
手
指
消
毒
、
石
鹸
・
流
水
に

よ
る
手
洗
い
指
導
お
よ
び
マ
ス
ク
着
用
の
呼
び
か
け
、
印
刷
物
等
に
よ
る
保
護
者

へ
の
情
報
提
供
、
予
防
対
策
の
啓
蒙
）
と
、
校
内
の
連
絡
体
制
の
整
備
（
健
康
状

況
把
握
、
出
席
停
止
、
学
級
閉
鎖
等
の
決
定
、
臨
時
休
業
中
の
対
応
等
の
決
定
）

が
す
す
め
ら
れ
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
は
、
翌
二
二
年
度
（
一
月
に
一
八
名
、
二
月
に
一
四

名
）、二
三
年
度
（
二
月
に
二
三
名
）
に
も
一
定
の
流
行
が
見
ら
れ
た
が
、
二
一
年

度
の
教
訓
を
も
と
に
素
早
く
対
応
で
き
た
。

ま
た
、
二
四
年
度
に
は
、
本
校
で
一
〇
月
下
旬
か
ら
流
行
性
角
結
膜
炎
が
流
行

し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
課
・
医
師
と
の
連
絡
を
密
に
し
、
教
室
な
ど
の
消
毒
や
生
徒
・

保
護
者
へ
の
啓
蒙
な
ど
の
対
応
を
す
す
め
た
。
そ
の
結
果
、
一
定
数
の
感
染
に
食

い
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

感
染
症
の
拡
大
予
防
の
た
め
に
、
福
井
県
は
「
欠
席
者
情
報
収
集
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
し
た
。
二
四
年
度
の
一
一
月
か
ら
運
用
に
な
り
、
毎
日
養
護
教
諭
が
対
応

し
て
い
る
。

ｄ
保
健
統
計
及
び
生
活
実
態
調
査

平
成
一
四
年
と
二
四
年
の
身
長
・
体
重
（
三
年
生
）
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

男
子
の
身
長
、
女
子
の
身
長
・
体
重
は
、
県
・
全
国
平
均
と
そ
れ
ほ
ど
違
わ
な

い
。
し
か
し
、
二
四
年
の
男
子
体
重
は
県
・
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

遡
る
と
、
平
成
一
七
年
頃
か
ら
男
子
の
体
重
は
県
・
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
背
景
に
は
相
撲
部
の
活
躍
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
保

健
統
計
に
お
け
る
本
校
の
特
徴
と
言
え
る
。

ま
た
、
平
成
二
一
年
七
月
に
、
県
内
三
七
高
校
の
六
、
七
七
六
人
の
生
徒
（
男

子
三
、
三
七
〇
名
、
女
子
三
、
四
〇
六
名
）
を
対
象
に
、
高
校
生
の
生
活
実
態
調

査
を
行
っ
た
。
本
校
で
は
、
全
ク
ラ
ス
で
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
二
四
年
一
〇
月

に
は
、
福
井
市
内
の
高
校
生
（
男
子
九
六
九
名
、
女
子
九
一
六
名
）
に
再
度
高
校

生
の
生
活
実
態
調
査
を
行
い
、
本
校
で
は
全
ク
ラ
ス
で
実
施
し
た
。

「
朝
食
の
摂
取
状
況
」
で
、
本
校
生
徒
は
、
二
一
年
、
二
四
年
と
も
「
毎
日
食

べ
る
」
と
回
答
し
た
割
合
が
、
約
三
分
の
二
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
（
平
均
は
い
ず

れ
も
約
八
割
）、男
子
生
徒
に
至
っ
て
は
「
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
」
が
一
二
％
近
く

も
い
て
、
問
題
で
あ
る
。

平
成
一
四
年

平
成
二
四
年

平
成
一
四
年

平
成
二
四
年

身長

男子

本
校

一
六
九
・
六
�

一
六
九
・
九
�

女子

本
校

一
五
七
・
六
�

一
五
七
・
八
�

県

一
七
一
・
五
�

一
七
〇
・
七
�

県

一
五
八
・
八
�

一
五
八
・
〇
�

全
国

一
七
〇
・
七
�

一
七
〇
・
七
�

全
国

一
五
七
・
九
�

一
五
八
・
〇
�

体重

本
校

六
四
・
二
�

六
七
・
三
�

本
校

五
三
・
二
�

五
三
・
九
�

県

六
三
・
九
�

六
二
・
七
�

県

五
四
・
〇
�

五
三
・
二
�

全
国

六
三
・
二
�

六
二
・
九
�

全
国

五
三
・
五
�

五
二
・
九
�
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ま
た
、
「
寝
起
き
の
状
況
」
で
、
「
す
っ
き
り
目
が
覚
め
た
」
と
回
答
し
た
男

子
生
徒
の
割
合
が
、
二
四
年
調
査
結
果
で
は
平
均
よ
り
も
少
な
か
っ
た
。

２

掃
除
の
徹
底

ａ
ワ
ッ
ク
ス
が
け

平
成
二
〇
年
度
か
ら
校
舎
の
ワ
ッ
ク
ス
が
け
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
二
〇
年
度

は
一
二
月
に
教
室
の
ワ
ッ
ク
ス
が
け
を
実
施
し
た
。
そ
の
翌
年
か
ら
は
、
七
月
に

は
管
理
棟
と
第
二
教
棟
の
廊
下
、
一
二
月
に
教
室
の
ワ
ッ
ク
ス
が
け
を
行
っ
て
い

る
。平

成
二
三
年
度
に
は
廊
下
の
ワ
ッ
ク
ス
が
け
を
全
校
舎
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
実

施
す
る
こ
と
に
決
め
、
翌
二
四
年
度
は
第
三
・
四
教
棟
の
廊
下
の
ワ
ッ
ク
ス
が
け

を
行
っ
た
。

ｂ
環
境
整
備
、
大
掃
除

本
校
で
は
、
現
在
五
月
と
一
〇
月
に
「
環
境
整
備
」
と
し
て
、
校
舎
外
の
大
掃

除
を
実
施
し
て
い
る
。

平
成
一
八
年
度
ま
で
は
、
二
回
の
「
環
境
整
備
」
と
月
例
大
掃
除
が
行
わ
れ
て

い
た
。
そ
の
月
例
大
掃
除
と
し
て
、
六
月
・
七
月
は
外
掃
除
を
実
施
し
て
い
た
。

し
か
し
、
校
務
員
の
日
常
的
な
整
備
活
動
に
よ
り
、
除
草
や
溝
掃
除
な
ど
の
外

掃
除
の
逼
迫
性
が
薄
れ
、
平
成
二
〇
年
度
か
ら
は
環
境
整
備
と
し
て
年
二
回
外
掃

除
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
内
大
掃
除
も
、
「
月
例
大
掃
除
」
と
い
う
呼
び
名
を
な
く
し
た
。

田
植
祭
や
体
育
祭
、
農
文
祭
な
ど
の
学
校
行
事
の
後
や
学
期
末
、
ま
た
、
卒
業
式

や
入
学
試
験
に
備
え
た
形
で
大
掃
除
を
実
施
し
て
い
る
。

ｃ
環
境
美
化
・
ゴ
ミ
の
分
別
に
つ
い
て
の
学
校
評
価

平
成
一
八
年
度
か
ら
「
学
校
評
価
制
度
」
が
導
入
さ
れ
た
。
教
職
員
、
生
徒
、

保
護
者
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
具
体
的
取
組
が
ど
こ
ま
で
な

さ
れ
た
の
か
を
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。

保
健
部
に
お
い
て
は
、
環
境
美
化
と
ゴ
ミ
の
分
別
に
関
し
て
取
り
組
み
を
す
す

め
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
平
成
二
二
年
度
に
教
室
の
ゴ
ミ
箱

を
「
燃
え
る
ゴ
ミ
」「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
」「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」「
缶
」
の
四
つ
に
分
け
て

設
置
し
た
。
教
室
に
お
け
る
ゴ
ミ
分
別
を
す
す
め
る
中
で
、
ゴ
ミ
分
別
の
意
識
が

そ
れ
な
り
に
定
着
し
て
き
て
い
る
。

３

生
徒
保
健
委
員
会
活
動
の
促
進

ａ
農
文
祭
で
の
展
示
と
ゴ
ミ
の
分
別
回
収

保
健
委
員
会
と
し
て
、
平
成
一
九
年
度
ま
で
「
禁
煙
」
を
テ
ー
マ
に
（
平
成
一

八
年
度
だ
け
「
食
育
」
が
テ
ー
マ
）
農
文
祭
で
の
展
示
活
動
を
行
っ
た
。
二
〇
年

度
か
ら
は
、
農
文
祭
の
模
擬
店
に
お
け
る
衛
生
指
導
を
す
す
め
て
い
る
。
ま
た
、

校
外
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ
る
農
文
祭
で
、
ゴ
ミ
の
分
別
回
収
の
徹
底
を
は
か

っ
て
い
る
。

ｂ
環
境
整
備
や
内
大
掃
除
等
で
の
活
動

年
二
回
の
環
境
整
備
及
び
ワ
ッ
ク
ス
が
け
の
際
に
用
具
等
の
準
備
や
後
始
末
を

行
っ
て
い
る
。
特
に
、
ワ
ッ
ク
ス
が
け
で
は
、
ク
ラ
ス
全
員
に
よ
る
汚
れ
落
と
し

の
後
に
、
保
健
委
員
が
担
当
区
域
の
ワ
ッ
ク
ス
を
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
生
徒
会

に
よ
る
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
保
健
委
員
会
の
活
動
の
一
環
と
し
て
参
加
し
て

い
る
。

ｃ
健
康
に
関
す
る
啓
蒙
活
動

平
成
二
一
年
の
一
一
月
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行
し
た
こ
と
を
受
け
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
校
内
に
掲
示
し
た
。
ま
た
、
手
洗

い
を
徹
底
す
る
た
め
に
、
手
洗
い
場
に
石
鹸
を
設
置
し
管
理
補
充
を
徹
底
し
た
。

こ
の
経
験
が
も
と
に
な
り
、
翌
二
二
年
度
か
ら
保
健
委
員
会
の
活
動
と
し
て
、
手

洗
い
・
う
が
い
の
ポ
ス
タ
ー
づ
く
り
と
掲
示
が
毎
年
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
二
三

年
度
か
ら
は
食
中
毒
防
止
や
ゴ
ミ
分
別
に
つ
い
て
も
扱
い
、
啓
蒙
活
動
を
す
す
め

て
い
る
。
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ま
た
、
毎
月
の
「
保
健
だ
よ
り
」
発
行
を
一
年
生
の
保
健
委
員
が
担
当
し
、
継

続
し
て
行
っ
て
い
る
。

�

図

書

部

１

図
書
館
の
概
要

本
校
図
書
館
の
歴
史
は
、
昭
和
二
八
年
高
志
高
等
学
校
か
ら
独
立
し
た
時
、
旧

本
館
で
蔵
書
五
〇
〇
冊
を
開
架
式
で
閲
覧
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
昭
和
三
八

年
に
第
三
教
棟
の
完
成
に
伴
い
、
二
階
西
側
に
図
書
館
が
移
り
、
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
そ
の
間
、
平
成
四
年
に
司
書
室
、
書
庫
が
設
け
ら
れ
、
平
成
一
二
年
に
は
、

耐
震
工
事
に
よ
り
、
南
側
窓
辺
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
筋
交
い
が
入
っ
た
。

館
内
は
閲
覧
室
（
一
五
三
・
四
五
�
）、司
書
室
（
二
〇
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル
）、

書
庫
（
三
〇
・
七
�
）
か
ら
な
り
、
備
品
は
大
机
八
脚
、
倚
子
四
五
脚
、
パ
ソ
コ

ン
二
台
で
あ
る
。
ま
た
、
蔵
書
数
は
一
万
八
、
六
九
二
冊
（
生
徒
一
人
あ
た
り
四

五
冊
）、平
成
二
一
年
度
よ
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
貸
し
出
し
管
理
を
行
っ
て
い

る
。

２

図
書
館
活
動

図
書
館
の
運
営
は
図
書
部
教
員
と
生
徒
会
図
書
委
員
と
で
行
っ
て
い
る
。
教
員

の
配
置
は
従
来
五
名
で
あ
っ
た
が
、
平
成
一
八
年
度
よ
り
四
名
に
減
員
に
な
っ
た
。

司
書
の
配
置
は
積
年
の
悲
願
で
あ
る
が
実
現
さ
れ
て
い
な
い
。
県
立
高
校
の
司

書
未
配
置
校
は
坂
井
農
業
高
、
小
浜
水
産
高
と
本
校
の
三
校
だ
け
だ
が
、
学
校
再

編
で
小
浜
水
産
高
が
若
狭
高
校
と
合
併
さ
れ
、
坂
井
農
業
高
も
来
年
度
か
ら
再
編

さ
れ
学
年
八
ク
ラ
ス
の
坂
井
高
校
に
な
る
と
、
い
よ
い
よ
本
校
一
校
だ
け
と
な
る
。

一
二
〇
年
の
伝
統
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
も
文
化
の
砦
と
し
て
の
図
書
館
機
能

の
充
実
を
図
る
た
め
、
選
任
司
書
の
配
置
は
是
非
実
現
し
て
欲
し
い
課
題
で
あ
る
。

図
書
予
算
に
つ
い
て
は
、
生
徒
数
の
減
少
も
あ
っ
て
一
〇
〇
万
円
か
ら
七
〇
万

円
に
減
額
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
二
年
に
は
農
友
会
の
故
山
崎
義
弘
名
誉
会
長
か

ら
ご
自
身
八
度
目
と
な
る
二
〇
万
円
の
寄
贈
を
し
て
い
た
だ
き
、
御
遺
志
に
沿
う

よ
う
に
、
専
門
書
や
小
説
な
ど
生
徒
に
役
立
つ
本
や
楽
し
め
る
本
を
購
入
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

視
聴
覚
教
育
に
つ
い
て
は
、
授
業
や
ロ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
で
の
視
聴
覚
教
室
の
利

用
の
ほ
か
、
各
行
事
の
記
録
や
録
画
し
た
テ
レ
ビ
番
組
・
学
校
関
係
の
ニ
ュ
ー
ス

を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
し
て
い
る
が
、
特
に
二
四
、
二
五
年
度
は
福
井
県
視
聴
覚
教
育
研
究

大
会
（
福
井
・
吉
田
大
会
）
の
高
校
の
部
研
究
委
嘱
校
と
な
り
、
そ
の
研
究
に
む

け
て
視
聴
覚
室
及
び
機
器
の
利
用
が
増
え
て
い
る
。
大
会
に
関
連
し
て
設
備
充
実

の
た
め
、
視
聴
覚
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
天
井
吊
り
下
げ
設
備
と
一
二
〇
イ
ン
チ
の

ロ
ー
ル
ア
ッ
プ
式
ス
ク
リ
ー
ン
を
、
ま
た
農
友
会
館
「
大
地
」
二
階
に
は
上
記
設

備
に
加
え
て
オ
ー
デ
ィ
オ
セ
ッ
ト
、
そ
れ
に
備
品
と
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
三
セ
ッ
ト
を
一
二
〇
周
年
の
学
校
記
念
事
業
と
し

て
農
友
会
か
ら
御
寄
付
い
た
だ
い
た
。
県
の
予
算
削
減
で
視
聴
覚
機
器
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
た
め
の
設
備
の
更
新
が
遅
れ
て
い
る
中
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
贈
り
物
を

い
た
だ
き
、
大
会
だ
け
で
な
く
、
授
業
な
ど
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

そ
の
他
、
平
成
二
〇
年
に
は
県
よ
り
五
〇
イ
ン
チ
液
晶
テ
レ
ビ
と
ブ
ル
ー
レ
イ

レ
コ
ー
ダ
ー
一
式
、
平
成
二
一
年
図
書
室
書
庫
に
ブ
ル
ー
レ
イ
レ
コ
ー
ダ
ー
一
台
、

平
成
二
三
年
北
陸
電
力
教
育
振
興
財
団
に
よ
る
助
成
事
業
と
し
て
四
〇
イ
ン
チ
液

晶
テ
レ
ビ
と
ブ
ル
ー
レ
イ
レ
コ
ー
ダ
ー
、
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
テ
レ
ビ
台
二
セ
ッ
ト

を
寄
贈
さ
れ
二
階
、
三
階
に
配
置
し
、
各
教
室
で
利
用
し
て
い
る
。

一
一
〇
周
年
時
に
課
題
と
し
て
あ
げ
た
図
書
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
関
し
て
は

平
成
二
二
年
に
図
書
管
理
ソ
フ
ト
「
Ｅ
Ｇ
Ｇ
３
」
を
導
入
し
、
バ
ー
コ
ー
ド
に
よ

る
蔵
書
及
び
利
用
者
の
管
理
と
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
よ
る
図
書
業
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

化
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
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３

読
書
会

平
成
八
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
放
送
を
使
っ
た
集
団
読
書
、
平
成
一
四
年
か
ら

実
施
さ
れ
た
生
徒
自
身
が
自
分
の
読
む
本
を
準
備
し
て
一
時
間
静
か
に
読
書
を
行

う
一
斉
読
書
は
現
在
も
五
月
と
一
月
の
ロ
ン
グ
ホ
ー
ム
を
利
用
し
て
行
わ
れ
て
い

る
。
平
成
一
二
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
一
一
月
の
放
課
後
図
書
委
員
を
中
心
に

希
望
者
の
参
加
に
よ
る
ミ
ニ
講
演
会
は
ミ
ニ
読
書
会
に
姿
を
変
え
、
先
生
方
や
生

徒
に
よ
る
本
の
紹
介
を
行
っ
て
き
た
が
、
平
成
二
三
年
か
ら
は
県
立
図
書
館
の
司

書
を
講
師
に
招
き
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
や
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
読
書
会
は
少
し
ず
つ
姿
を
変
え
、
マ
ン
ネ
リ

化
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
平
成
二
四
年
か
ら
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
朝

読
書
を
実
施
し
た
。
本
来
の
朝
読
書
は
毎
日
実
施
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
本
校

で
は
放
課
後
の
当
番
実
習
の
関
係
で
校
時
を
繰
り
下
げ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、

各
学
期
末
の
特
別
時
間
割
の
時
に
始
業
前
一
五
分
間
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
各

学
期
五
日
程
度
、
年
間
一
五
日
ほ
ど
で
は
あ
る
が
、
生
徒
の
多
く
が
始
業
前
に
静

か
に
読
書
し
て
い
る
姿
は
、
落
ち
着
い
た
一
日
の
始
ま
り
を
感
じ
さ
せ
気
持
ち
よ

い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ト
ピ
ッ
ク
的
に
行
う
の
で
事
前
の
準
備
を
忘
れ
読
書

に
取
り
組
め
な
い
生
徒
も
い
る
。
今
後
は
そ
う
い
う
生
徒
へ
の
手
当
を
考
え
な
が

ら
、
行
事
の
定
着
を
は
か
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
一
九
年
か
ら
は
一
年
間
の
借
り
出
し
冊
数
の
多
い
生
徒
を
多
読
賞

と
し
て
顕
彰
し
て
い
る
。

４

最
後
に

学
校
図
書
館
は
読
書
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
ま
た
学
習
・
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
機
能
の
充
実
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
教
職
員
の
定
数
削

減
や
予
算
削
減
に
よ
っ
て
物
理
的
に
図
書
館
の
運
営
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
の
が

実
情
で
あ
る
。
県
立
高
校
で
も
九
校
で
図
書
部
と
し
て
独
立
し
て
運
営
し
て
い
く

の
が
困
難
と
な
り
、
庶
務
部
や
教
務
部
と
合
併
す
る
学
校
が
出
て
き
て
い
る
。
し

か
し
、
司
書
の
い
な
い
本
校
で
安
易
に
合
併
を
行
う
と
図
書
の
管
理
が
混
乱
し
て

し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。

今
後
も
少
子
化
や
予
算
削
減
の
流
れ
が
変
わ
ら
な
い
中
、
図
書
部
の
人
員
・
予

算
の
確
保
は
難
し
く
な
っ
て
く
る
と
思
う
。
こ
の
現
状
の
中
で
行
事
の
精
選
を
は

か
り
な
が
ら
生
徒
に
読
書
の
楽
し
み
を
感
じ
て
も
ら
う
の
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

放
送
に
よ
る
一
斉
読
書
・
ミ
ニ
読
書
会
の
図
書
一
覧

○
図
書
館
部
門
別
蔵
書
冊
数

○
生
徒
一
人
当
た
り
の
冊
数
…
…
四
五
冊

年
度

一

斉

読

書

ミ
ニ
読
書
会

Ｈ
一
五

さ
ん
ち
き

吉
橋
通
夫

作

Ｈ
一
六

高
瀬
舟

森
鴎
外

Ｈ
一
七

奉
教
人
の
死

芥
川
龍
之
介

青
い
エ
グ
ジ
ッ
ト

石
田
衣
良
作

Ｈ
一
八

佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん

島
田
洋
七

糸
車

山
本
周
五
郎

Ｈ
一
九

新
婚
さ
ん

吉
本
ば
な
な

ひ
よ
こ
の
眼

山
田
詠
美

Ｈ
二
〇

モ
モ

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ

Ｈ
二
一

雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
・
虔
十
公
園
林
他

宮
沢
賢
治

葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ

レ
オ
・
バ
ス
カ
ー
リ
ア

Ｈ
二
二

高
瀬
舟

森
鴎
外

父
の
詫
び
状

向
田
邦
子

Ｈ
二
三

佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん

島
田
洋
七

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
・
読
み
聞
か
せ

県
立
図
書
館
田
中
智
美

Ｈ
二
四

雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
・
虔
十
公
園
林
他

宮
沢
賢
治

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
・
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
県
立
図
書
館
田
中
智
美

Ｈ
二
五

怪
談
よ
り
耳
無
し
芳
一
の
話

小
泉
八
雲
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
・
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
県
立
図
書
館
田
中
智
美

０
総
記

１
哲
学

２
歴
史
地
理

３
社
会
科
学

４
自
然
科
学

５
工
学
技
術

６
産
業

７
芸
術

８
語
学

９
文
学

計

四
、四
九
二

四
四
一
一
、八
五
四

一
、三
一
八

一
、四
二
二

一
、五
八
〇

一
、八
〇
二

一
、一
四
三

四
二
七
四
、二
一
三

一
八
、六
九
二
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教
育
相
談
室

教
育
相
談
担
当
は
、
教
育
相
談
室
担
当
者
・
養
護
教
諭
・
各
学
年
相
談
係
の
五

人
構
成
で
あ
る
。
平
成
二
二
年
度
よ
り
各
学
年
相
談
係
を
学
年
主
任
に
お
願
い
し

て
い
る
。

平
成
一
六
年
度
よ
り
毎
週
一
回
の
相
談
者
担
当
者
会
議
を
持
ち
、
各
学
年
の
実

態
把
握
や
対
応
策
の
検
討
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
年
に
よ
っ
て
は
、
相
談
室
担
当

者
が
学
年
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
実
態
把
握
・
情
報
交
換
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

気
が
か
り
な
生
徒
に
つ
い
て
は
、
特
別
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
の
先
生
に
発
達
検

査
を
お
願
い
し
、
発
達
障
害
を
抱
え
る
生
徒
の
得
手
不
得
手
を
調
べ
る
テ
ス
ト
を

し
て
い
た
だ
い
た
。
学
校
で
の
対
応
法
の
検
討
や
進
路
を
考
え
る
指
導
に
活
用
し

て
い
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
保
護
者
の
要
請
を
受
け
、
そ
の
分
析
結
果
か
ら
分
か

っ
た
事
柄
を
校
内
職
員
研
修
会
で
話
し
合
い
、
望
ま
し
い
関
わ
り
方
、
言
葉
か
け
、

対
処
法
に
つ
い
て
学
習
し
、
共
通
理
解
を
図
っ
た
。

ま
た
、
生
徒
の
多
様
化
に
伴
い
、
特
別
支
援
セ
ン
タ
ー
や
医
療
機
関
と
も
連
携

を
取
り
、
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
教
育
相
談
室
を
目
指
し
て
い
る
。

１

相
談
件
数
の
推
移
・
相
談
内
容

平
成
一
四
年
度
〜
一
八
年
度
は
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談
を
受
け
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
平
成
一
六
年
度
は
一
一
九
件
、
平
成
一
七
年
度
は
一
三
八
件
、
平
成

一
八
年
度
が
二
四
八
件
と
多
か
っ
た
が
、
平
成
一
九
年
度
は
四
三
件
、
平
成
二
〇

年
度
は
三
五
件
、
平
成
二
一
年
度
は
二
九
件
、
平
成
二
二
年
度
は
五
一
件
、
平
成

二
三
年
度
は
三
四
件
。
平
成
二
四
年
度
は
八
四
件
で
あ
っ
た
。
相
談
件
数
が
五
〇

件
を
超
え
る
年
は
、
い
ず
れ
も
相
談
室
登
校
に
よ
る
来
室
が
あ
っ
た
。

相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
年
も
友
人
関
係
の
悩
み
が
最
も
多
く
、
携

帯
電
話
の
所
持
率
増
加
に
伴
う
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
書
き
込
み
等
で
の
人
間

関
係
の
も
つ
れ
が
増
え
て
い
る
。

２

構
成
的
グ
ル
ー
プ
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー

平
成
一
五
年
度
に
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
実
施
し
、
以
来
、
平
成
一
九
年
度

以
降
は
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
日
程
内
で
「
ク
ラ
ス
開
き
の
エ
ン
カ
ウ

ン
タ
ー
」
を
実
施
し
て
い
る
。
集
団
学
習
体
験
を
通
し
て
、
関
係
づ
く
り
と
自
己

発
見
に
よ
る
行
動
の
変
容
と
人
間
的
な
自
己
成
長
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
自

己
の
本
音
」
を
表
現
し
、
「
他
者
の
本
音
」
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒

同
士
の
豊
か
な
人
間
関
係
が
育
ま
れ
、
集
団
の
中
に
自
分
の
居
場
所
を
作
る
の
に

効
果
的
で
あ
る
。

３

Ｑ－

Ｕ
テ
ス
ト

平
成
一
九
年
度
よ
り
生
徒
理
解
の
手
が
か
り
と
し
て
、
一
年
生
を
対
象
に
年
に

一
度
実
施
し
て
い
る
。
「
Ｑ－

Ｕ
テ
ス
ト
」
は
生
徒
個
人
と
学
級
集
団
の
情
報
を

デ
ー
タ
化
し
、
生
徒
に
と
っ
て
学
級
を
居
心
地
の
良
い
も
の
に
す
る
こ
と
を
願
い

実
施
し
て
い
る
。
少
子
化
時
代
の
様
々
な
問
題
の
根
底
に
あ
る
人
間
関
係
の
希
薄

さ
が
、い
じ
め
や
不
登
校
、学
級
崩
壊
な
ど
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
行
動
の
予
防
や
、学
級
診
断
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

４

教
育
相
談
講
演
会

社
会
の
風
潮
に
影
響
を
受
け
や
す
い
年
頃
の
子
ど
も
た
ち
の
心
に
添
っ
た
講
演

会
が
、
各
部
主
催
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
教
育
相
談
が
主
催
し
た
講
演
会
は
以
下

の
通
り
で
あ
る

平
成
一
五
年
度

鈴
木
る
み
子
氏
（
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

「
自
立
へ
の
旅
路

〜
Ｉ

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

Ｍ
Ｅ
か
ら
始
め
よ
う
〜
」

平
成
二
一
年
度

西
尾
浩
昭
氏
（
盲
学
校
教
諭
）

「
一
度
で
二
度
お
い
し
い
人
生
」

平
成
二
三
年
度

鈴
木
る
み
子
氏

「
人
生
は
自
分
で
つ
く
る
物
語

〜
Ｉ

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

Ｍ
Ｅ
か
ら
始
め
よ
う
〜
」
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５

職
員
研
修
会

平
成
二
〇
年
度
に
は
集
団
に
溶
け
込
め
な
い
生
徒
や
不
登
校
の
生
徒
を
抱
え
、

福
井
大
学
の
広
沢
教
授
や
「
ま
ど
こ
ろ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
間
所
院
長
を
お
招
き
し
、

事
例
研
究
会
等
も
行
っ
た
。

平
成
一
九
年
度
か
ら
は
「
特
別
支
援
教
育
」
実
施
に
伴
い
、
相
談
担
当
者
が
研

修
を
受
講
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
二
二
年
、
二
三
年
に
は
特
別
支
援
教
育
セ

ン
タ
ー
よ
り
指
導
主
事
を
招
き
、
「
発
達
障
害
理
解
」
の
職
員
研
修
会
、
平
成
二

四
年
に
は
川
村
信
治
先
生
（
勝
山
南
高
校
教
諭
）
に
よ
る
「
Ｑ－

Ｕ
テ
ス
ト
分
析

と
活
用
」
に
つ
い
て
の
職
員
研
修
会
を
行
い
、
生
徒
理
解
を
深
め
る
場
を
持
っ
た
。

な
お
、
教
育
相
談
担
当
者
は
、
平
成
一
五
年
度
が
竹
原
真
規
子
、
平
成
一
六
年

度
か
ら
平
成
二
一
年
度
が
宇
野
智
子
、
平
成
二
二
年
度
か
ら
平
成
二
五
年
度
が
稗

田
浩
子
で
あ
っ
た
。

�

修

明

寮

修
明
寮
は
、
遠
隔
地
か
ら
通
学
す
る
生
徒
の
寄
宿
舎
と
し
て
校
地
内
西
側
に
建

て
ら
れ
て
い
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
で
男
女
三
六
名
ず
つ
計
七
二
名

が
収
容
で
き
る
施
設
で
あ
る
。
遠
隔
地
の
生
徒
以
外
で
も
、
部
活
動
で
帰
宅
が
遅

く
な
っ
た
り
、
朝
練
習
な
ど
で
通
学
が
不
便
に
な
る
生
徒
や
、
冬
期
間
の
み
通
学

が
不
便
に
な
る
生
徒
も
寄
宿
し
て
い
る
。
現
在
は
男
子
二
一
名
、
女
子
二
名
が
寄

宿
し
て
い
る
。

寮
で
の
生
活
は
寮
則
や
寮
生
心
得
を
も
と
に
、
専
任
舎
監
の
坂
下
貞
雄
先
生
や

給
食
員
中
村
さ
ん
、
学
校
舎
監
の
先
生
方
の
指
導
の
下
、
朝
夜
の
点
呼
を
始
め
と

す
る
規
則
正
し
い
生
活
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
員
で
の
清
掃
活
動
や
給
食
当
番

な
ど
の
自
治
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

寮
の
行
事
と
し
て
は
、
四
月
に
は
新
入
寮
生
を
迎
え
る
入
寮
式
、
三
月
に
は
卒

業
生
を
送
る
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
を
行
い
、
寮
生
全
員
で
和
や
か
な
雰
囲
気
で
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
校
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
学
高
校
と

の
交
流
が
あ
り
、
隔
年
で
本
校
で
の
学
習
を
学
び
に
来
る
。
そ
の
際
に
修
明
寮
に

留
学
生
を
受
け
入
れ
生
活
を
共
に
し
て
い
る
。
受
け
入
れ
前
日
に
は
、
前
年
度
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
留
学
し
た
生
徒
も
交
え
、
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
を
行
い
、
受
け
入
れ

体
制
の
よ
い
き
っ
か
け
作
り
と
な
っ
て
い
る
。
農
文
祭
で
は
ブ
ー
ス
を
設
け
、
生

活
の
様
子
な
ど
を
展
示
し
、
修
明
寮
の
広
報
の
場
と
し
て
い
る
。

寮
生
を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
月
に
一
度
修
明
寮
関
係

者
会
議
を
実
施
し
て
い
る
。
寮
生
の
確
認
や
舎
監
割
り
出
し
の
確
認
、
生
徒
指
導

や
保
健
・
給
食
面
で
の
情
報
交
換
、
備
品
や
修
理
等
の
管
理
面
や
会
計
等
の
こ
と

に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

大
変
豊
か
に
な
っ
て
い
る
近
年
に
お
い
て
、
寮
で
規
則
を
守
り
規
則
正
し
く
集

団
生
活
を
す
る
こ
と
は
、
心
身
と
も
に
大
き
く
成
長
し
自
立
し
て
い
こ
う
と
す
る

高
校
生
に
と
っ
て
、
大
切
な
経
験
だ
と
思
う
。
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
こ
と
に

責
任
と
誇
り
を
持
っ
て
生
徒
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
い
こ
う
と
思
う
。

平成２４年度／１６年度 利用数比較
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七

学
校
評
価

�

実
施
ま
で
の
経
緯

平
成
一
九
年
六
月
、
学
校
教
育
法
第
四
二
条
に
「
学
校
評
価
に
関
す
る
規
定
」

が
定
め
ら
れ
、
す
べ
て
の
学
校
に
自
己
評
価
、
学
校
関
係
者
評
価
の
実
施
と
公
表
、

報
告
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

背
景
は
、
「
学
校
週
五
日
制
」
の
下
、
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
「
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
」
や
「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
に
は
、
学
校
が
説

明
責
任
を
果
た
す
必
要
が
あ
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
教
職
員
自
ら
が
日
々

の
教
育
活
動
を
点
検
・
評
価
し
、
改
善
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

実
は
平
成
一
九
年
の
義
務
化
よ
り
五
年
前
の
平
成
一
四
年
、
文
部
科
学
省
は
「
小

・
中
学
校
設
置
基
準
の
設
置
、
高
等
学
校
設
置
基
準
の
一
部
改
正
」を
行
い
、「
各

学
校
が
教
育
活
動
そ
の
他
の
学
校
運
営
の
状
況
を
自
己
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
公

表
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
」
と
、
努
力
義
務
を
課
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
福
井
県
教
育
委
員
会
は
、
義
務
化
前
年
度
の
平
成
一

八
年
度
と
一
九
年
度
の
二
年
間
、
学
校
評
価
モ
デ
ル
校
三
一
校
を
県
内
小
中
高
校

か
ら
指
定
、
全
校
種
本
格
実
施
に
向
け
て
準
備
作
業
に
入
っ
た
。
本
校
も
高
校
の

評
価
モ
デ
ル
校
一
〇
校
の
一
つ
に
選
ば
れ
、
学
校
評
価
に
つ
い
て
検
討
、
試
行
が

行
わ
れ
た
。

�

学
校
評
価
の
流
れ

学
校
評
価
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
行
わ
れ
、
先
ず
学
校
経
営
方
針
を
立
て

る
Ｐ
「
計
画
」
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
計
画
書
を
「
ス
ク
ー
ル
プ
ラ
ン
」
と
呼
び
、

校
訓
、
教
育
目
標
、
重
点
目
標
、
具
体
的
取
組
が
体
系
的
に
記
載
さ
れ
る
。
重
点

目
標
の
項
目
は
、
各
学
校
が
必
ず
取
り
組
む
と
さ
れ
て
い
る
「
学
習
指
導
」「
生
徒

指
導
」「
進
路
指
導
」
の
共
通
項
目
と
、
学
校
の
実
情
に
合
わ
せ
て
学
校
が
独
自
に

設
定
す
る
独
自
項
目
と
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
ス
ク
ー
ル
プ
ラ
ン
作
成
と
合
わ

せ
て
、
「
学
校
評
価
総
合
シ
ー
ト
」
が
作
ら
れ
る
。
こ
の
シ
ー
ト
は
「
評
価
の
観

点
」「
目
標
指
数
」「
判
断
基
準
」「
判
定
基
準
」
か
ら
な
っ
て
お
り
、
判
断
基
準
は
後

の
Ｃ
（
評
価
）
段
階
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
使
用
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
目
標
設
定
は
年
度
始
め
で
行
わ
れ
、
次
の
Ｄ
「
教
育
活
動
」
が
一
年

間
展
開
さ
れ
る
。

Ｃ
「
評
価
」
は
、
「
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」、「
学
校
自
己
評
価
」、「
学
校
関
係
者

評
価
」
で
行
わ
れ
る
。
計
画
段
階
の
学
校
評
価
総
合
シ
ー
ト
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
、

生
徒
、
保
護
者
、
教
員
に
対
し
て
重
点
項
目
ご
と
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
取
り
ま

と
め
る
。
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
学
校
が
自
己
評
価
を
行
い
、
次
年
度
へ

の
改
善
・
向
上
策
を
記
し
た
「
学
校
評
価
書
」
を
作
成
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
「
学

校
評
価
書
」
や
学
校
教
職
員
か
ら
の
聞
き
取
り
な
ど
か
ら
、
学
校
関
係
者
に
よ
る

評
価
が
行
わ
れ
る
。
学
校
関
係
者
は
、
保
護
者
、
地
域
住
民
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ

る
。学

校
自
己
評
価
や
学
校
関
係
者
評
価
は
、
次
年
度
の
計
画
立
案
に
活
か
さ
れ
る

と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
、
県
教
育
委
員
会
に
報
告
さ
れ
る
。

�

本
校
の
学
校
評
価

本
校
は
、
平
成
一
八
、
一
九
年
度
の
二
年
間
、
学
校
評
価
モ
デ
ル
校
に
指
定
さ

れ
、
二
年
間
の
試
行
期
間
を
経
て
平
成
二
〇
年
度
か
ら
本
格
的
に
実
施
し
て
い
る
。

本
校
の
重
点
項
目
は
、
共
通
項
目
の
他
、
各
部
、
各
学
科
、
各
学
年
等
合
わ
せ

て
一
五
項
目
に
及
び
、
他
の
学
校
の
六
〜
八
項
目
と
比
べ
て
二
倍
と
な
っ
て
お
り
、

全
校
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
は
各
重

点
項
目
毎
に
、
教
職
員
回
答
は
取
組
指
標
、
生
徒
回
答
は
成
果
指
標
、
保
護
者
回

答
は
満
足
度
指
標
と
し
て
と
ら
え
、
判
断
基
準
を
Ａ
〜
Ｄ
の
四
段
階
で
示
し
て
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
結
果
の
判
定
は
ア
ン
ケ
ー
ト
で
Ａ（
大
変
満
足
し
て
い
る
。）
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及
び
Ｂ
（
だ
い
た
い
満
足
し
て
い
る
。）と
答
え
た
人
数
の
割
合
で
行
い
、
Ａ
＋
Ｂ

の
回
答
が
八
〇
％
越
え
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

学
校
関
係
者
評
価
委
員
は
、
啓
蒙
公
民
館
長
、
農
友
会
事
務
局
長
、
元
福
井
農

林
高
校
校
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
お
願
い
し
、
学
校
行
事
等
へ
の
参
加
を
い
た
だ
き

な
が
ら
的
確
で
示
唆
に
富
ん
だ
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

�

評
価
の
結
果

評
価
の
結
果
に
つ
い
て
、
共
通
項
目
の
一
つ
で
あ
る
学
習
指
導
を
例
に
見
て
み

る
。
重
点
目
標
は
「
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
」
で
、
そ
れ
に
対
す
る
具
体
的

取
組
は
「
分
か
る
授
業
の
推
進
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
評
価
の
観
点
と
し
て
、
教

員
は
、
「
自
主
補
助
教
材
等
を
作
成
し
た
り
授
業
内
容
を
工
夫
し
て
い
る
か
」
で
、

生
徒
は
、
「
授
業
が
理
解
で
き
て
い
る
か
」、保
護
者
は
、
「
本
校
の
授
業
に
満
足

し
て
い
る
か
」
で
評
価
し
て
も
ら
う
。
そ
の
判
断
基
準
は
、
教
員
は
工
夫
し
た
授

業
実
施
率
が
、
Ａ
が
七
五
％
以
上
、
Ｂ
が
七
五
％
〜
五
〇
％
、
Ｃ
が
五
〇
％
〜
二

五
％
、
Ｄ
が
二
五
％
未
満
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
も
ら
う
。
生
徒
は
、
授

業
が
理
解
で
き
た
割
合
が
、
Ａ
が
七
五
％
以
上
理
解
、
Ｂ
が
七
五
％
〜
五
〇
％
、

Ｃ
が
五
〇
％
〜
二
五
％
、
Ｄ
が
二
五
％
未
満
を
判
断
基
準
に
回
答
、
保
護
者
は
子

ど
も
の
理
解
度
に
、
Ａ
が
満
足
し
て
い
る
、
Ｂ
が
大
体
満
足
し
て
い
る
、
Ｃ
が
あ

ま
り
理
解
し
て
い
な
い
の
で
不
満
足
、
Ｄ
が
殆
ど
理
解
し
て
い
な
い
の
で
不
満
足
、

で
判
断
し
て
も
ら
う
。
平
成
二
三
年
度
の
結
果
で
は
、
Ａ
ま
た
は
Ｂ
で
答
え
た
割

合
が
、
教
員
は
一
〇
〇
％
、
生
徒
は
七
一
・
七
％
、
保
護
者
は
九
〇
・
一
％
と
な

っ
て
い
る
。
目
標
指
数
は
い
ず
れ
も
八
〇
％
な
の
で
、
生
徒
の
理
解
度
が
目
標
に

達
し
て
お
ら
ず
、
結
果
の
判
定
と
し
て
は
要
改
善
で
生
徒
の
授
業
理
解
度
に
つ
い

て
次
年
度
へ
の
改
善
向
上
策
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
こ
の
よ
う
な
形
で
、
他
の
二
〇
の
具
体
的
取
組
に
対
し
て
も
、
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
か
ら
判
定
が
出
て
評
価
さ
れ
て
い
く
。
目
標
指
数
で
取
組
全
体
を
概
観

す
る
と
、
生
徒
の
Ａ
＋
Ｂ
の
割
合
の
平
均
値
は
、
七
八
・
五
％
で
目
標
指
数
に
達

し
て
い
な
い
が
、
教
職
員
、
保
護
者
の
平
均
値
は
生
徒
よ
り
高
く
九
〇
％
近
く
に

な
っ
て
お
り
、
か
つ
す
べ
て
の
項
目
で
目
標
指
数
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
。
生
徒
の

結
果
で
目
標
指
数
の
八
〇
％
に
達
し
て
い
な
い
の
は
、
授
業
の
理
解
度
、
図
書
関

係
の
本
の
貸
し
出
し
利
用
、
図
書
館
利
用
や
保
護
者
へ
の
情
報
提
供
な
ど
で
、
毎

回
目
標
を
下
回
っ
て
い
る
。

学
校
評
価
は
、
平
成
二
〇
年
度
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
五
年
目
が
過
ぎ
た
。
学
校

評
価
の
目
的
は
、
教
育
の
成
果
を
確
か
め
学
校
と
し
て
組
織
的
・
継
続
的
改
善
を

図
る
こ
と
、
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
で
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
協
力
を
得

る
こ
と
、
の
二
つ
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
目
標
の
か
な
う
学
校
評
価
に
な
っ
て
い

る
か
点
検
す
る
必
要
が
あ
る
。
目
標
に
対
し
て
評
価
項
目
・
評
価
基
準
が
適
切
か
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
実
態
を
反
映
し
て
い
る
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
次
年

度
の
工
夫
、
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
な
ど
、
見
直
す
べ
き
課
題
も
多
い
。
中

で
も
、
こ
の
学
校
評
価
の
鍵
を
握
る
の
は
、
先
生
方
の
自
己
診
断
能
力
で
あ
る
。

個
々
の
教
員
が
自
分
の
実
践
を
ふ
り
返
る
、
組
織
の
一
員
と
し
て
自
校
の
組
織
の

在
り
方
を
見
つ
め
る
、
こ
う
し
た
こ
と
が
で
き
て
教
育
は
改
善
さ
れ
て
い
く
。
平

成
二
二
年
に
改
訂
さ
れ
た
文
部
科
学
省
の
学
校
評
価
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
こ

れ
ら
の
評
価
に
加
え
て
第
三
者
評
価
の
項
目
が
登
場
し
て
い
る
。
学
校
関
係
者
評

価
も
第
三
者
評
価
も
帰
す
る
所
は
、
教
職
員
が
そ
れ
ら
を
参
考
に
如
何
に
評
価
を

自
分
の
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
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学校評価アンケート結果年度比較表（Ａ＋Ｂの割合％）
具体的取組 評価の観点 回答者 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 備考

わかる授業の推進
授業を工夫している 教員 ８３．７ ９５．６ ９４．７ １００ ９７．４

教
務授業が理解できている 生徒 ６７．７ ７２．１ ７６．６ ７１．７ ８０．５

授業に満足しいる 保護者 ９４．９ ８４．２ ８２．７ ９０．１ ９０．８

挨拶の推進
挨拶指導をしている 教 員 ９８ ９０．７ ９７．５ １００ １００

生
徒
指
導

挨拶をしている 生 徒 ７９．１ ８２．６ ８６．４ ８７ ９１
子どもが挨拶している 保護者 ８８．５ ８９．５ ８９ ８８．７ ８８．７

規範意識の醸成
規則指導をしている 教 員 ９７．５ １００ １００
ルールを守っている 生 徒 ８８．７ ８９．０ ９３．０
子どもがルールを守っている 保護者 ８８．５ ８７．０ ８９．０

キャリア教育の推進
キャリア教育を実践している 教 員 ６５．９ ８４．６ ８８．９ ８３．３ ９１．９ 進

路
指
導

進路に関心や目標を持つ 生 徒 ７７ ７６．７ ８６．９ ７８ ７８．４
子どもと進路を話し合う 保護者 ８４．１ ８３．３ ８０．２ ７９．７ ７９．３

図書館利用
図書館を授業等で利用する 教 員 ７３．９ ７０ ７３．７ ８０ ７９．５

図
書利用した本の冊数 生 徒 ２２．５ ２９ ２２．４ ２３．５ ２６．６

図書館行事、施設に満足している 生 徒 ４７．２ ５５．６ ５６．３ ５０．５ ６８．９

掃除活動
清掃監督に行った 教 員 ７６．２ ８８．９ ８９．７ ９５．１ １００

保
健

清掃に取り組んだ 生 徒 ７８．８ ８４．４ ８３．９ ８６．８ ９１．２
環境美化が行き届いている 保護者 ８６．７ ９５．４ ９３．９ ９５．８ ９５．２

ゴミ分別
分別の指導をしている 教 員 ７４．４ ８６．７ ９０ ８２．９ ８５．７
分別のやり方を理解している 生 徒 ８６．３ ９０ ９４．５ ９０ ９４．５
分別している 生 徒 ８２．４ ８３．８ ９１．５ ９１．５ ９３．２

配布物
保護者に情報提供している 教 員 ９０．２ ７５．６ ７３．７ ６４．１ ８２．１

庶
務

配布物を保護者に渡している 生 徒 ６０．９ ７１．５ ７１．８ ７２．３ ７７．２
配布物やホームページを読んでいる 保護者 ７６．３ ８８．７ ８１．３ ８４．１ ８１．５

安 全
防災、安全を意識させている 教 員 ９３．３ ９２．３ ９２．５ ８５．７
防災、安全に気をつけている 生 徒 ５７．７ ６５．５ ６９ ７５．１

農業学習
プロジェクトや資格取得指導を行っている 教 員 ８０．６ ７２．７ ９３．８ ７８．９

実
習

資格取得や実習に取り組んだ 生 徒 ７３．５ ７１．９ ７８．３ ８０．２
農業教育に満足している 保護者 ９６．８ ９５．６ ９７．４ ９７．１

地域交流
地域、産業界連携に取り組んだ 教 員 ７１．８ ７８．８ ８２．４ ６３．２
地域と交流できた 生 徒 ５１．５ ５５．５ ５５．６ ７０．７
地域交流、産業界連携の取組に満足している 保護者 ９７ ９７．５ ９８．７ ９７．３

基礎的な知識と
技術の習得

意識して指導している 教 員 ９２．９ ８３．３ ８８．９ １００ ９０．９
生
物専門学習に意欲的に取り組む 生 徒 ８４．８ ８５．４ ９６．９ ８５．３ ９０．４

子どもが楽しく取り組んでいる 保護者 ７１．６ ８８．６ ９４．３ ９５．１ ９７．０

資格取得
資格取得の学習指導をしている 教 員 ８０ １００ ８３．３ １００ １００

工
学資格取得の専門知識を理解できた 生 徒 ９０．１ ８７．５ ８７．５ ８３ ８７．９

子どもが資格取得に取り組んだ 保護者 ７５ ８２．１ ８０．５ ７８．３ ７５．３

地域連携
生活に生かせる授業に取り組む 教 員 １００ ８３．３ １００ １００ １００

生
活専門学習に努力した 生 徒 ８８．５ ８９．８ ８８．１ ９１．３ ９４．２

子どもの専門学習に満足している 保護者 ８０．７ ９２．３ ８９．１ ８９．５ ９３．５

資格取得
資格取得の学習指導をしている 教 員 ７０ ８５．７ ７７．８ ５０ ８７．５

流
通資格取得に取り組んだ 生 徒 ８５．４ ８３．８ ８１．６ ８９．１ ９１．１

子どもの結果に満足している 保護者 ８８．３ ８８．４ ８５．６ ８６ ８８．７

学習習慣
試験前学習会で学習させる 教 員 １００ １００ １００ ８８．９

１
学
年

試験前に学習した 生 徒 ８１．４ ７６．５ ８０．９ ８０．６
子どもが家庭学習をするようになった 保護者 ７０．６ ５９．８ ６５．９ ７０

基本的生活
時間を厳守する指導をしている 教 員 ９０．９ １００ １００ ８７．５ １００
時間を厳守している 生 徒 ９１．２ ８７．６ ９６．２ ９２．６ ９５．７
子どもが遅刻せず登校している 保護者 ９２．２ ９０．２ ９６ ９３．９ ８９．８

進路意識
進路目標を明確にする指導をしている 教 員 ８８．９ １００ １００ ８０ ２

学
年

進路を意識した生活をした 生 徒 ９１ ８５．６ ８３．８ ９４．７
子どもはインターンシップなど進路学習に取り組んだ 保護者 ８４．９ ９１．６ ８４．８ ８５．７

進路実現
適性を考えた指導をした 教 員 ８３．３ ９０．９ ８７．５ １００ １００

３
学
年

進路決定に意欲的に取り組む 生 徒 ８４．４ ８６．２ ９０．２ ９０．２ ８８．６
子どもの進路に満足している 保護者 ９４．４ ９４．６ ９５．２ ９３．４ ９２．４

行事への取組
行事に意欲的に取り組むよう指導した 教 員 ９３．３ ９０．９ ８８．９ １００ ９０
行事に積極的に取り組んだ 生 徒 ８３．２ ９４ ９１．７ ９２．４ ９６．８
行事は成功しているか 保護者 ９５．４ ９１．７ ９４．４ ９５．１ ９６．６

全体平均値 ８１．２ ８３．８ ８５．０ ８５．５ ８７．３
教員平均値 ８３．８ ８７．４ ８８．８ ９０．６ ９０．１
生徒平均値 ７６．６ ７６．２ ７９．１ ７８．５ ８３．１
保護者平均値 ８５．１ ８８．５ ８７．３ ８８．１ ８８．６

―８８―



八

制
服
改
定

�

改
定
の
背
景

本
校
は
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
農
業
の
専
門
高
校
と
し
て
平
成
二
五
年
に
創
立
一

二
〇
年
を
迎
え
た
。
こ
の
記
念
と
し
て
平
成
一
二
年
の
導
入
以
来
一
度
の
見
直
し

も
な
か
っ
た
制
服
の
改
定
案
が
持
ち
上
が
っ
た
。

ま
た
、
平
成
二
一
年
三
月
に
教
育
委
員
会
が
発
表
し
た
「
県
立
高
等
学
校
再
編

整
備
計
画
」
に
基
づ
い
て
県
立
高
校
の
再
編
が
開
始
さ
れ
、
平
成
二
四
年
三
月
に

は
「
第
二
次
実
施
計
画
」
の
決
定
に
よ
り
、
本
校
が
県
内
で
唯
一
の
農
業
単
独
の

専
門
高
校
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
創
立
一
二
〇
年
と
い
う
歴
史
と
伝
統
を
持
ち
、
県
内
唯
一
の
農

業
単
独
の
専
門
高
校
と
し
て
益
々
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
一
四
年
ぶ
り
に
制
服

の
全
面
改
定
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

�

改
定
の
経
緯

平
成
二
四
年
一
一
月
に
「
制
服
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
制
服
の
改
定
作
業
に

着
手
し
た
。
委
員
会
は
平
成
二
六
年
度
入
学
生
か
ら
導
入
す
る
制
服
の
改
定
案
作

成
を
目
的
と
し
、
教
頭
を
委
員
長
に
各
学
年
会
代
表
、
家
庭
科
代
表
、
生
徒
指
導

部
主
任
、
生
徒
会
担
当
、
生
徒
指
導
部
風
紀
担
当
を
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し
た
。
組

織
す
る
に
あ
た
っ
て
、
生
徒
、
保
護
者
及
び
教
職
員
へ
の
周
知
が
徹
底
す
る
こ
と

と
意
見
の
集
約
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
配
慮
し
た
。

改
定
手
順
と
し
て
は
改
定
の
方
針
を
決
め
、
そ
れ
に
沿
っ
て
業
者
を
決
め
る
。

そ
の
後
、
業
者
と
打
合
せ
を
繰
り
返
し
な
が
ら
新
制
服
を
完
成
さ
せ
る
方
式
を
採

る
こ
と
と
し
た
。

改
定
方
針
を
決
め
る
た
め
に
、
一
一
月
に
近
年
の
制
服
事
情
を
調
査
す
る
目
的

で
制
服
展
示
会
を
視
察
し
た
。
ま
た
、
一
二
月
に
は
新
制
服
へ
の
要
望
と
現
在
使

用
し
て
い
る
制
服
の
改
善
点
を
把
握
す
る
目
的
で
生
徒
、
保
護
者
、
教
員
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
し
て
、
視
察
結
果
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

基
づ
い
て
委
員
会
で
五
回
に
わ
た
る
協
議
に
よ
り
改
定
方
針
を
ま
と
め
、
平
成
二

五
年
一
月
と
三
月
の
職
員
会
議
で
審
議
の
上
承
認
を
得
た
。

納
入
業
者
の
決
定
に
際
し
て
は
、
制
服
委
員
、
事
務
長
、
保
護
者
代
表
で
構
成

さ
れ
る
「
業
者
選
定
委
員
会
」
を
組
織
し
、
平
成
二
五
年
四
月
に
参
入
を
希
望
す

る
業
者
に
対
し
て
改
定
方
針
を
説
明
し
、
五
月
末
日
ま
で
に
企
画
書
の
提
出
、
一

週
間
後
に
試
作
品
を
用
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
を
開
催
し
た
。

業
者
決
定
後
は
、
試
作
品
を
見
な
が
ら
、
業
者
を
交
え
て
一
〇
月
中
旬
ま
で
に

六
回
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催
し
、
デ
ザ
イ
ン
性
、
機
能
性
、
指
導
の
し
や
す
さ

な
ど
を
中
心
に
細
部
の
詰
め
を
行
っ
た
。
そ
の
間
、
七
月
、
八
月
、
一
〇
月
の
職

員
会
議
で
経
過
報
告
、
審
議
を
行
い
、
八
月
の
中
学
生
体
験
入
学
、
一
〇
月
の
オ

ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
で
は
中
学
生
及
び
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
改
定
途
中
の
制
服
を

披
露
し
た
。

一
一
月
二
日
の
一
二
〇
周
年
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
生
徒
に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
を
行
い
正
式
発
表
の
場
と
し
た
。
さ
ら
に
、
広
く
周
知
す
る
た
め
に

一
一
月
八
日
に
は
新
聞
発
表
を
行
っ
た
。

�

新
制
服
の
特
徴

新
制
服
は
伝
統
あ
る
農
業
の
専
門
高
校
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
生
徒
が
着
た
い
、

保
護
者
が
着
せ
た
い
、
ま
た
、
教
職
員
が
指
導
し
や
す
い
本
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
制

服
に
な
っ
て
い
る
。

改
定
の
特
徴
は
ネ
ク
タ
イ
・
リ
ボ
ン
で
胸
元
を
強
調
し
て
い
る
点
と
、
衣
替
え

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
冬
服
と
夏
服
の
着
用
時
期
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
こ
と

で
あ
る
。

―８９―



ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
肩
幅
と
着
丈
を
黄
金
比
率
と
し
、
二
つ
ボ
タ
ン
の
シ
ン
グ
ル
と

し
た
。
福
井
県
内
初
と
な
る
深
み
の
あ
る
「
ダ
ー
ク
ブ
ラ
ウ
ン
」
を
取
り
入
れ
、

胸
元
の
ワ
ッ
ペ
ン
に
校
章
を
入
れ
る
こ
と
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
を
高
め
て
あ
る
。
ま

た
、
素
材
に
は
家
庭
で
洗
濯
が
で
き
る
も
の
を
用
い
た
。

ス
カ
ー
ト
は
チ
ェ
ッ
ク
柄
で
、
優
し
さ
が
あ
り
、
可
愛
ら
し
い
印
象
を
与
え
る

よ
う
、
生
徒
に
人
気
の
あ
る
ピ
ン
ク
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

男
子
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
は
チ
ェ
ッ
ク
柄
で
そ
の
中
に
エ
ン
ジ
の
ラ
イ
ン
を
取
り
入

れ
て
い
る
。

シ
ャ
ツ
は
動
き
や
す
く
、
家
庭
で
の
手
入
れ
が
簡
単
な
新
素
材
の
ニ
ッ
ト
シ
ャ

ツ
を
採
用
し
た
。
シ
ャ
ツ
の
色
は
白
と
し
た
が
、
従
来
の
シ
ャ
ツ
に
比
べ
透
け
防

止
に
も
優
れ
て
い
る
。
胸
元
に
は
県
の
花
「
水
仙
」
と
本
校
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
「
Ｆ

Ｎ
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
刺
繍
が
施
し
て
あ
る
。
な
お
、
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
の
ボ
タ
ン
、
ス
カ
ー
ト
の
裾
に
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
施
し
て
あ
る
。

女
子
の
リ
ボ
ン
は
ペ
ー
ル
ト
ー
ン
の
淡
い
ピ
ン
ク
で
、
福
井
市
の
花
「
あ
じ
さ

い
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
男
子
の
ネ
ク
タ
イ
に
は
凛
々
し
い
青

色
を
入
れ
、
男
女
の
統
一
感
、
爽
や
か
な
デ
ザ
イ
ン
に
し
て
あ
る
。
ネ
ク
タ
イ
、

リ
ボ
ン
は
ワ
ン
タ
ッ
チ
の
金
具
で
つ
け
ら
れ
る
タ
イ
プ
に
し
て
あ
る
。

夏
シ
ャ
ツ
は
、
白
の
ニ
ッ
ト
シ
ャ
ツ
で
、
形
は
半
袖
オ
ー
バ
ー
型
と
し
、
第
一

ボ
タ
ン
を
つ
け
な
い
形
で
あ
る
。

オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
「
セ
ー
タ
ー
」（
男
女
と
も
に
グ
レ
ー
、
胸
に
は
本
校
オ
リ

ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
刺
繍
）
と
夏
用
ズ
ボ
ン
・
ス
カ
ー
ト
（
冬
と
同
じ
デ
ザ
イ
ン
）

を
用
意
し
た
。

�

お
わ
り
に

本
稿
を
書
い
て
い
る
時
点
で
は
ど
う
に
か
制
服
が
決
定
し
た
だ
け
で
あ
る
。
こ

れ
か
ら
委
員
会
で
の
協
議
内
容
を
着
用
方
法
に
移
し
、
二
六
年
度
入
学
生
か
ら
き

れ
い
な
着
こ
な
し
が
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
新
し
い
制
服
が
広
く
県
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
末
永
く
こ

の
制
服
を
本
校
の
象
徴
と
し
て
誇
り
を
持
っ
て
着
用
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

―９０―



一

地
域
と
の
交
流

�

ふ
れ
あ
い
マ
ー
ト

平
成
四
年
の
学
科
再
編
に
よ
り
現
在
の
生
物
生
産
科
、
環
境
工
学
科
、
生
活
科

学
科
、
生
産
流
通
科
の
四
学
科
が
誕
生
し
、
第
二
教
棟
・
第
三
教
棟
や
農
業
実
習

棟
、
農
友
会
館
な
ど
の
施
設
が
新
規
に
建
設
さ
れ
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
で
改
修

さ
れ
た
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
ふ
れ
あ
い
農
園
の
開
園
と
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ト
が
開
設

し
た
。
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ト
は
主
に
生
産
流
通
科
の
生
徒
が
学
校
の
商
品
を
地
域
の

方
に
「
販
売
実
践
」
す
る
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
実
践
の
た
め

に
農
業
科
目
の
「
農
業
経
済
」
だ
け
で
な
く
「
簿
記
」「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
商
品

と
流
通
」
な
ど
商
業
科
目
を
多
く
教
育
課
程
に
取
り
入
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら

の
科
目
の
習
得
に
よ
り
、
農
産
物
流
通
を
は
じ
め
社
会
の
サ
ー
ビ
ス
化
に
幅
広
く

対
応
で
き
る
産
業
人
の
育
成
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。
在
学
中
に
は
実
践
の
ス

キ
ル
を
高
め
る
た
め
に
販
売
士
や
簿
記
検
定
・
各
種
情
報
検
定
の
資
格
が
取
得
で

き
る
よ
う
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ふ
れ
あ
い

マ
ー
ト
は
毎
週
火
曜
日
の
午
後
二
時
か
ら
三
時

ま
で
を
開
店
時
間
と
し
て
い
る
。
三
年
生
が
生

産
流
通
科
に
お
け
る
学
習
の
集
大
成
と
し
て
販

売
に
当
た
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
準
備
と
し
て
、

午
前
中
（
三
・
四
限
目
）
に
二
年
生
が
生
産
物

や
加
工
品
の
計
量
・
袋
詰
め
・
バ
ー
コ
ー
ド
貼

付
な
ど
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
一
、
二
年
次

に
お
け
る
「
農
業
科
学
基
礎
（
農
業
と
環
境
）」

や
「
草
花
」「
野
菜
」
な
ど
の
基
礎
科
目
に
お
け

る
知
識
技
術
を
修
得
し
た
上
で
の
実
践
授
業

で
あ
り
、
こ
の
マ
ー
ト
運
営
に
携
わ
り
た
い

の
で
入
学
を
決
意
し
た
と
い
う
生
徒
も
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
生
産
流
通
科
の
学
習
に

お
い
て
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ト
の
重
要
性
が
一
層

高
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
開
設
当
初
と
異
な
り
、
ふ
れ
あ

い
マ
ー
ト
を
巡
る
周
囲
の
環
境
は
厳
し
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
第
一
の
原
因
は
、
Ｊ

Ａ
の
農
産
物
直
売
所
や
民
間
の
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
が
近
隣
に
多
く
開
店
を
し
た
こ
と

で
あ
る
。
来
店
者
数
は
店
舗
の
開
店
以
来
減

少
傾
向
が
続
い
て
き
て
い
る
。
来
店
者
が
少

な
く
な
る
と
マ
ー
ト
の
活
気
が
な
く
な
っ
て

生
徒
の
学
習
意
欲
を
削
ぐ
こ
と
に
も
な
り
か

ね
な
い
。
他
店
舗
と
の
差
別
化
を
図
っ
て
運

営
を
行
う
必
要
性
を
感
じ
る
。
新
鮮
さ
や
価

格
は
も
ち
ろ
ん
、
棚
に
並
べ
る
商
品
の
種
類

や
接
客
な
ど
の
改
善
を
行
っ
て
顧
客
満
足
度

を
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二

に
国
内
に
食
の
安
全
性
に
対
す
る
危
機
感
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
食
品
偽
装
や

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
脅
威
が
あ
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

や
食
品
表
示
の
義
務
化
な
ど
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
食
品
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

第
二
節

農

業

教

育
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平成２４年度ふれあいマート部門別販売品目

２月

キャベツ
ブロッコリー
サニーレタス

サイネリア
プリムラ

卵（赤）

大豆
朝紫
ハトムギ

生シイタケ
越前カンタケ
ホウレン草

ベジかけ
リンゴジャム

福農味噌

ナス
赤ズキ
ジャガイモ
ネギ

１２月

ハクサイ
ダイコン
キャベツ
ブロッコリー
カブ
つまみ菜
しょうが
唐辛子

花束
パンジー
ビオラ
シクラメン

卵（白）

コシヒカリ
イクヒカリ
アキダワラ
あきさかり
お米プチセット
朝紫
鞍掛浸し豆
黒小豆
大豆
ジャンボ落花生

生シイタケ
ゆず
ネギ

ベジかけ
うららのドレッシング
リンゴジャム

奈良漬け
リンゴジャム
ヘチマたわし
ヘチマ水
節約石鹸
福農味噌

トマト

小松菜

キャベツ
ニンジン
タマネギ
じゃがいも
カレーセット

甘柿

１１月

ハクサイ・ダイコン
キャベツ・ゴボウ
ニンジン
ブロッコリー
キュウリ
生しいたけ
じゃがいも
ネギ・タマネギ
さといも・しょうが
つまみ菜・ナス
ピーマン・ピー太郎
シシトウ・伏見甘長
ホウレン草
小松菜・山芋
サラダホウレン草
スティックブロッコリー
カブ
ペチュニア
ベゴニア
石竹・プリムラ
カランコエ
ガーベラ・水仙
ポットマム
ミニバラ
モミジハゼラニューム
ハツユキカズラ
ゴールドクレスト
ポインセチア
プリンセチア
ラベンダー
オリヅルラン
ハナキリン
サボテン
寄せ植え
パンジー・ビオラ
葉ボタン・切り花
シャコバサボテン
ハオルチア
サボテン鉢
卵（白・赤）
豚肉ハム
安納芋
パープルスウィート
シモン
ジャンボ落花生
大豆・朝紫
コシヒカリ
イクヒカリ
あきさかり
あきだわら
お米プチセット
黒小豆・鞍掛浸し豆
吊し柿
合わせ柿
リンゴ（青・赤）
甘柿

カブ・レタス
ブロッコリー
ほうれん草
長ナス・ネギ
タマネギ苗・甘柿
ベジかけ
うららのドレッシング
リンゴジャム
柿ジャム
ホウレン草クッキー
ホウレン草マフィン
ニンジンクッキー
ニンジンマフィン
節約石鹸
リンゴジャム
奈良漬け
トマト

水菜
小松菜

ニンジン
じゃがいも
ブロッコリー
キャベツ
カレーセット
タマネギ
生しいたけ
次郎柿

１０月

つまみ菜
ナス
伏見甘長
ピーマン
シシトウ
オクラ
インドネシアの豆
コドモピーマン
インドネシアのナス
新保ナス
サニーレタス
ショウガ
冷凍トウモロコシ
甘党美人
タマネギ苗
ダイコン
種子島紫
切り花
コモチラン
ハナキリン
ベゴニア

卵（赤）
鶏糞
コシヒカリ
イクヒカリ
あきさかり
アキダワラ
お米プチセット
枝豆
朝紫

姫リンゴ
合わせ柿
リンゴ

タマネギ
長ナス
ツルムラサキ

ベジかけ
うららのドレッシング

キュウリ
トマト

水菜
小松菜

ダイコン
ニンジン
じゃがいも
ブロッコリー
生しいたけ
キャベツ
カレーセット
パプリカ

９月

オクラ
新保ナス
つまみ菜
ピーマン
ナス
シシトウ
インドネシアのナス
甘党美人
伏見甘長

切り花
コモチラン
ベゴニア
ハナキリン
オリヅルラン
テーブルヤッシー

卵（赤）
鶏糞
じゃがいも
コシヒカリ
イクヒカリ
あきさかり
アキダワラ
お米プチセット

巨峰
藤稔
姫リンゴ
リンゴ

唐辛子
タマネギ
赤タマネギ
長ナス

ウメシロップ
うららのドレッシング
ベジかけ

キウイジャム
奈良漬け
シカクマメ

キュウリ
オクラ

水菜
小松菜

ダイコン
ニンジン
じゃがいも
ブロッコリー
生しいたけ
キャベツ

栗

８月

プリンスメロン
ガワズ瓜
クロ瓜
ミニトマト
新保ナス
オクラ
つまみ菜
トマト
キンカンウリ
シシトウ
コドモピーマン
ゴーヤ
ナス
伏見甘長
インドネシアの豆
ミディトマト
ピーマン
花束

卵（赤）
鶏糞
じゃがいも

桃
巨峰

唐辛子
タマネギ
赤タマネギ
キュウリ
トマト・長ナス
うららのドレッシング
ウメシロップ

キウイジャム

トマト
ゴーヤ
オクラ
キュウリ
水菜
小松菜

ダイコン
ニンジン
じゃがいも
ブロッコリー
生しいたけ
カレーセット
キャベツ

７月

つまみ菜
キュウリ
ナス
新保ナス
ピーマン
ミニトマト
伏見甘長
ズッキーニ
プリンスメロン
トマト
オクラ
シシトウ
シマウリ
インドネシアの豆

ヒマワリ
日々草
朝顔
トルコキキョウ

卵（赤）
鶏糞

生シイタケ

ホウレン草
タマネギ
赤タマネギ
キュウリ
唐辛子・ナス
うららのドレッシング
ウメシロップ

トマト
キュウリ
ゴーヤ

水菜
小松菜

ダイコン
ニンジン
ジャガイモ
ブロッコリー
バラエティセット
キャベツ

木田シソ
ミニトマト
すもも

６月

つまみ菜
カブ
ダイコン
キュウリ
ズッキーニ
ナス
トウモロコシ

コリウス
カンパニュラ
ジニア
日々草
インパチェンス

卵（赤）
鶏糞
大豆

ウメ

生シイタケ

ニラ
赤タマネギ
唐辛子
タマネギ

うららのドレッシング

トマト
インゲン
キュウリ

ホウレン草
小松菜
水菜

ダイコン
ニンジン
じゃがいも
タマネギ・ナス
ブロッコリー
カレーセット

ダイコン

５月

タカノツメ
インドネシア唐辛子
つまみ菜
カブ

ペチュニア

卵（赤）
鶏糞
大豆

ニラ

うららのドレッシング
ベジかけ

トマト
キュウリ

ホウレン草
小松菜

ダイコン
ニンジン
じゃがいも
タマネギ・ナス
ピーマン
ブロッコリー

山芋
キャベツ
カンパニュラ
千鳥草

野菜

草花

畜産

作物

果樹

環境
工学

第二
農場

生活
科学

生産
流通

五十嵐
農園

山田
農園

市場

その他
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ふ
れ
あ
い
マ
ー
ト
の
商
品
は
ほ
と
ん
ど
が
生
徒
の
実
習
生
産
品
な
の
で
安
心
安
全

な
の
は
当
た
り
前
だ
が
、
栽
培
の
過
程
や
具
体
的
な
調
理
加
工
の
方
法
を
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
で
安
心
し
て
購
入
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。生

徒
の
学
習
の
場
と
し
て
の
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ト
を
今
後
ま
す
ま
す
充
実
さ
せ
る

た
め
に
、
生
徒
が
自
主
的
に
マ
ー
ト
を
運
営
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
校
外
で

の
活
動
を
通
し
て
福
農
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ト
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
近
隣

店
に
は
な
い
品
揃
え
や
学
校
に
お
け
る
学
習
成
果
を
実
物
や
展
示
な
ど
で
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
、
地
産
地
消
や
伝
統
野
菜
な
ど
地
域
の
方
と
の
連
携
を
深
め
な

が
ら
健
康
長
寿
ふ
く
い
を
広
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

�

ふ
れ
あ
い
農
園

本
校
で
は
平
成
九
年
度
か
ら
畑
の
な
い
方
々
に
、
土
と
ふ
れ
あ
い
農
業
の
楽
し

さ
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
と
い
う
名
称
で
学
校
農
場

を
開
放
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
本
校
の
生
徒

と
の
交
流
や
農
林
高
校
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
目
的
の
一
つ
と
し
て
行
っ
て

い
る
。
今
、
ま
さ
に
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
「
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
」
を

目
指
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

開
園
の
年
か
ら
参
加
し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
の
方
や
土
に
触
れ
る
の
も
初
め
て
と

い
う
初
心
者
の
方
ま
で
、
夫
婦
、
親
子
、
孫
を
連
れ
て
と
か
、
お
友
達
と
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
農
園
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
の
中

か
ら
入
園
者
の
皆
さ
ん
の
感
想
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

土
と
い
え
ば
植
木
鉢
の
土
し
か
縁
の
な
か
っ
た
も
の
で
す
。
ふ
れ
あ
い
農
園

に
入
り
初
め
て
ス
コ
ッ
プ
と
鍬
で
畑
を
耕
し
て
、
農
作
業
の
大
変
さ
、
自
然
の

恵
み
、
命
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
「
街
の
人
は
か
わ
い
そ

う
や
、
農
薬
が
い
っ
ぱ
い
つ
い
て
い

る
野
菜
を
食
べ
て
い
る
」
と
農
家
の

人
が
言
っ
て
い
た
の
を
聞
い
て
い
て
、

無
農
薬
で
安
心
で
き
る
安
全
な
も
の

を
家
族
・
孫
た
ち
に
食
べ
さ
せ
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
虫
に
食
わ
れ
る
野

菜
は
お
い
し
い
ん
だ
な
と
思
い
な
が

ら
、
虫
は
長
靴
で
踏
み
つ
け
て
し
ま

い
ま
す
。

畑
の
ま
わ
り
の
野
鳥
や
蛙
、
雑
草

の
か
わ
い
い
花
、
農
園
に
来
る
と
い

つ
も
ほ
っ
と
し
ま
す
。
時
間
の
た
つ

の
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
作
物
の

成
長
を
見
る
楽
し
さ
、自
分
で
作
っ
た
も
の
を
食
べ
る
お
い
し
さ
、近
所
の
方
々

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
う
れ
し
さ
な
ど
、
野
菜
作
り
は
今
で
は
私
の
生
き
が
い
で

す
。

入
園
六
年
女
性

ふ
れ
あ
い
農
園
に
入
園
し
は
や
四
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
現
役
中
に
は
「
ふ

れ
あ
い
農
園
」
の
存
在
は
、
通
勤
途
中
で
見
か
け
て
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
興

味
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
退
職
後
、
野
菜
作
り
を
と
思
い
入
園
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

入
園
前
は
、
家
庭
菜
園
の
野
菜
に
は
虫
が
つ
い
た
り
し
て
、
あ
ま
り
あ
り
が

た
く
な
か
っ
た
で
す
が
、
無
農
薬
野
菜
、
有
機
肥
料
で
栽
培
し
た
野
菜
は
貴
重

で
、
自
家
消
費
を
減
ら
し
て
知
人
に
お
分
け
し
て
お
り
ま
す
。

春
に
土
地
の
耕
作
か
ら
始
ま
り
、
種
ま
き
、
手
入
れ
、
収
穫
等
一
年
掛
り
で
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の
作
業
で
す
が
、
自
然
の
大
切
さ
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
ふ
れ
あ
い

農
園
に
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

入
園
四
年
男
性

定
年
退
職
後
、
当
時
の
新
聞
で
ふ
れ
あ
い
農
園
の
募
集
記
事
を
見
つ
け
、
応

募
し
て
入
園
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
以
来
一
二
年
間
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が

無
か
っ
た
畑
の
作
業
を
体
験
し
、
貴
重
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

何
よ
り
の
収
穫
は
、
不
格
好
な
野
菜
で
も
自
分
の
手
で
土
か
ら
耕
し
、
苗
又
は

種
子
か
ら
育
て
た
安
全
、
安
心
の
も
の
を
食
す
る
喜
び
で
す
。

ふ
れ
あ
い
農
園
で
お
会
い
す
る
方
に
教
え
て
も
貰
い
な
が
ら
、
楽
し
く
耕
作

出
来
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

入
園
一
二
年
男
性

安
全
な
野
菜
を
食
べ
た
い
目
的
で
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
に
入
園
し
た
私
で
す

が
、
生
徒
さ
ん
の
笑
顔
と
大
き
な
声

で
の
「
こ
ん
に
ち
は
」
の
挨
拶
で
迎

え
ら
れ
、
マ
ナ
ー
の
大
切
さ
と
野
菜

作
り
の
難
し
さ
を
知
り
収
穫
の
う
れ

し
さ
、
楽
し
さ
が
あ
ふ
れ
る
毎
日
で

す
。
同
じ
目
的
を
持
っ
た
人
が
集
ま

る
の
で
仲
間
が
で
き
情
報
交
換
等
で

交
流
が
生
ま
れ
、
大
き
な
喜
び
が
私

を
迎
え
て
く
れ
、
得
る
も
の
が
多
い

で
す
。
そ
ん
な
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。入

園
三
年
男
性

無
農
薬
の
新
鮮
で
お
い
し
い
野
菜
を

作
っ
て
み
た
い
。
そ
う
思
っ
て
い
た
と

き
、
福
農
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
を
知
り

ま
し
た
。
入
園
し
て
八
年
に
な
り
ま
す
。

先
生
よ
り
野
菜
作
り
を
教
わ
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
農
作
業
の
用
具
な
ど
を
使
わ

せ
て
も
ら
え
る
な
ど
、
恵
ま
れ
た
環
境

の
も
と
、
土
と
親
し
み
自
然
と
ふ
れ
あ

っ
て
い
ま
す
。

家
族
そ
ろ
っ
て
土
を
起
こ
し
、
種
を

蒔
き
、
苗
を
植
え
る
。
そ
し
て
野
菜
の

成
長
を
見
守
り
な
が
ら
手
を
か
け
て
育

て
、
収
穫
を
楽
し
む
。
野
菜
作
り
は
子
育
て
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
入
園
さ
れ
て
い
る
方
々
と
交
流
を
深
め
、
収
穫
物
の
交
換
な
ど
を

し
た
り
し
て
、
菜
園
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
、
心
の
安
ら
ぎ
を
得
て
い
ま
す
。

入
園
八
年
男
性

友
達
と
二
〇
〇
九
年
か
ら
ふ
れ
あ
い
農
園
で
の
野
菜
づ
く
り
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
生
ま
れ
は
農
家
で
、
米
作
り
の
農
繁
期
に
は
手
伝
い
を
し
ま
し
た
が
、

野
菜
作
り
を
手
伝
っ
た
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
も
機
械
関
係
で
、
大
げ
さ

で
す
が
生
ま
れ
て
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。
本
を
買
い
少
し
勉
強
し
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
に
教
え
ら
れ
た
り
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
何
と
か
格
好
を
つ
け
、
い
ろ
い

ろ
苗
を
買
い
求
め
て
植
え
ま
し
た
。
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
に
喜
び
、
里
芋
は
収

穫
を
遅
ら
せ
た
た
め
、
ダ
ン
ゴ
ム
シ
に
半
分
ほ
ど
食
べ
ら
て
し
ま
い
ガ
ッ
カ
リ

し
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
、
今
年
で
五
年
目
で
す
が
、
進
歩
し
て
い
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
で
も
、
が
ん
ば
ろ
う
、
無
農
薬
で
、
お
い
し
い
野
菜
作
り
を
今
年
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も
目
指
そ
う
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

少
し
の
手
間
で
丈
夫
に
育
っ
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。
ふ
れ
あ
い
農
園
の
先

生
方
・
先
輩
方
が
丹
精
こ
め
た
畑
作
り
に
、
参
加
で
き
る
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。

入
園
五
年
男
性

福
井
の
伝
統
野
菜
で
あ
る
、
新
保
ナ
ス
を
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
、
「
福
農

ふ
れ
あ
い
農
園
」
に
入
園
し
ま
し
た
。
知
人
か
ら
も
ら
っ
た
苗
二
本
を
さ
っ
そ

く
定
植
し
、
我
流
で
肥
料
と
追
肥
を
し
な
が
ら
、
つ
や
つ
や
の
丸
ナ
ス
が
、
七
、

八
個
成
り
ま
し
た
。

煮
物
や
漬
け
物
に
し
て
食
べ
た
ら
お
い
し
か
っ
た
の
で
、
次
の
年
は
秋
な
す

用
と
し
て
種
を
蒔
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
か
ら
三
本
し
か
生
え
ず
「
難
し

い
」
そ
れ
を
定
植
で
き
る
大
き
さ
に
育
て
る
の
も
一
苦
労
、
実
っ
た
数
も
少
な

く
形
も
不
揃
い
で
、
い
い
も
の
を
作
ろ
う
と
思
う
の
は
無
理
か
な
ぁ
…
農
家
の

苦
労
が
わ
か
っ
た
様
な
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
野
菜
作
り
を
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
の
で
、
ご
指
導
を
よ
り
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
創
立
一
二
〇
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

入
園
三
年
女
性

�

ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ブ
園

ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ブ
園
は
平
成
一
四
年
、
生
産
流
通
科
が
主
体
と
な
っ
て
、
小
学

生
や
園
児
ら
と
の
交
流
な
ど
の
た
め
に
造
ら
れ
た
庭
園
で
あ
る
。
当
時
、
週
末
に

な
る
と
近
隣
の
小
学
生
や
保
護
者
な
ど
が
、
福
井
農
林
高
校
生
産
流
通
部
の
生
徒

た
ち
と
、
ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
し
て
い
た
と
い
う
記
憶
が
あ

る
。
造
成
は
、
環
境
工
学
科
の
生
徒
が
手
掛
け
た
と
聞
い
て
い
る
。

そ
の
後
、
ハ
ー
ブ
の
草
が
古
く
な
り
、
雑
草
が
生
え
、
枯
れ
る
ハ
ー
ブ
も
多
く

な
っ
て
き
た
た
め
、
授
業
の
中
で
挿
し
木
や
除
草
を
行
っ
て
き
た
が
、
平
成
一
八

年
度
か
ら
本
格
的
に
改
良
し
た
。

ま
ず
、
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
な
ど
の
残
っ
て
い
た
樹
勢
の
し
っ
か
り
し
た
ハ
ー
ブ
は

残
し
た
。

次
に
、
空
い
た
土
地
を
耕
し
、
そ
こ
に
専
門
の
業
者
か
ら
購
入
し
た
ハ
ー
ブ
を

定
植
し
た
。
そ
の
と
き
、
庭
園
と
し
て
ど
の
よ
う
な
ハ
ー
ブ
が
植
え
ら
れ
て
い
た

ら
き
れ
い
か
考
え
て
、
ま
た
再
造
成
が
で
き
た
と
き
、
生
活
科
学
科
や
家
庭
科
な

ど
の
調
理
に
役
に
た
っ
た
ら
い
い
と
考
え
て
、
一
年
草
や
樹
木
な
ど
も
入
れ
た
よ

う
に
思
う
。

そ
の
作
業
は
生
産
流
通
科
の
生
徒
が
授
業
内
で
行
っ
た
。
ま
た
、
土
を
耕
し
た

時
、
赤
土
の
た
め
、
耕
運
機
が
傷
ま
な
い
か
を
ほ
か
の
先
生
方
に
指
摘
さ
れ
た
り

し
な
が
ら
や
っ
た
記
憶
が
あ
る
。

ぜ
ひ
、
ま
た
庭
園
が
古
く
な
っ
た
ら
再
度
定
植
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。
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二

本
校
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

２学年インターンシップ実施一覧（平成２２年～平成２４年）

平 成２４年 度

五十嵐農園、合同会社光合星、�
見谷ナーセリー、福井ハウス㈱、
日栄商事㈱、まやまブルベリー生
産組合、永平寺やさい村、㈱カワ
グチ、ドンハウス、福井市園芸セ
ンター、足羽山公園遊園地、福井
県農業試験場

第一技術開発�、開発調査設計�、
東洋地工�、丸一調査設計�、�
サンワコン、�しばなか、�辻広
組、�西村組、�福井市緑化木セ
ンター、�道端組、�共和庭園、
�高橋造園、足羽川堰堤土地改良
区連合、福井県総合グリーンセン
ター、福井県福井農林総合事務所

東藤島保育所、上北野保育園、㈱
大津屋米松店・田原町店、森八大
名閣㈱、ファームビレッジさんさ
ん、カントリーママ（四ツ井店）、
新田塚ハウス介護老人保健施設、
お菓子のナカムラ、足羽福祉会
愛全園、㈱北陸ワコール

ユニーアピタ大和田店、エンゼル
調剤薬局本店、手取フィッシュラ
ンド福井店、みったジョイフルス
トアー開発店、北陸緑化�、フロ
ーリストさくら本店、花工房本店、
㈱フクイフラワーガーデン、アル
ビス高木店、クスリのアオキ松岡
店・日の出店、ゲンキー福井大和
田店、ハニー東部店、ホームセン
ターヤマキシ開発店、Ａコープ開
発店、ゲンキー松岡店、ハニー松
岡店

平 成２３年 度

五十嵐農園、小西純一、田谷農園、
土田弥市、�見谷ナーセリー、ま
やまブルベリー生産組合、福井ハ
ウス㈱、ヨシミ商会ヨシミワーク
ス、日栄商事㈱、㈱カワグチ、足
羽山公園遊園地、福井市園芸セン
ター

�辻広組、�西村建設、�しばな
か、�サンワコン、福井市緑化木
センター�、丸一調査設計�、第
一技術開発�、開発調査設計㈱、
�共和庭園、�高橋造園、足羽川
堰堤土地改良区連合、福井県総合
グリーンセンター、福井県福井農
林総合事務所

東藤島保育園、啓蒙保育園、カン
トリーママ（四ツ井店）、ノリパパ
（開発店）、�ファームビレッジさ
んさん、�大津屋、森八大名閣�、
お菓子のナカムラ、�ネオテック
ス、社会福祉法人藤島会、藤島園
介護老人福祉施設、新田塚ハウス
介護老人保健施設、九頭竜長生苑

ユニーアピタ大和田店、エンゼル
調剤薬局本店、手取フィッシュラ
ンド福井店、みった、ジョイフル
ストアー開発店、ヤスブン�四ツ
居店、北陸緑化�、フローリスト
さくら本店、花工房本店、㈱フク
イフラワーガーデン、アルビス高
木店

平 成２２年 度

五十嵐農園、小西純一、桜井秀一、
田谷農園、土田弥市、�見谷ナー
セリー、福井ハウス㈱、ヨシミ商
会、日栄商事㈱、㈱カワグチ、足
羽山公園遊園地、福井市園芸セン
ター

�辻広組、�中村正建設、�西村
組、�道端組、�しばなか、東洋
地工�、第一技術開発�、福井市
緑化木センター�、�サンワコン、
�共和庭園、開発調査設計�、丸
一調査設計�、海辺建設�、�高
橋造園、�井土造園、足羽川堰堤
土地改良区連合、福井県総合グリ
ーンセンター、福井県総合グリー
ンセンター、福井県福井農林総合
事務所

東藤島保育園、啓蒙保育園、カン
トリーママ（四ツ井店）、ノリパパ
（開発店）、�ファームビレッジさ
んさん、コロンバ、新田塚ハウス、
お菓子のナカムラ、番匠

ユニーアピタ大和田店、エンゼル
調剤薬局本店、手取フィッシュラ
ンド福井店、みったジョイフルス
トアー開発店、ヤスブン�四ツ居
店、北陸緑化�、フローリストさ
くら本店、花工房本店、クスリの
アオキ松岡店、クスリのアオキ日
之出店、ゲンキー福井大和田店、
ゲンキー丸岡店、ハニー東部店、
ホームセンターヤマキシ開発店、
Ａコープ開発店、Ａコープみゆき
店、ハニー松岡店、富士屋�

生
物
生
産
科

環
境
工
学
科

生
活
科
学
科

生
産
流
通
科
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三

中
学
生
体
験
入
学

�

趣
旨

本
校
の
教
育
施
設
を
中
学
校
生
徒
に
開
放
し
、
施
設
設
備
の
見
学
お
よ
び
実
験

実
習
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
校
の
教
育
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
生
徒
の

進
路
に
対
す
る
目
的
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

�

目
的

１

中
学
生
が
福
井
農
林
高
等
学
校
の
教
育
内
容
を
理
解
し
、
実
験
実
習
な
ど

の
学
習
活
動
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
進
路
決
定
の
一
助
と
す
る
。

２

本
校
の
特
色
あ
る
教
育
内
容
に
つ
い
て
、
中
学
校
の
生
徒
、
保
護
者
な
ら

び
に
先
生
方
へ
の
理
解
を
図
る
。

�

参
加
対
象

１

中
学
校
第
三
学
年
に
在
学
し
本
校
の
体
験
入
学
を
希
望
す
る
生
徒

２

参
加
生
徒
の
保
護
者

３

中
学
校
の
進
学
担
当
者
及
び
引
率
者

学
科
別
体
験
実
習
内
容

（１）午前の部
＜参加生徒＞ ＜引率教員・保護者＞
８：４０～９：００ 受付 ８：４０～９：００ 受付
９：００～９：１５ 更衣、集合
９：１５～９：４０ 開校式、学校説明他 ９：１５～９：４０ 開校式、学校説明他
９：５０～１０：４０ 体験実習１ ９：５０～１０：２０ 進学相談会
１０：５５～１１：４５ 体験実習２、アンケート １０：５５～１１：４５ 体験実習２見学、アンケート
１１：４５～ 部門ごとに閉校、解散、更衣

※ 解散後に部活動の見学が可能です

（２）午後の部
＜参加生徒＞ ＜引率教員・保護者＞

※ 受付前に部活動の見学が可能です
１３：１０～１３：３０ 受付 １３：１０～１３：３０ 受付
１３：３０～１３：４５ 更衣、集合
１３：４５～１４：１０ 開校式、学校説明他 １３：４５～１４：１０ 開校式、学校説明他
１４：２０～１５：１０ 体験実習１ １４：２０～１４：５０ 進学相談会
１５：２５～１６：１５ 体験実習２、アンケート １５：２５～１６：１５ 体験実習２見学、アンケート
１６：１５～ 部門ごとに閉校、解散、更衣

学
科
名

番
号

体

験

実

習

受
入
数

学
科
名

番
号

体

験

実

習

受
入
数

生
物

生
産
科

１

作
物
実
習

３０

生
活

科
学
科

６

調
理
実
習

３０

２

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
実
習

２０

７

被
服
実
習

２０

環
境

工
学
科

３

コ
ン
ク
リ
ー
ト
実
習

２０

生
産

流
通
科

８

ふ
れ
あ
い
マ
ー
ト
実
習

３０

４

測
量
実
習

１５

９

園
芸
デ
ザ
イ
ン
実
習

２０

５

石
組
み
実
習

１５
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参
加
者
の
感
想

と
て
も
楽
し
く
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
高
校
に
入
り
た
く
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
か
っ
た
し
、
作
物
実
習
に
行
っ
て
も
っ
と
お
米
に
つ
い
て
知
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
農
林
高
校
に
行
き
た
い
で
す
。

（
中
学
生
）

農
業
を
中
心
に
、
土
木
や
福
祉
、
販
売
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
教
育
を
し
て
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
志
望
校
の
一
つ
と
し
て
子
供
と
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
保
護
者
）

礼
儀
に
対
す
る
指
導
が
こ
の
学
校
で
は
し
っ
か
り
と
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
印

象
を
持
ち
ま
し
た
。

余
談
で
す
が
。
野
球
部
の
生
徒
は
、
そ
の
場
に
立
ち
止
ま
り
挨
拶
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
細
か
い
部
分
で
の
指
導
が
行
き
届
い
て
お
り
、
是
非
と
も

我
が
校
の
生
徒
に
も
伝
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
引
率
教
員
）

平
成
一
六
平
成
一
七
平
成
一
八
平
成
一
九
平
成
二
〇
平
成
二
一
平
成
二
二
平
成
二
三
平
成
二
四

参
加
人
数

三
四
二

三
七
三

三
一
二

三
四
五

三
五
四

三
五
二

三
七
一

三
四
六

三
七
〇

男

一
三
〇

一
三
六

一
三
六

一
三
六

一
三
〇

一
三
九

一
六
五

一
三
四

一
五
八

女

二
一
二

二
三
七

一
七
六

二
〇
九

二
二
四

二
一
三

二
〇
六

二
一
二

二
一
二
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四

農
業
ク
ラ
ブ

農
業
ク
ラ
ブ
の
あ
ゆ
み

平
成
一
六
年
度

年
次
大
会
（
七
月
三
〇
日

若
狭
東
高
校
）

意
見
発
表

「
文
化
・
生
活
」

最
優
秀
賞

天
谷

真
衣

平
板
測
量
競
技

最
優
秀
賞

Ａ
チ
ー
ム

磯
部

誠
・
河
合

利
巳

前
田

武
士
・
武
本

大

農
業
情
報
処
理
競
技

最
優
秀
賞

小
鍛
治

典
子

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
八
月
一
八
日
〜
一
九
日

長
野
県
）

意
見
発
表

「
文
化
・
生
活
」

優
秀
賞

天
谷

真
衣

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

「
環
境
」
優
秀
賞

荒
井

貴
史
ほ
か

全
国
大
会
（
一
〇
月
二
〇
日
〜
二
二
日

神
奈
川
県
）

農
業
鑑
定
競
技

園
芸
コ
ー
ス

優
秀
賞

白
崎

健
悟

農
業
土
木
コ
ー
ス

優
秀
賞

前
田

晃
宏

平
成
一
七
年
度

年
次
大
会
（
七
月
二
八
日

福
井
農
林
高
校
）

意
見
発
表

「
食
料
」

最
優
秀
賞

レ
ジ
ス

シ
ミ
ズ

農
業
鑑
定
競
技

農
業
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

上
嶋

大
地

園
芸
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

五
十
嵐

悠
一

農
業
土
木
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

瀧
波

勇
人

林
業
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

西
尾

裕
貴

生
活
科
学
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

須
見

紀
美
江

農
業
情
報
処
理
競
技

最
優
秀
賞

稲
葉

勝
士

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
八
月
一
八
日
〜
一
九
日

新
潟
県
）

意
見
発
表

「
食
料
」

優
秀
賞

レ
ジ
ス

シ
ミ
ズ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

「
食
料
」
優
秀
賞

上
嶋

大
地
ほ
か

全
国
大
会
（
一
〇
月
二
五
日
〜
二
七
日

岐
阜
県
）

農
業
鑑
定
競
技

農
業
土
木
コ
ー
ス

優
秀
賞

瀧
波

勇
人

農
業
情
報
処
理
競
技

優
秀
賞

稲
葉

勝
士

平
成
一
八
年
度

年
次
大
会
（
七
月
二
八
日

福
井
農
林
高
校
）

農
業
鑑
定
競
技

林
業
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

高
波

和
貴

生
活
科
学
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

石
掛

陽
光

農
業
情
報
処
理
競
技

最
優
秀
賞

稲
葉

勝
士

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
八
月
一
七
日
〜
一
八
日

富
山
県
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

「
文
化
・
生
活
」
優
秀
賞

黒
川

結
由
ほ
か

全
国
大
会
（
一
〇
月
二
五
日
〜
二
七
日

愛
媛
県
）

農
業
鑑
定
競
技

農
業
コ
ー
ス

優
秀
賞

土
田

礼
子

農
業
情
報
処
理
競
技

優
秀
賞

稲
葉

勝
士

平
成
一
九
年
度

年
次
大
会
（
七
月
二
七
日

坂
井
農
業
高
校
）

農
業
鑑
定
競
技

農
業
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

荻
原

亜
梨
紗
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農
業
土
木
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

荻
原

龍
太
郎

林
業
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

茶
谷

敏
希

農
業
情
報
処
理
競
技

最
優
秀
賞

堂
山

友
里

平
板
測
量
競
技

最
優
秀
賞

武
澤

一
富
士
・
荒
井

雄
介

河
端

良
介
・
宮
下

馨

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
八
月
二
一
日
〜
二
二
日

福
井
県
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

「
環
境
」
最
優
秀
賞

八
原

淳
ほ
か

全
国
大
会
（
一
〇
月
二
一
日
〜
二
三
日

広
島
県
）

農
業
鑑
定
競
技

農
業
土
木
コ
ー
ス

優
秀
賞

荻
原

龍
太
郎

平
板
測
量
競
技

優
秀
賞

武
澤

一
富
士
・
荒
井

雄
介

河
端

良
介
・
宮
下

馨

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

優
秀
賞

堅
田

友
希

松
澤

愛
美

平
成
二
〇
年
度

年
次
大
会
（
七
月
二
九
日

坂
井
農
業
高
校
）

意
見
発
表

「
文
化
・
生
活
」
最
優
秀
賞

荒
川

有
希

農
業
鑑
定
競
技

園
芸
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

藤
本

知
央

農
業
土
木
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

荻
原

龍
太
郎

林
業
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

岩
谷

康
次
郎

平
板
測
量
競
技

最
優
秀
賞

Ａ
チ
ー
ム

名
子

優
太
・
松
井

美
樹

宮
下

馨
・
渡
辺

鷹
士

農
業
情
報
処
理
競
技

最
優
秀
賞

吉
田

耕
平

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
八
月
一
九
日
〜
二
〇
日

石
川
県
）

意
見
発
表

「
文
化
・
生
活
」

優
秀
賞

荒
川

有
希

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

「
食
料
」
優
秀
賞

清
水

雄
大
ほ
か

全
国
大
会
（
一
〇
月
二
一
日
〜
二
三
日

佐
賀
県
）

農
業
鑑
定
競
技

園
芸
コ
ー
ス

優
秀
賞

市
波

彩
沙
姫

農
業
土
木
コ
ー
ス

優
秀
賞

荻
原

龍
太
郎

平
板
測
量
競
技

優
秀
賞

Ａ
チ
ー
ム

名
子

優
太
・
松
井

美
樹

宮
下

馨
・
渡
辺

鷹
士

農
業
情
報
処
理
競
技

優
秀
賞

吉
田

耕
平

平
成
二
一
年
度

年
次
大
会
（
六
月
一
六
日

福
井
農
林
高
校
）

意
見
発
表

「
食
料
・
生
産
」

最
優
秀
賞

藤
原

志
野

「
環
境
」

最
優
秀
賞

津
野

佑
規

年
次
大
会
（
七
月
二
七
日

福
井
農
林
高
校
）

農
業
鑑
定
競
技

農
業
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

飯
田

小
百
合

園
芸
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

丸
山

由
美
子

生
活
科
学
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

藤
井

麻
緒

農
業
土
木
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

長

大
介

林
業
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

中
村

亘
兵

農
業
情
報
処
理
競
技

最
優
秀
賞

佐
竹

真
未
子

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
八
月
四
日
〜
五
日

長
野
県
）

意
見
発
表

「
食
料
・
生
産
」

優
秀
賞

藤
原

志
野
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「
文
化
・
生
活
」

優
秀
賞

津
野

佑
規

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

「
環
境
」
優
秀
賞

明
石

泰
雄
ほ
か

全
国
大
会
（
一
〇
月
二
〇
日
〜
二
二
日

神
奈
川
県
）

農
業
鑑
定
競
技

農
業
土
木
コ
ー
ス

優
秀
賞

長

大
介

平
成
二
二
年
度

年
次
大
会
（
六
月
一
六
日

福
井
農
林
高
校
）

意
見
発
表

「
環
境
」
最
優
秀
賞

酒
井

和
宏

年
次
大
会
（
七
月
二
六
日

福
井
農
林
高
校
）

農
業
鑑
定
競
技

園
芸
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

寺
西

春
樺

生
活
科
学
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

熊
谷

柚
希

林
業
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

寺
下

耕
生

農
業
情
報
処
理
競
技

最
優
秀
賞

橋
本

あ
か
り

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
八
月
一
八
日
〜
一
九
日

長
野
県
）

意
見
発
表

「
環
境
」

優
秀
賞

酒
井

和
宏

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

「
環
境
」
優
秀
賞

礒
田

郁
也
ほ
か

全
国
大
会
（
一
〇
月
五
日
〜
七
日

北
海
道
）

農
業
鑑
定
競
技

農
業
土
木
コ
ー
ス

優
秀
賞

高
原

誠

農
業
情
報
処
理
競
技

優
秀
賞

丹
羽

陽
香

橋
本

あ
か
り

平
成
二
三
年
度

年
次
大
会
（
七
月
二
八
日

坂
井
農
業
高
校
）

意
見
発
表

「
食
料
・
生
産
」
最
優
秀
賞

山
中

愛
海
子

意
見
発
表

「
環
境
」
最
優
秀
賞

西
谷

光
史

農
業
鑑
定
競
技

園
芸
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

仲
井

駿

生
活
科
学
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

毛
利

な
つ
み

林
業
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

清
水

隆
大

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
八
月
一
八
日
〜
一
九
日

長
野
県
）

意
見
発
表

「
食
料
・
生
産
」
優
秀
賞

山
中

愛
海
子

意
見
発
表

「
環
境
」

優
秀
賞

西
谷

光
史

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

「
食
料
・
生
産
」
優
秀
賞

稲
葉

佳
明
ほ
か

全
国
大
会
（
一
〇
月
五
日
〜
七
日

長
崎
県
）

農
業
鑑
定
競
技

園
芸
コ
ー
ス

優
秀
賞

仲
井

駿

生
活
科
学
コ
ー
ス

優
秀
賞

毛
利

な
つ
み

農
業
土
木
コ
ー
ス

優
秀
賞

西
谷

光
史

林
業
コ
ー
ス

優
秀
賞

清
水

隆
大

平
成
二
四
年
度

年
次
大
会
（
七
月
三
一
日

坂
井
農
業
高
校
）

意
見
発
表

「
環
境
」
最
優
秀
賞

飯
塚

勇
樹

農
業
鑑
定
競
技

農
業
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

横
山

佳
菜
子

生
活
科
学
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

秋
山

陽
香

農
業
土
木
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

山
本

尚
史
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林
業
コ
ー
ス

最
優
秀
賞

本
田

遼

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
八
月
二
一
日
〜
二
二
日

石
川
県
）

意
見
発
表

「
環
境
」
優
秀
賞

飯
塚

勇
樹

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

「
文
化
・
生
活
」
優
秀
賞

稲
葉

千
尋
ほ
か

全
国
大
会
（
一
〇
月
二
三
日
〜
二
五
日

長
野
県
）

農
業
鑑
定
競
技

農
業
コ
ー
ス

優
秀
賞

横
山

佳
菜
子

園
芸
コ
ー
ス

優
秀
賞

河
合

真
之
介

農
業
土
木
コ
ー
ス

優
秀
賞

山
本

尚
史

林
業
コ
ー
ス

優
秀
賞

本
田

遼

日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会

最
優
秀
賞
受
賞
者

農
業
鑑
定
競
技

林
業
コ
ー
ス

昭
和
四
八
年
度
（
福
井
・
石
川
・
富
山
大
会
）

桜
谷

俊
之
（
坂
元
）（
第
二
一
回
）

農
業
土
木
コ
ー
ス

平
成
四
年
度
（
和
歌
山
大
会
）

大
木

博
昭
（
第
四
〇
回
）

園
芸
コ
ー
ス

平
成
一
一
年
度
（
富
山
大
会
）

水
島

智
史
（
第
四
七
回
）
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
交
流
は
、
昭
和
五
〇
年
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
本
校
の
教

育
の
重
点
項
目
に
も
挙
げ
ら
れ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校

と
の
相
互
交
流
を
続
け
て
い
る
。
一
〇
年
間
の
交
流
活
動
の
経
過
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

平
成
一
六
年

九
月

第
四
回
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
高
校
生
（
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農

業
高
校
）
短
期
留
学
受
入
れ
（
男
子
二
名
）

平
成
一
七
年

九
月

第
五
回
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
高
校
生
（
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農

業
高
校
）
短
期
留
学
受
入
れ
（
男
子
一
名
、
女
子
一
名
）

平
成
一
七
年
一
〇
月

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
使
館
農
水
部
長
が
来
校

平
成
一
八
年

九
月

第
六
回
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
高
校
生
（
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農

業
高
校
）
短
期
留
学
受
入
れ
（
男
子
二
名
）

平
成
一
九
年

一
月

第
七
回
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
訪
問
（
生
徒
一
〇
名

引
率
二
名
）

タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
と
の
交
流

友
好
協
定
書
の
更
新

平
成
二
〇
年

五
月

第
八
回
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
高
校
生
（
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農

業
高
校
）
短
期
留
学
受
入
れ
（
男
子
一
名
、
女
子
一
名
）

平
成
二
一
年

九
月

第
九
回
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
高
校
生
（
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農

業
高
校
）
短
期
留
学
受
入
れ
（
男
子
一
名
、
女
子
一
名
）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
農
業
省
視
察

平
成
二
一
年
一
二
月

第
八
回
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
訪
問
（
生
徒
一
二
名

引
率
三
名
）

タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
と
の
交
流

平
成
二
二
年

九
月

第
一
〇
回
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
高
校
生
（
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ

農
業
高
校
）
短
期
留
学
受
入
れ
（
男
子
一
名
、
女
子
一
名
）

平
成
二
三
年
一
二
月

第
九
回
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
訪
問
（
生
徒
一
三
名

引
率
三
名
）

タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
と
の
交
流

友
好
協
定
書
の
更
新

平
成
二
四
年
一
〇
月

第
一
一
回
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
高
校
生
（
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ

農
業
高
校
）
短
期
留
学
受
入
れ
（
男
子
一
名
、
女
子
一
名
）

�

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
と
の
相
互
交
流

平
成
一
五
年
よ
り
、
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
生
の
短
期
留
学
受
入
れ
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
平
成
二
一
年
ま
で
は
毎
年
受
入
れ
て
い
た
が
、
平
成
二
一
年
の
派

遣
事
業
時
に
カ
ル
デ
ィ
校
長
と
浅
野
校
長
と
の
話
し
合
い
の
中
で
、
隔
年
で
の
相

互
交
流
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
協
議
に
よ
り
、
本
校
か
ら
の
派
遣
事
業
も

隔
年
で
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
は
、
農
友
会
の
支
援
も
あ
っ

た
。

タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
短
期
留
学
生
受
け
入
れ

こ
れ
ま
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
生
が
来
校
し
た
の

は
、
一
一
回
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
短
期
留
学
と
い
う
形
で
来
校
し
た
の
は
、
九

回
と
な
っ
た
。
三
か
月
の
受
け
入
れ
を
基
本
と
し
、
本
校
の
二
年
生
の
ク
ラ
ス
に

在
籍
し
、
実
習
を
中
心
と
し
た
授
業
を
受
け
、
放
課
後
は
日
本
語
学
習
を
国
際
交

流
会
館
で
受
け
た
り
、
部
活
動
に
参
加
し
た
り
し
た
。
宿
泊
場
所
は
、
平
日
は
本

校
の
寮
で
生
活
し
週
末
は
生
徒
宅
や
教
員
宅
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
と
し
た
。

こ
の
一
〇
年
間
の
受
け
入
れ
概
要
を
次
に
示
す
。

第
三
節

国

際

交

流

一

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
相
互
交
流
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第
四
回
受
入
事
業

期

間：

平
成
一
六
年
九
月
一
日
〜
一
一
月
二
三
日

引
率
者：

H
adie

G
una,

K
ardiK

usnadi

留
学
生：

A
dih

A
hm

ad
Soleh,

B
ahar

N
urdini

第
五
回
受
入
事
業

期

間：

平
成
一
七
年
九
月
一
日
〜
一
一
月
二
六
日

引
率
者：

H
adie

G
una,

Y
usuf

留
学
生：

A
rifudin,

A
gustina

G
ea

第
六
回
受
入
事
業

期

間：

平
成
一
八
年
九
月
一
日
〜
一
一
月
二
四
日

引
率
者：

K
ardiK

usnadi,
R
ahm

at
M

uljadi

留
学
生：

Y
osep

Suratom
an,

Im
an

M
ardian

第
七
回
受
入
事
業

期

間：

平
成
一
九
年
九
月
三
日
〜
一
一
月
二
二
日

引
率
者：

H
adie

G
una,Y

ana
K
oryana,K

om
arudin,E

ngkos
K
osw

ara,

Supendi

留
学
生：

A
gus

M
uharam

,
F
itriH

andayani

第
八
回
受
入
事
業

期

間：

平
成
二
〇
年
五
月
一
三
日
〜
七
月
一
六
日

引
率
者：

H
adie

G
una,

T
utiSunaryati,

L
ina

A
w
alina

留
学
生：

Ira
Sobarna,

W
entiF

ebrianti

第
九
回
受
入
事
業

期

間：

平
成
二
一
年
九
月
七
日
〜
一
二
月
二
日

引
率
者：

M
uchransyah

A
chm

ad,
M

om
on

R
usm

ono,
N
aniek

Sury-

aningsih,
M

uh.A
rdy

H
am

ire,
Soesilo

W
ibow

o,
B
udiH

an-

doyo,
Y
oyo

Soedaryono,
U
sin

D
urahm

an,
SitiM

unifah

留
学
生：

Y
adiSupriadi,

E
lin

M
arlina

第
一
〇
回
受
入
事
業

期

間：

平
成
二
二
年
九
月
二
〇
日
〜
一
一
月
二
九
日

引
率
者：

K
ardiK

usnadi,
W

aryum
an

Syas,
T
atang

H
idayat

留
学
生：

K
usnaedi,

D
esy

P
rastika

Ｈ１６留学生

Ｈ１７留学生
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第
一
一
回
受
入
事
業

期

間：

平
成
二
四
年
一
〇
月
一
〇
日
〜
一
〇
月
一
七
日

引
率
者：

A
gus

B
achtiar,

Suhali

留
学
生：

D
ede

Y
usufSaepulR

ahm
an,

Y
eniY

uliani

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
農
業
研
修
生
派
遣

こ
の
事
業
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
高
校
生
や
農
業
関
係
者
と
の
交
流
を

通
し
て
、
友
情
を
深
め
合
い
、
ま
た
、
農
業
高
校
で
の
生
活
体
験
や
農
業
体
験
を

通
し
て
、
歴
史
的
に
も
文
化
的
に
も
深
い
関
わ
り
を
持
つ
東
南
ア
ジ
ア
の
真
の
姿

を
身
を
も
っ
て
理
解
し
、
将
来
、
広
い
視
野
に
立
っ
て
積
極
的
に
国
際
貢
献
の
で

き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
一
〇
年
間
で
三
回

実
施
し
て
お
り
、
本
年
度
に
は
第
一
〇
回
目
の
派
遣
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
七
回
派
遣
団
（
平
成
一
八
年
度
）

期

間：

平
成
一
九
年
一
月
七
日
〜
一
月
一
三
日

引
率
者：

細
川
、
宇
野

参
加
生
徒：

三
物
（
土
田
）、三
生
（
今
井
、
大
森
）、三
流
（
堀
）、二
物
（
坂
本
、

中
村
、
野
路
）、二
工
（
平
鍋
、
八
原
）、一
工
（
宮
下
）

日

程：

第
八
回
派
遣
団
（
平
成
二
一
年
度
）

期

間：

平
成
二
一
年
一
二
月
一
二
日
〜
一
二
月
二
〇
日

引
率
者：

浅
野
校
長
、
吉
田
、
田
谷
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

参
加
生
徒：

三
物
（
内
藤
）、三
工
（
長
）、三
生
（
石
川
、
前
川
）、二
工
（
酒
井
）、

一
物（
宇
野
、
塩
田
、
�
橋
、
山
中
）、一
工（
木
村
、
齊
藤
、
西
谷
）

日

月
日（
曜
）

日

程

交

通

宿

泊

１
一
月
七
日（
日
）
福
井
発
〜
デ
ン
パ
サ
ー
ル
空
港
着

Ｊ
Ａ
Ｌ

デ
ン
パ
サ
ー
ル
泊

２
一
月
八
日（
月
）
デ
ン
パ
サ
ー
ル
発
〜
ジ
ャ
カ
ル
タ
着

ジ
ャ
カ
ル
タ
農
業
省
表
敬
訪
問

Ｇ
Ａ

専
用
車

ジ
ャ
カ
ル
タ
泊

３
一
月
九
日（
火
）
西
部
ジ
ャ
ワ
州
知
事
表
敬
訪
問

タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
と
の
交
流
専
用
車

タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ

農
業
高
校
泊

４
一
月
一
〇
日（
水
）
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
と
の
交
流

園
芸
農
場
・
農
村
見
学

専
用
車

ジ
ャ
カ
ル
タ
泊

５
一
月
一
一
日（
木
）
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
内
観
光

専
用
車

ジ
ャ
カ
ル
タ
泊

６
一
月
一
二
日（
金
）
ジ
ャ
カ
ル
タ
発
〜
デ
ン
パ
サ
ー
ル
着

バ
リ
島
内
観
光

Ｇ
Ａ

専
用
車

機
内
泊

７
一
月
一
三
日（
土
）
デ
ン
パ
サ
ー
ル
空
港
発
〜
福
井
着

Ｊ
Ａ
Ｌ

Ｈ１９留学生

Ｈ２１留学生
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日

程：
第
九
回
派
遣
団
（
平
成
二
三
年
度
）

期

間：

平
成
二
三
年
一
二
月
一
一
日
〜
一
二
月
一
九
日

引
率
者：

長
谷
川
、
齋
藤
、
中
山

参
加
生
徒：

二
物
（
岩
佐
、
森
石
、
山
口
）、二
工
（
今
村
、
小
林
、
戸
川
、
松

本
）、二
流（
森
、
石
井
、
田
邊
）、一
物（
定
）、一
流（
岩
見
、
野
路
）

日

程：

第
七
回
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
農
業
研
修
派
遣
報
告
書
よ
り

第
七
回
派
遣
団

引
率

宇
野

智
子

今
回
の
研
修
に
参
加
し
て
、
か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
諸
先
生
方
、
関
係
各
所
の
方
々
、
タ
ン
ジ
ュ

ン
サ
リ
農
業
高
校
の
皆
様
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
当
局
の
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
本
校
で
は
毎
年
九
月
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高

校
よ
り
二
名
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。
私
自
身
、
昨
年
の
イ
マ
ン
君
、

ヨ
セ
フ
君
、
一
昨
年
の
ア
リ
フ
君
、
テ
イ
ナ
さ
ん
と
は
、
彼
ら
が
大
の
音
楽
好
き

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
合
唱
同
好
会
の
活
動
を
通
し
て
楽
し
い
思
い
出
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
福
井
で
開
催
さ
れ
た
国
民
文
化
祭
に
テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ラ
ス
隊
の

一
員
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
や
、
近
畿
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
他
校
と
の
合
同

で
出
演
す
る
た
め
、
神
戸
ま
で
の
一
泊
二
日
の
演
奏
旅
行
に
出
た
こ
と
、
週
末
に

は
自
宅
に
招
い
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
数
々
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
彼
ら
の
日

本
で
の
滞
在
期
間
は
た
っ
た
三
ヶ
月
と
非
常
に
短
い
も
の
で
す
が
、
そ
の
間
に
彼

日

月
日（
曜
）

日

程

交

通

宿

泊

１
一
二
月
一
二
日（
土
）

福
井
発
〜
ジ
ャ
カ
ル
タ
着

Ｇ
Ａ

デ
ン
パ
サ
ー
ル
泊

２
一
二
月
一
三
日（
日
）

タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
と
の
交
流
専
用
車

タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ

農
業
高
校
泊

３
一
二
月
一
四
日（
月
）

タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
と
の
交
流
専
用
車

バ
ン
ド
ン
泊

４
一
二
月
一
五
日（
火
）

西
部
ジ
ャ
ワ
州
知
事
表
敬
訪
問

ジ
ャ
カ
ル
タ
へ
移
動

専
用
車

ジ
ャ
カ
ル
タ
泊

５
一
二
月
一
六
日（
水
）

ジ
ャ
カ
ル
タ
農
業
省
表
敬
訪
問

ジ
ャ
カ
ル
タ
発
〜
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
着
専
用
車

Ｇ
Ａ

ジ
ョ
グ
ジ
ャ

カ
ル
タ
泊

６
一
二
月
一
七
日（
木
）

ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
遺
跡
等
見
学

ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
発
〜
デ
ン
パ
サ
ー
ル
着

専
用
車

Ｇ
Ａ

バ
リ
泊

７
一
二
月
一
八
日（
金
）

バ
リ
島
内
見
学

専
用
車

バ
リ
泊

８
一
二
月
一
九
日（
土
）

バ
リ
島
内
見
学

専
用
車

機
内
泊

９
一
二
月
二
〇
日（
日
）

デ
ン
パ
サ
ー
ル
発
〜
福
井
着

Ｇ
Ａ

日

月
日（
曜
）

日

程

交

通

宿

泊

１
一
二
月
一
一
日（
日
）

福
井
発
〜
ジ
ャ
カ
ル
タ
着

Ｇ
Ａ

ジ
ャ
カ
ル
タ
泊

２
一
二
月
一
二
日（
月
）

タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
と
の
交
流
専
用
車

タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ

農
業
高
校
泊

３
一
二
月
一
三
日（
火
）

タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
と
の
交
流
専
用
車

バ
ン
ド
ン
泊

４
一
二
月
一
四
日（
水
）

タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
と
の
交
流
専
用
車

バ
ン
ド
ン
泊

５
一
二
月
一
五
日（
木
）

西
部
ジ
ャ
ワ
州
知
事
表
敬
訪
問

国
立
公
園
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

専
用
車

ジ
ャ
カ
ル
タ
泊

６
一
二
月
一
六
日（
金
）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
農
業
省
表
敬
訪
問

ジ
ャ
カ
ル
タ
発
〜
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
着
専
用
車

Ｇ
Ａ

ジ
ョ
グ
ジ
ャ

カ
ル
タ
泊

７
一
二
月
一
七
日（
土
）

ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
遺
跡
等
見
学

専
用
車

ジ
ョ
グ
ジ
ャ

カ
ル
タ
泊

８
一
二
月
一
八
日（
日
）

伝
統
芸
能
鑑
賞

専
用
車

機
内
泊

９
一
二
月
一
九
日（
月
）

デ
ン
パ
サ
ー
ル
発
〜
福
井
着

Ｇ
Ａ
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ら
は
実
に
見
事
に
日
本
の
生
活
に
順
応
し
、
一
方
私
た
ち
も
、
彼
ら
の
明
る
く
素

直
で
礼
儀
正
し
い
振
る
舞
い
や
、
学
び
に
対
す
る
誠
実
で
貪
欲
な
姿
勢
に
す
っ
か

り
心
奪
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
し
た
。
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
若
者
の
住
む
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
と
い
う
国
、
学
校
が
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
な
の
か
と
い
う
興
味
と
、

そ
し
て
何
よ
り
も
彼
ら
に
再
会
し
た
い
と
い
う
希
望
を
胸
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
旅

立
ち
ま
し
た
。

旅
の
二
日
目
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
空
港
に
到
着
以
来
、
イ
マ
ン
君
、
ヨ
セ
フ
君
は
、

先
生
方
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
当
局
の
方
々
に
混
じ
っ
て
私
た
ち
を
出
迎
え
、
荷
物
を

持
っ
て
く
れ
た
り
、
堪
能
な
日
本
語
や
英
語
で
通
訳
を
務
め
て
く
れ
た
り
と
、
実

に
心
強
い
ガ
イ
ド
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

い
ざ
、
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
を
訪
問
し
て
み
る
と
、
褐
色
の
美
し
い
肌

に
真
っ
黒
な
大
き
な
瞳
を
き
ら
き
ら
と
輝
か
せ
た
若
者
た
ち
が
、
元
気
に
私
た
ち

を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
「
ワ
タ
シ
モ
ニ
ホ
ン
ニ
イ
キ
タ
イ
！
」「
ニ
ホ
ン
ノ
ウ
タ

シ
ッ
テ
マ
ス
」「
ワ
タ
シ
ノ
ナ
マ
エ
ハ
…
」
あ
っ
と
い
う
間
に
生
徒
た
ち
に
取
り
囲

ま
れ
て
し
ま
い
、
日
本
ヘ
の
関
心
の
高
さ
に
思
わ
ず
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

国
民
の
六
割
が
農
民
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
、
現
在
日
本
人
オ
ー
ナ
ー
が
経

営
す
る
農
場
も
多
数
あ
り
、
日
本
の
農
業
技
術
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で

農
業
を
勉
強
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
国
の
将
来
を
担
う
、
と
て
も

重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
憧
れ
で
あ
る
よ
う
で
す
。
実
際
に
生
徒
た
ち
に
接
し
て
み

て
、
イ
マ
ン
君
や
ヨ
セ
フ
君
が
い
か
に
皆
の
期
待
や
羨
望
を
一
身
に
背
負
い
、
日

本
に
来
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
を
今
更
の
よ
う
に
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
、

夕
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
で
教
鞭
を
と
る
先
生
の
中
に
は
、
か
つ
て
福
井
農
林

高
校
に
留
学
し
た
ご
経
験
の
あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
み
る

と
、
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
こ
う
し
た
地
道
な
交
流
が
、
着
実
に
実
を
結
ん
で

い
る
の
だ
な
あ
と
実
感
い
た
し
ま
す
。

一
方
、
本
校
の
生
徒
た
ち
も
今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
し
、
多
く
を
学
ん
だ
よ
う
で
す
。
単
に
異

国
に
対
す
る
見
聞
を
広
げ
た
と
い
う
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
異
国
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て

日
本
を
知
り
、
自
分
自
身
を
振
り
返
る
よ
い

き
っ
か
け
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

日
本
が
便
利
さ
や
物
質
的
な
豊
か
さ
を
追

い
求
め
、
時
代
の
先
端
を
突
っ
走
っ
て
い
る

間
に
、
ど
こ
か
ヘ
置
い
て
き
て
し
ま
っ
た
も

の
、
切
り
捨
て
て
き
て
し
ま
っ
た
も
の
が
、

こ
の
国
に
は
残
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受

け
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
人
に
対
す
る
思
い
や

り
の
気
持
ち
だ
と
か
、
礼
節
を
重
ん
じ
る
気
持
ち
、
感
謝
の
心
、
い
つ
か
も
っ
と

豊
か
に
な
り
た
い
と
願
っ
て
努
力
す
る
真
摯
な
態
度
と
い
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
こ
と
は
生
徒
自
身
も
強
く
感
じ
た
よ
う
で
す
。
彼
ら
が
そ
う
い
っ
た
こ
と
を

し
っ
か
り
胸
に
刻
み
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
い
く
こ
と
、
そ
し
て
で
き
れ

ば
、
自
ら
の
経
験
を
広
く
多
く
の
人
に
伝
え
、
共
感
し
合
う
こ
と
こ
そ
が
、
交
流

の
意
義
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
事
業
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
り
、
年
々
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ

て
い
る
と
お
間
き
し
ま
し
た
が
、
何
と
か
し
て
続
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。
次
代
を
担
う
若
者
た
ち
の
さ
さ
や
か
な
交
流
が
、
両
国
に
小
さ
な
種
を
ま
き
、

い
つ
か
そ
の
種
が
芽
吹
き
、
成
長
し
、
地
面
に
し
っ
か
り
と
根
を
張
り
、
美
し
い

花
や
豊
か
な
実
り
と
な
っ
て
、
両
国
の
友
好
関
係
の
礎
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

信
じ
て
お
り
ま
す
。

二
〇
〇
七
年
三
月
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特
色
あ
る
福
井
農
林
高
校
の
国
際
交
流
に
思
う

第
八
回
派
遣
団

団
長

浅
野

清
美

私
の
本
事
業
の
最
初
の
引
率
は
、
平
成
一
三
年
一
月
（
第
五
回
派
遣
）
で
し
た
。

ま
だ
薄
暗
い
、
吐
く
息
が
凍
り
付
く
よ
う
な
朝
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
不
安
を
抱
え

な
が
ら
も
、
派
遣
生
徒
た
ち
と
の
楽
し
く
積
み
重
ね
て
き
た
事
前
学
習
を
元
気
の

源
に
し
て
南
国
の
島
へ
と
出
発
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
年
は
、
両
校
で
友
好
協
定
が
結
ば
れ
、
生
徒
や
教
職
員
の
人
間
的
資
質
の

向
上
を
目
指
し
た
交
流
事
業
と
し
、
両
校
の
絆
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
し
ま
し
た
。

田
舎
町
に
起
き
た
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
の
生
徒
・

教
職
員
は
も
と
よ
り
、
農
業
省
幹
部
が
立
ち
会
い
、
地
域
の
住
民
は
じ
め
西
ジ
ャ

ワ
州
二
三
校
の
農
業
高
校
長
も
参
列
し
厳
粛
な
中
に
調
印
さ
れ
ま
し
た
。
交
流
を

終
え
て
バ
ン
ド
ン
市
を
離
れ
る
時
、
苦
労
を
讃
え
あ
っ
て
涙
で
抱
き
合
う
二
人
の

校
長
の
姿
を
見
守
り
な
が
ら
、
民
族
や
文
化
は
違
え
ど
も
人
間
は
皆
同
じ
、
情
熱

を
持
っ
て
前
に
進
め
ば
結
果
は
必
ず
で
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
二
一
年
一
二
月
（
第
八
回
派
遣
）
ち
ょ
う
ど
一
〇
年
の
節
目
に

再
び
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
タ

ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
の
生
徒
を
毎
年
二
人
ず
つ
短
期
留
学
生
と
し
て
受
け
入

れ
相
互
交
流
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
七
年
度
、
第
一
回
派
遣
生
を
送
り
出
し

て
か
ら
長
い
年
月
、
目
標
を
見
失
わ
ず
、
本
校
の
揺
る
ぎ
な
い
農
業
教
育
の
理
念

を
受
け
継
ぎ
、
生
徒
た
ち
を
教
え
導
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
先
生
方
の
努
力
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
農
友
会
は
じ
め
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
農
業
省
や
西
ジ
ャ
ワ
州
の
支
援
の
賜
と
感

謝
し
た
旅
で
も
あ
り
ま
し
た
。

交
流
当
初
は
双
方
の
教
職
員
も
生
徒
た
ち
も
お
互
い
に
ど
う
向
き
合
っ
た
ら
よ

い
か
戸
惑
い
も
多
か
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
今
回
の
派
遣
生
た
ち
は
違

い
ま
し
た
。
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
の
大
勢
の
生
徒
た
ち
の
歓
迎
を
受
け
て

到
着
す
る
や
い
な
や
、
両
校
の
生
徒
と
も
高
校
生
ら
し
い
快
活
な
活
動
を
展
開
し
、

私
た
ち
大
人
の
入
る
余
地
が
な
い
ほ
ど
に
打
ち
解
け
合
っ
た
様
子
に
胸
の
熱
く
な

る
思
い
で
し
た
。
お
互
い
の
学
校
が
コ
ツ
コ
ツ
と
築
き
上
げ
て
き
た
、
民
族
や
気

候
風
土
、
生
活
習
慣
な
ど
の
国
の
垣
根
を
越
え
た
、
人
と
人
と
の
真
の
交
流
が
そ

こ
に
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
生
は
、
本
校
の
国
際
交
流
事
業
に
絶
大
な
る
協
力
を
頂
い
て
い
る

「
農
園
た
や
」
の
田
谷
徹
氏
は
じ
め
、
本
事
業
に
参
加
し
た
こ
と
か
ら
青
年
海
外

協
力
隊
員
と
し
て
活
躍
し
た
先
輩
、
海
外
研
修
を
積
ん
だ
教
員
、
さ
ら
に
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
現
地
で
海
外
青
年
協
力
隊
員
と
の
懇
談
会
な
ど
多
く
の
国
際
感
覚
を
身

に
つ
け
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
、
貴
重
な
体
験
か
ら
得
ら
れ
た
国
際
理
解
と
い
う
宝
物
を
生
徒
た
ち

に
ど
う
伝
え
る
の
か
と
考
え
た
と
き
、
派
遣
生
自
ら
の
発
信
に
よ
り
、
本
事
業
の

ね
ら
い
を
受
け
継
ぎ
、
新
し
い
交
流
事
業
へ
と
進
め
る
も
の
と
思
い
ま
し
た
。
近

年
様
々
な
事
情
か
ら
三
年
に
一
度
の
派
遣
事
業
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を

な
ん
と
し
て
も
隔
年
派
遣
に
し
た
い
と
の
願
い
か
ら
、
日
頃
か
ら
物
心
両
面
で
ご

支
援
頂
い
て
い
る
農
友
会
、
ま
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ご
理
解
を
得
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

①
今
後
一
〇
年
間
で
五
回
の
派
遣
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
な
が
ら
、
途

中
成
果
の
検
証
や
国
際
交
流
の
方
向
性
を
さ
ぐ
る
事
と
し
ま
し
た
。

②
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
か
ら
の
短
期
留
学
生
の
受
け
入
れ
も
隔
年
と
し
、

相
互
交
流
と
し
ま
し
た
。

奇
し
く
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
農
業
省
の
管
轄
で
あ
っ
た
全
て
の
農
業
高
校

が
、
今
後
は
教
育
省
に
変
わ
っ
て
い
き
、
農
業
高
校
も
国
際
感
覚
を
磨
き
上
げ
る

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
へ
の
変
革
を
迎
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ

て
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
生
か
ら
本
校
へ
の
派
遣
の
仕
方
は
不
明
確
の
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
平
成
二
二
年
九
月
、
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
の
カ
ル
デ

ィ
校
長
と
の
間
で
覚
え
書
き
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。
平
成
二
三
年
度
（
第
九
回

派
遣
）
で
は
、
先
方
の
要
望
で
あ
っ
た
本
校
農
業
教
員
に
よ
る
授
業
も
実
現
し
、
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ま
た
、
平
成
二
四
年
度
の
タ
ン
ジ
ュ
ン

サ
リ
農
業
高
校
か
ら
の
派
遣
生
と
は
、

本
校
の
派
遣
生
や
生
徒
会
執
行
部
が
積

極
的
に
関
わ
り
充
実
し
た
内
容
に
な
っ

た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
嬉
し

い
。私

が
校
長
と
し
て
赴
任
し
た
平
成
二

〇
年
六
月
に
、
こ
れ
ま
で
に
派
遣
し
た

生
徒
・
教
職
員
一
〇
〇
名
を
超
え
る

方
々
か
ら
、
派
遣
さ
れ
た
卒
業
生
や
関

係
者
の
皆
さ
ん
に
本
事
業
の
意
義
や
ね

ら
い
を
確
認
し
、
今
後
の
充
実
発
展
へ

の
道
し
る
べ
と
し
た
く
懇
話
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
出
席
し
た
卒
業
生
か
ら
も
や

む
な
く
出
席
で
き
な
か
っ
た
卒
業
生
か
ら
も
「
こ
の
体
験
が
海
外
に
目
を
向
け
る

機
会
と
な
っ
た
」「
そ
の
後
も
海
外
研
修
に
参
加
し
て
い
る
」「
仕
事
で
辛
い
と
き
こ

の
研
修
を
思
い
出
し
元
気
を
出
し
て
い
る
」「
も
っ
と
研
修
内
容
を
膨
ら
ま
せ
る
べ

き
」
な
ど
、
そ
の
後
の
生
き
方
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
き
た
の
だ
と
確
認
し

ま
し
た
。

「
身
を
持
っ
て
成
す
」
本
校
教
育
の
特
色
が
あ
ち
こ
ち
で
花
開
い
て
い
る
こ
と

を
喜
ぶ
と
同
時
に
、
ま
す
ま
す
進
む
国
際
化
に
両
校
の
生
徒
が
ア
ジ
ア
の
一
員
と

し
て
、
「
農
の
心
」
を
持
つ
人
間
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
欲
し
い
と

期
待
し
ま
す
。
本
事
業
が
末
永
く
続
き
、
そ
う
し
た
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
た
人

間
の
育
成
を
図
る
「
小
さ
な
種
ま
き
」
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

思
い
出
深
き
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

第
九
回
派
遣
団

引
率

齋
藤

浩
一

第
九
回
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
農
業
研
修
生
徒
派
遣
事
業
は
、
一
二
月
一
一
日
か
ら
一

二
月
一
九
日
ま
で
の
七
泊
九
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
た
。
派
遣
に
参
加
し
た
生
徒

は
一
年
生
三
名
、
二
年
生
一
〇
名
の
計
一
三
名
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
海

外
旅
行
を
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
状
況
の
な
か
、
事
前
研
修
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
滞
在
経
験
が
豊
富
な
方
々
に
日
常
会
話
を
中
心
に
し
た
語
学
研
修
や
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
独
特
の
文
化
に
つ
い
て
の
基
礎
講
座
を
お
願
い
し
た
。
生
徒
た
ち
は
自
己
紹

介
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
の
進
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
熱
心
に
質
問
を
し

な
が
ら
取
り
組
ん
だ
。
そ
し
て
、
事
前
研
修
で
誰
も
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
歴
史
や

食
、
生
活
な
ど
に
興
味
を
強
く
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

今
回
の
派
遣
は
、
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
と
の
友
好
協
定
を
更
新
（
二
回

目
）
す
る
意
味
で
重
要
で
あ
っ
た
。
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
と
の
交
流
時
間

を
今
ま
で
よ
り
一
日
間
延
長
し
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
実
験
実
習
の
授
業
に

参
加
す
る
こ
と
、
ま
た
福
井
農
林
高
校
教
員
に
よ
る
授
業
実
践
を
行
っ
た
。
体
験

授
業
で
は
ま
ず
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
の
演
習
林
で
植
林
活
動
を
行
っ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
森
林
は
紙
・
パ
ル
プ
や
パ
ー
ム
油
の
原
料
と
し
て
大
規
模
な
伐

採
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
森
林
破
壊
が
日
々
進
ん
で
い
る
状
態
で
あ
る
。
伐
採
し

た
木
々
か
ら
作
ら
れ
る
原
料
・
加
工
品
が
日
本
に
多
く
輸
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う

話
を
聞
い
て
、
改
め
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
日
本
と
の
繋
が
り
を
強
く
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
こ
で
、
少
し
で
も
森
林
回
復
の
一
助
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
で

苗
木
を
一
本
一
本
植
え
付
け
て
い
っ
た
。
畑
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
特
産
ト
ウ
ガ
ラ

シ
の
追
肥
作
業
を
行
っ
た
。
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
で
は
一
年
生
が
植
付
け

か
ら
収
穫
ま
で
の
一
連
の
栽
培
管
理
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
生
徒
達
は
液

肥
の
濃
度
計
算
を
し
て
か
ら
ペ
レ
ッ
ト
状
顆
粒
を
水
に
溶
か
し
、
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ

リ
の
生
徒
と
共
に
一
株
ず
つ
液
肥
を
施
し
た
。
さ
ら
に
、
福
井
農
林
高
校
に
留
学
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経
験
の
あ
る
農
家
の
方
よ
り
サ
ボ
テ
ン
の
接
ぎ
木
実
習
や
ヤ
シ
の
葉
を
利
用
し
た

民
芸
品
作
り
な
ど
も
行
っ
た
。
両
校
の
生
徒
は
た
ど
た
ど
し
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

や
英
語
、
場
合
に
よ
っ
て
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
を
駆
使
し
て
互
い
に
協
力
を
し
な

が
ら
製
作
し
た
。
授
業
実
践
は
世
界
規
模
の
食
糧
危
機
の
問
題
か
ら
福
井
農
林
高

校
で
の
生
産
、
加
工
、
販
売
の
流
れ
を
題
材
に
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
た
。
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
の
生
徒
た
ち
は
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
授
業
に
参

加
し
て
い
た
。
授
業
の
最
後
に
は
、
東
日
本
大
震
災
直
後
の
日
本
人
の
冷
静
で
粘

り
強
い
行
動
や
両
国
の
農
業
生
産
物
な
ど
に
つ
い
て
意
見
や
質
問
が
出
さ
れ
た
。

タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
で
の
交
流
は
、
す
べ
て
の
活
動
で
わ
れ
わ
れ
を
本

当
に
心
か
ら
暖
か
く
歓
迎
し
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
。
お
別
れ
会
で
は
歌
や
踊
り
な
ど
を
互
い
に
出
し
合
い
、
両
校
の

友
好
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
予
定
の
時
間
を
大
幅
に
延
長
し
て
、
最

後
に
は
互
い
に
涙
な
が
ら
に
別
れ
を
惜
し

む
生
徒
も
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
ン

ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
の
教
職
員
・
生
徒

の
心
の
こ
も
っ
た
も
て
な
し
を
受
け
る
と

同
時
に
、
生
徒
た
ち
は
そ
の
思
い
を
真
正

面
か
ら
受
け
止
め
て
国
境
を
越
え
た
友
好

を
築
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
保
護
者

の
方
や
多
く
の
先
生
方
、
そ
し
て
協
賛
い

た
だ
い
た
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ま

た
何
よ
り
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
の

生
徒
、
先
生
方
の
熱
い
想
い
に
よ
っ
て
今

回
の
研
修
は
無
事
成
功
裏
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
本
当
に
あ
り
が

た
く
、
感
謝
の
念
で
一
杯
で
す
。
生
徒
た
ち
に
は
今
回
の
経
験
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

世
界
に
対
す
る
視
野
を
広
げ
る
契
機
と
し
、
こ
れ
か
ら
世
界
に
目
を
向
け
活
躍
す

る
国
際
人
を
目
指
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

国
際
交
流
に
つ
い
て
想
う
こ
と

農
園
た
や
経
営
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
通
訳

田
谷

徹

こ
れ
ま
で
私
は
多
く
の
時
間
を
海
外
に
埋
め
て
き
た
。
タ
イ
の
農
村
ス
テ
イ
を

皮
切
り
に
、
中
国
、
べ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
そ
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ヘ
青
年

海
外
協
力
隊
と
し
て
赴
任
、
さ
ら
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大
学
院
（
修
士
課
程
）

ヘ
留
学
な
ど
な
ど
。
国
内
に
い
て
も
、
二
〇
〇
二
年
の
全
国
高
校
文
化
祭
か
ら
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
通
訳
と
し
て
福
井
農
林
高
校
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
交
流
事
業
に
、

微
力
で
は
あ
る
が
関
わ
ら
せ
て
も
ら
っ
て
き
た
。
ま
た
二
〇
〇
八
年
か
ら
は
、
タ

ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
卒
業
生
を
農
業
研
修
生
と
し
て
私
の
農
園
で
受
け
入
れ

て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
経
験
と
立
場
か
ら
、
国
際
交
流
に
つ
い
て
私
な
り
に
少
し

書
い
て
み
よ
う
と
思
う
。

さ
て
、
国
際
交
流
と
間
い
て
、
ま
ず
何
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
至
極
当
た
り
前
の
こ
と
な
の
だ
が
、
国
外
の
人
々
と
の
交
流
で
あ
り
、

異
文
化
と
の
生
の
感
覚
で
の
接
点
と
も
言
え
よ
う
。
こ
の
異
文
化
と
の
生
の
接
点

と
い
う
の
が
、
国
際
交
流
の
醍
醐
味
で
は
あ
る
の
だ
が
、
生
の
接
点
ゆ
え
に
な
か

な
か
に
難
し
い
こ
と
も
あ
る
。
何
が
難
し
い
の
か
？
そ
れ
は
、
私
た
ち
が
、
異
文

化
と
の
接
点
の
中
で
、
常
に
自
分
の
持
つ
「
価
値
」
が
脅
か
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

国
際
交
流
の
現
場
で
は
、
我
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
的
価
値
を
基
準
に
相
手
を

見
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
相
手
に
し
て
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
文
化
的
価
値
が

似
通
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
脅
え
る
こ
と
は
な
い
の
だ
が
、
大
抵
の
場
合
、
お

互
い
の
価
値
に
は
大
き
な
差
異
が
存
在
し
て
い
る
。
客
と
し
て
招
い
た
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
か
ら
の
学
生
が
、
日
本
側
の
も
て
な
し
料
理
に
手
を
つ
け
ず
、
自
分
た
ち
が
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持
っ
て
き
た
カ
ツ
プ
ラ
ー
メ
ン
ば
か
り
を
食
べ
て
い
た
、
や
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

は
清
潔
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
左
手
で
お
し
り
を
洗
う
ト
イ
レ
を
「
汚
い
」
と
言

い
切
る
日
本
人
た
ち
、
な
ど
が
そ
の
好
例
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
文
化
的
価
値
の

差
異
に
は
、
必
ず
優
劣
を
つ
け
て
し
ま
う
の
が
人
間
の
悲
し
い
性
と
も
い
え
よ
う
。

私
は
、
文
化
的
な
価
値
基
準
に
は
優
劣
は
な
い
、
と
考
え
て
い
る
。
だ
が
差
異

か
ら
く
る
自
分
の
価
値
の
脅
威
に
対
し
、
時
と
し
て
人
は
優
劣
論
で
乗
り
切
ろ
う

と
す
る
。
そ
れ
を
助
長
し
て
し
ま
う
の
が
、
経
済
指
標
に
よ
る
優
劣
の
存
在
で
あ

る
。
発
展
途
上
国
と
呼
ば
れ
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
先
進
国
と
呼
ば
れ
て
い
る

日
本
、
こ
の
両
国
の
交
流
に
お
い
て
、
陥
り
が
ち
に
な
る
の
が
日
本
的
価
値
の
優

位
論
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
日
本
側
が
持
ち
込
む
こ
と
も
あ
る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

側
が
そ
う
い
う
視
点
で
い
る
こ
と
も
多
い
。
農
業
交
流
に
お
い
て
も
、
経
済
指
標

で
優
位
に
評
価
さ
れ
る
生
産
性
、
効
率
性
、
機
械
化
、
近
代
的
技
術
の
ど
の
要
素

を
と
っ
て
も
日
本
に
軍
配
が
上
が
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
文
脈
に
お
い
て
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
側
は
学
ぶ
側
に
な
り
、
日
本
は
教
え
る
側
と
役
割
が
は
じ
め
か
ら
決
め
ら

れ
て
い
た
よ
う
な
交
流
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
そ
れ
は
は
た
し
て
正
当
な

評
価
の
あ
り
か
た
な
の
だ
ろ
う
か
。
化
石
燃
料
の
大
量
消
費
と
地
球
の
環
境
破
壊

を
指
標
に
入
れ
て
再
計
算
し
て
み
れ
ば
、
何
百
年
続
け
て
も
何
一
つ
減
る
こ
と
も

足
さ
れ
る
こ
と
も
無
い
、
土
地
利
用
に
お
い
て
幾
何
学
的
な
美
し
さ
を
持
つ
永
続

可
能
な
農
の
営
み
を
続
け
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
奥
地
の
農
民
に
勝
る
も
の
は
な

い
の
で
あ
る
。
ま
た
社
会
的
な
面
で
考
え
れ
ば
、
近
所
付
き
合
い
を
面
倒
事
と
し
、

そ
れ
を
排
除
し
続
け
、
住
ん
で
い
る
地
域
が
た
だ
単
に
住
ん
で
い
る
場
所
で
し
か

な
く
な
っ
た
社
会
を
作
り
上
げ
つ
つ
あ
る
日
本
と
、
相
互
扶
助
の
社
会
シ
ス
テ
ム

を
美
徳
と
し
て
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
維
持
し
、
こ
ま
や
か
な
人
付
き
合
い
と
心

温
ま
る
社
会
を
形
成
し
続
け
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
で
は
、
ど
ち
ら
が
ど
ち
ら

を
学
ぶ
べ
き
か
、
答
え
は
明
ら
か
に
も
思
え
る
。

タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
と
の
付
き
合
い
の
中
で
言
え
ば
、
あ
ち
ら
の
学
校

で
は
、
生
徒
た
ち
が
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
畑
を
提
供
す
る
と
い

う
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
一
年
間
の
作
付
け
か
ら
販
売
ま
で
を
学
生
が
計
画

を
立
て
、
実
際
に
自
分
た
ち
で
栽
培
し
販
売
す
る
と
い
う
。
売
上
は
、
肥
料
や
種

代
な
ど
を
引
い
た
残
り
す
べ
て
の
お
金
が
学
生
の
も
の
に
な
る
そ
う
で
、
儲
か
っ

た
グ
ル
ー
プ
は
そ
の
お
金
で
豪
華
な
卒
業
旅
行
に
出
か
け
、
儲
か
ら
な
か
つ
た
グ

ル
ー
プ
は
何
事
も
で
き
ず
静
か
に
卒
業
す
る
の
だ
と
か
。
そ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

も
あ
っ
て
か
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
語
る
学
生
は
実
に
活
き
活
き
と
し
て

い
た
。
生
徒
の
や
る
気
を
引
き
出
す
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
と
ま
さ
に
農
業
の
実

践
と
い
え
る
教
育
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
学
ぶ
側
、

日
本
が
教
え
る
側
と
な
っ
て
い
て
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
も
我
々
は
学
べ
な
い

だ
ろ
う
。

文
化
的
価
値
の
差
異
か
ら
生
ま
れ
る
恐
怖
心
は
、
優
劣
論
に
支
配
さ
れ
て
し
ま

え
ば
、
そ
れ
は
た
だ
単
に
一
方
的
な
施
し
の
関
係
で
し
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

だ
が
、
そ
の
反
面
、
そ
れ
を
克
服
し
た
先
に
は
、
国
際
交
流
と
い
う
生
の
接
点
で

し
か
�
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
新
し
い
文
化
や
考
え
方
、
そ
し
て
新
し
い
地
平

に
立
つ
視
点
を
我
々
に
与
え
て
く
れ
る
力
に
も
な
り
う
る
の
で
あ
る
。

福
井
農
林
高
校
と
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
農
業
高
校
と
の
交
流
が
、
そ
う
い
う
形
で

続
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
個
人
的
で
は
あ
る
が
、
そ
う
願
っ
て
や
ま
な
い
。

「
福
井
農
林
高
校
国
際
交
流
の
歩
み
」
よ
り
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
派
遣
団
懇
話
会

二
〇
〇
八
年
七
月
六
日（
日
）。本
校
農
友
会
館
「
大
地
」
に
て
、
歴
代
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
派
遣
団
の
団
員
や
こ
の
事
業
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
が
集
ま
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
派
遣
を
振
り
返
り
、
今
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
交
流
事
業
に
関
す

る
様
々
な
ご
意
見
や
ご
提
案
を
い
た
だ
い
た
。

第
一
回
派
遣
団
（
Ｈ
七
）
と
第
二
回
派
遣
団
（
Ｈ
八
）、第
三
回
派
遣
団
（
Ｈ
九
）

と
第
四
回
派
遣
団
（
Ｈ
一
一
）、第
五
回
派
遣
団
（
Ｈ
一
二
）
と
第
六
回
派
遣
団
（
Ｈ

一
六
）、第
七
回
派
遣
団
（
Ｈ
一
八
）
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
話
し
合

わ
れ
た
。

①
グ
ル
ー
プ

今
の
高
校
生
全
体
が
国
際
社
会
に
関
心
が
薄
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
問
題
に
挙

げ
、
世
界
に
関
心
を
持
ち
、
日
本
の
農
業
の
問
題
点
に
つ
い
て
も
深
く
考
え
る
契

機
と
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
派
遣
の
意
義
が
大
き
く
あ
る
こ
と
と
確
認
し
た
。
体

験
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
世
界
観
・
広
い
視
野
を
持
て
る
生
徒
を
育
て
て
ほ
し
い
。

一
歩
踏
み
込
ん
だ
農
業
教
育
を
農
林
高
校
で
や
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
派
遣
生
徒

か
ら
み
え
る
世
界
観
の
考
察
、
受
け
入
れ
生
徒
か
ら
見
え
る
世
界
観
の
考
察
な
ど

相
互
の
考
察
を
報
告
し
合
い
意
見
交
換
し
合
う
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
学
習
は
広
が
り

深
ま
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

②
グ
ル
ー
プ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
交
流
は
「
物
質
面
」
で
は
な
く
「
人
」
と
の
交
流
で
あ
る

こ
と
こ
そ
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
確
認
が
で
き
た
よ
う
だ
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
人
々
の
働
く
様
子
・
目
の
輝
き
・
純
粋
さ
な
ど
派
遣
か
ら
だ
け
で
な
く
受
け

入
れ
か
ら
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
派
遣
後
ど
の
よ
う

に
活
か
さ
れ
た
か
を
確
認
す
る
会
と
な
っ
た
こ
の
懇
話
会
の
継
続
を
求
め
る
声
が

出
た
。

③
グ
ル
ー
プ

派
遣
で
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
入
れ
、
現
地
の
人
と
の
交
流
に
も
っ
と
時
間
を
使

っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
際
、
意
思
疎
通
の
た
め
に
語
学
学
習
を
充
実
す
べ
き
。
ま
た
、

派
遣
だ
け
で
学
ぶ
も
の
で
は
な
く
、
受
け
入
れ
と
派
遣
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
と
学
べ

る
内
容
に
深
ま
り
と
広
が
り
が
も
て
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
結
び
つ
き
は
今

後
益
々
強
ま
る
の
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
学
び
と
る
（
特
に
「
食
」
が
キ
ー
ワ

ー
ド
）
姿
勢
を
大
切
に
し
、
さ
ら
に
関
心
を
持
ち
テ
ー
マ
を
も
っ
て
派
遣
に
行
っ

て
ほ
し
い
。

④
グ
ル
ー
プ

一
部
の
派
遣
を
全
体
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（
派
遣
の
報
告
会
・
報
告
書
）
す
る

必
要
性
が
あ
る
。
受
け
入
れ
て
い
る
留
学
生
と
も
距
離
感
が
あ
る
の
で
、
留
学
生

が
学
校
全
体
と
関
わ
れ
る
行
事
の
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。

「
福
井
農
林
高
校
国
際
交
流
の
歩
み
」
よ
り
抜
粋
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二

生
徒
留
学
関
係

福
井
県
高
等
学
校
生
徒
国
際
交
流
事
業
に
参
加
し
て

生
物
生
産
科
二
年

酒
井

隆
文
（
平
成
一
七
年
度
卒
業
）

僕
は
一
〇
月
下
旬
、
中
国
交
流
事
業
に
参
加
し
、
浙
江
省
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

行
く
前
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
、
中
国
は
日
本
と
全
く
違
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
中
国
の
土
を
踏
ん
だ
時
、
雰
囲
気
は
違
い
ま
し
た
が
、
見
た
感
じ
は
日
本

と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
で
す
。
空
港
で
は
、
文
字
が
漢
字
ば
か
り
で
苦
労

し
ま
し
た
。
し
か
し
漢
字
を
み
て
い
る
と
な
ん
と
な
く
意
味
は
わ
か
り
ま
し
た
が
、

つ
ら
か
っ
た
で
す
。
ま
た
飛
行
機
か
ら
お
り
て
空
港
ま
で
の
バ
ス
が
変
で
し
た
。

高
さ
が
な
く
、
地
面
ス
レ
ス
レ
の
バ
ス
で
、
一
〇
セ
ン
チ
く
ら
い
し
か
地
面
と
離

れ
て
お
ら
ず
、
す
ご
く
揺
れ
ま
し
た
。
街
に
入
っ
て
も
、
見
た
目
は
や
は
り
日
本

と
あ
ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
日
目
は
上
海
空
港
に
着
い
て
か
ら
の
移
動

だ
け
で
終
わ
り
ま
し
た
。

二
日
目
か
ら
は
、
主
に
杭
州
東
方
中
学
で
生
活
し
ま
し
た
。
東
方
中
学
は
と
て

も
広
い
敷
地
で
、
い
ろ
い
ろ
な
設
備
が
あ
り
、
す
ご
く
き
れ
い
な
学
校
で
し
た
。

東
方
中
学
の
生
徒
は
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
人
も
多
く
、
し
か
も
上
手
で
し
た
。

み
ん
な
日
本
に
興
昧
が
あ
り
、
日
本
の
マ
ン
ガ
や
ゲ
ー
ム
等
が
大
好
き
だ
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
夜
は
一
〇
時
に
就
寝
の
予
定
で
し
た
が
、
話
が
弾
み
、
夜
中
ま
で

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
と
て
も
親
切
で
お
も
し
ろ
い
人
達
で
し
た
。

ま
た
、
運
動
神
経
も
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
東
方
中
学
に
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
や
卓
球
を
す
る
場
所
が
い
た
る
所
に
あ
り
、
暇
が
あ
れ
ば
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
友
好
試
合
を
や
り
ま
し
た
が
、
全
く
歯
が
立
ち
ま
せ

ん
で
し
た
。
運
動
神
経
が
良
い
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
勉
強
も
で
き
ま
す
。
広
い

土
地
の
中
に
、
専
門
的
な
設
備
や
教
室
が
多
数
あ
り
、
と
て
も
勉
強
し
や
す
い
環

境
に
な
っ
て
い
ま
す
。
体
育
祭
等
に
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
東
方
中
学
で
の
生

活
が
一
番
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

中
国
は
近
年
と
て
も
成
長
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
中
国
に
行
っ
た
事
で
、
日
本

の
生
活
の
し
や
す
さ
、
豊
か
さ
な
ど
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

蒼
林

第
五
二
号

よ
り
抜
粋

第
一
九
回
Ｆ
Ｆ
Ｊ
米
国
派
遣
農
業
研
修

米
国
派
遣
研
修生

活
科
学
科
三
年

尾
崎

麻
利
江
（
平
成
一
七
年
度
卒
業
）

七
月
一
三
日
か
ら
約
三
週
間
、
私
は
ア
メ
リ
カ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
サ
ク

ラ
メ
ン
卜
市
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
初
め
て
の
ア
メ
リ
カ
の
地
で
、
文
化
も
言
葉

も
違
い
、
勝
手
の
違
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
研
修
の
日
が
過
ぎ
て
い
く
に
つ

れ
て
慣
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
家
族
、
友
人
も
で
き
本
当
に
良
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。
お
世
話
に
な
っ
た
ホ
ス
卜
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々
は
二
軒
と
も
、
と
て
も
親
切

に
し
て
下
さ
り
、
私
は
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
か
か
る
こ
と
も
な
く
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

一
軒
目
の
ホ
ス
卜
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
牛
を
八
〇
頭
も
飼
育
す
る
酪
農
家
の
お
宅
で
、

私
は
初
め
て
酪
農
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家

で
初
め
て
牛
を
見
た
時
は
本
当
に
興
奮
し
ま
し
た
。
私
達
が
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
を

訪
れ
た
時
期
は
、
ち
ょ
う
ど
フ
ェ
ア
と
い
う
牛
や
豚
、
羊
な
ど
の
競
売
や
コ
ン
テ

ス
卜
等
を
行
う
お
祭
り
の
時
期
だ
っ
た
の
で
、
ス
テ
イ
中
は
そ
の
準
備
の
手
伝
い

を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
牛
を
洗
っ
た
り
、
牛
の
た
め
の
小
屋
に
わ
ら
を
敷
い

て
寝
床
を
つ
く
っ
た
り
、
暑
い
中
、
外
で
の
作
業
が
続
き
ま
し
た
が
あ
ま
り
苦
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
軒
目
は
ワ
イ
ン
農
家
の
方
で
、
ぶ
ど
う
畑
の
見
学
や
、

ワ
イ
ン
の
ボ
ト
ル
詰
め
を
や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
雄
大

な
土
地
一
面
に
広
が
る
ぶ
ど
う
、
ア
ー
モ
ン
ド
畑
を
見
た
時
は
感
動
の
あ
ま
り
言
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葉
も
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
均
等
に
並
ん
だ
ぶ
ど
う
や
ア
ー
モ
ン
ド
の
木
々
が
何
十

メ
ー
卜
ル
も
先
ま
で
延
々
と
続
く
大
地
、
そ
れ
が
す
べ
て
人
の
手
で
作
ら
れ
た
の

だ
と
思
う
と
、
圧
倒
さ
れ
、
食
い
入
る
よ
う
に
見
続
け
て
い
ま
し
た
。
私
は
こ
の

時
ほ
ど
百
間
は
一
見
に
し
か
ず
と
い
う
言
葉
を
実
感
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

見
る
も
の
、
や
る
こ
と
す
べ
て
が
初
め
て
で
改
め
て
日
本
と
の
生
活
の
違
い
を

肌
で
感
じ
ま
し
た
。
自
分
の
視
野
の
狭
さ
、
世
界
の
広
さ
を
感
じ
た
の
で
、
今
後

も
多
く
の
人
に
参
加
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

蒼
林

第
五
三
号

よ
り
抜
粋

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
留
学

初
め
て
の
海
外
☆
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
訪
れ
て

生
活
科
学
科
三
年

出
口

美
咲
（
平
成
一
七
年
度
卒
業
）

七
月
二
五
日
〜
八
月
二
六
日
ま
で
の
一
か
月
間
、
私
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を

通
し
て
派
遣
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
選
ん
だ
理
由
は
、
将
来

福
祉
に
携
わ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
実
際
に
福
祉
を
見
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
到
着
し
て
す
ぐ
、
他
国
の
同
年
代
の
人
々
約
三
〇
人
と
二
週
間
生
活
す
る
キ

ャ
ン
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。

八
月
九
日
か
ら
の
五
日
間
は
、Schieck

さ
ん
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま

し
た
。
自
然
が
美
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
男
性
も
家
事
を

す
る
こ
と
が
当
た
り
前
で
、
お
父
さ
ん
も
料
理
や
お
菓
子
を
よ
く
作
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
八
月
一
五
日
か
ら
の
一
〇
日
間
は
、Sw

ing

さ
ん
の
家
で
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
親
戚
と
一
緒
に
、
お
茶
会
や
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
を
し
て
も

て
な
し
て
く
れ
ま
し
た
。
休
日
や
余
暇
は
、
家
族
と
過
ご
す
こ
と
を
大
切
に
す
る

文
化
で
、
少
し
年
上
の
ロ
ビ
ン
や
エ
リ
と
庭
の
プ
ー
ル
で
遊
ん
だ
り
し
て
過
ご
し

ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
、
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
残
っ
て
い
ま
す
。
家
族
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
、
相
手
を
思
い
や

る
優
し
い
心
を
持
っ
た
人
を
作
り
、
そ
れ
が
福
祉
国
家
と
な
る
基
盤
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
し
た
。

福
祉
の
面
で
は
、
い
く
つ
か
の
施
設
や
町
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
さ
す
が
福
祉
国
家
と
言
わ
れ
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
に
は
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
専
用
駐
車
場
ま
で
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
障

害
児
が
普
通
学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
校
内
は
段
差
が
無
く
、
自
動
ド

ア
が
い
た
る
所
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
町
で
は
障
害
を
持
っ
た
方
を
多
く
見

か
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
町
の
い
た
る
所
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ

と
思
い
ま
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
人
は
、
私
が
道
に
迷
っ
て
い
た
時
、
優
し
く

声
を
か
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
日
本
人
は
、
言
葉
が
話
せ
な
い
と
、
外
国
の
方
と

壁
を
作
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
言
葉
に
壁

が
あ
る
の
で
は
な
く
、
心
に
バ
リ
ア
が
あ
る
の
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

日
本
人
同
士
で
も
言
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
心
の
バ
リ
ア
を
取
り

除
く
こ
と
で
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
親
密
に
な
り
、
豊
か
な
社
会
を

作
る
土
台
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
回
一
か
月
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
、
多
く
の
こ
と
を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。
こ
の
経
験
を
今
後
に
生
か
し
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

蒼
林

第
五
三
号

よ
り
抜
粋
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毎
日
新
聞
社
主
催

毎
日
農
業
記
録
賞
「
優
秀
賞
」

日
本
と
ア
メ
リ
力
の
農
業
の
違
い

生
物
生
産
科
三
年

土
田

礼
子
（
平
成
一
八
年
度
卒
業
）

私
は
高
校
三
年
生
の
夏
休
み
に
三
週
間
、
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
が
主
催

す
る
、
Ｆ
Ｆ
Ｊ
米
国
派
遣
農
業
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
農
業
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
日
本
の
農
業
と
ど
う
違
う
の
か
？
私
が

そ
の
派
米
研
修
に
興
昧
を
持
っ
た
の
は
、
そ
ん
な
些
細
な
疑
問
か
ら
で
し
た
。

こ
の
派
米
研
修
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
農
業
の
事
や
生
活
習
慣
、
文
化
に
つ
い
て

ま
で
幅
広
く
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。
農
業
の
違
い
で
一
番
強
く
感
じ
た
事
は
、

ア
メ
リ
カ
の
農
業
と
日
本
の
農
業
が
正
反
対
の
考
え
で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事

で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
農
業
は
、
「
質
よ
り
量
」
を
重
視
し
て
、
広
大
な
土
地
で
人

が
手
を
加
え
ず
に
、
大
型
機
械
や
農
薬
を
使
い
、
大
量
生
産
し
て
い
ま
す
。
逆
に

日
本
の
農
業
は
、
「
量
よ
り
質
」
を
重

視
し
て
、
狭
い
土
地
で
も
一
つ
一
つ
丁

寧
に
、
農
薬
を
あ
ま
り
使
わ
ず
に
手
間

を
掛
け
な
が
ら
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

と
い
う
の
も
、
最
近
日
本
は
消
費
者
の

間
で
、
安
全
・
安
心
が
強
く
叫
ば
れ
、

重
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

消
費
者
は
、
少
し
高
く
て
も
、
新
鮮
で

安
心
し
て
食
べ
る
事
が
で
き
る
物
が
良

い
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
為
に
、

近
頃
で
は
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
や
エ

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
な
ど
と
い
っ
た
、
生
産

者
と
消
費
者
が
結
び
つ
く
よ
う
な
制
度

が
た
く
さ
ん
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
の
消
費
者
は
、
安
全
・
安
心
よ
り
も

安
い
方
が
良
い
と
い
っ
た
、
価
格
を
重
視

し
た
考
え
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
日
本
の
消

費
者
と
は
逆
の
考
え
方
で
す
。
農
業
は
消

費
者
が
い
な
く
て
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
農
業
の
考
え
方
に
違

い
が
生
じ
て
く
る
の
は
、
こ
う
い
っ
た
消

費
者
の
考
え
の
違
い
に
よ
る
も
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
消
費
者
の
嗜
好

に
応
え
る
の
も
生
産
者
の
役
割
で
す
。
し

か
し
、
私
は
生
産
者
と
し
て
消
費
者
の
健

康
に
配
盧
す
る
事
も
生
産
者
の
大
切
な
役

割
だ
と
思
い
ま
す
。
お
い
し
く
て
新
鮮
な
野
菜
を
安
価
で
買
い
た
い
と
思
う
の
は
、

消
費
者
な
ら
誰
も
が
思
う
事
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
農
業
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
全
て

機
械
化
で
、
安
価
で
大
量
に
生
産
す
る
事
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
生
産

者
が
手
を
掛
け
な
い
の
で
、
農
業
を
し
て
い
て
も
時
間
に
ゆ
と
り
が
あ
り
、
家
族

と
過
ご
す
時
間
や
趣
味
に
費
や
す
時
間
が
と
て
も
多
い
こ
と
で
す
。
日
本
の
農
業

の
良
い
と
こ
ろ
は
、
作
物
を
丹
精
こ
め
て
丁
寧
に
生
産
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
近
年
は
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
あ
ま
り
使
わ
ず
に
、
消
費
者
の
健
康
に
も

配
盧
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
日
本
の
農
業
も
、
ア
メ
リ
カ

の
よ
う
な
広
大
な
土
地
で
農
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
安
価
で
新
鮮
な
野
菜

を
大
量
に
生
産
す
る
事
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
為
に
、
狭
い
土
地
で
農
業

を
し
て
い
る
人
が
土
地
を
集
中
化
さ
せ
て
広
大
な
農
場
を
作
り
、
生
産
者
が
協
力

し
て
、
今
ま
で
の
よ
う
に
丹
精
こ
め
て
生
産
す
る
事
が
で
き
れ
ば
良
い
と
思
い
ま

す
。
そ
う
す
れ
ば
、
生
産
者
は
消
費
者
の
望
む
、
お
い
し
く
て
新
鮮
で
安
価
な
野
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菜
を
、
自
信
を
持
っ
て
作
っ
て
い
く
事
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
消
費

者
が
家
族
と
一
緒
に
、
健
康
で
楽
し
く
食
事
を
す
る
事
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

蒼
林

第
五
四
号

よ
り
抜
粋

マ
レ
ー
シ
ア
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
終
え
て

生
活
科
学
科
三
年

前
川

あ
い
こ
（
平
成
二
一
年
度
卒
業
）

私
は
高
校
二
年
生
の
と
き
に
福
井
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
の
英
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
卜
に
出
場
し
、
賞
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高
校
最
後
の
年
に
夏

期
派
遣
生
と
し
て
七
月
二
八
日
〜
八
月
二
六
日
の
約
一
ケ
月
間
マ
レ
ー
シ
ア
へ
行

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
間
に
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
と
イ
ポ
ー
に
二
週
間

ず
つ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
、
同
じ
く
マ
レ
ー
シ
ア
に
来
て
い
る
派
遣
生
と
二
泊
三

日
の
キ
ャ
ン
プ
に
も
行
き
ま
し
た
。

こ
の
派
遣
事
業
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
い
う
見
知
ら
ぬ
土
地
で
多
く
の
人
と
関

わ
り
合
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
日
本
と
習
慣
な
ど
は
違
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
い
る

人
達
と
私
た
ち
に
は
な
ん
の
違
い
も
な
い

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
腹
が
立
っ
た
ら

怒
り
、
嬉
し
く
な
っ
た
ら
笑
い
ま
す
。
当

た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
身
を
持
っ
て
強

く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
今
回
の

旅
で
の
収
穫
の
ひ
と
つ
で
す
。
も
う
ひ
と

つ
は
自
分
ひ
と
り
で
日
本
語
で
な
い
言
葉

を
使
い
、
全
く
の
知
り
合
い
が
い
な
い
状

況
で
過
ご
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
が
大

き
く
成
長
で
き
た
こ
と
で
す
。
正
直
、
も

っ
と
消
極
的
に
な
っ
て
し
ま
う
か
と
心
配

し
ま
し
た
。
し
か
し
実
際
は
全
く
逆
で
、

む
し
ろ
日
本
に
い
る
と
き
よ
り
活
動
的
に
な
り
、
臆
す
る
こ
と
な
く
、
多
く
の
人

と
接
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
一
ケ
月
経
っ
た
と
き
に
そ
の
こ
と
が
大

き
な
自
信
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
得
た
も
の
は
自
分
の
思
い
出
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
こ
の
先
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
は
高
校
卒
業
後
、
大
学

で
福
祉
の
勉
強
を
し
、
将
来
は
多
く
の
人
と
関
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
私
は
人
と
の
関
わ
り
合
い
の
中
で
他
者
を
認
め
、
そ
の
気
持
ち
に
共
感

す
る
広
い
心
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
今
回
の
派
遣
事
業
で
さ
ま
ざ
ま

な
人
と
出
会
い
、
そ
れ
ま
で
持
っ
て
い
た
自
分
の
視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。
同
時

に
多
様
な
価
値
観
に
直
接
触
れ
る
こ
と
で
、
自
分
と
は
全
く
違
う
価
値
観
も
自
然

に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
が
外
国
人
と
し
て
扱
わ
れ
、
ア
ウ
ェ
イ
な
環
境
の
な
か
で
受
け
入
れ
ら
れ

る
こ
と
に
も
ま
た
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
現
地
で
の
生
活
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を

通
し
て
人
と
の
関
わ
り
方
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
マ
レ
ー
シ
ア
で
の
経
験

は
、
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
か
け
が
え
の
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

蒼
林

第
五
七
号

よ
り
抜
粋

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
て

西
谷

光
史
（
平
成
二
三
年
度
卒
業
）

高
校
三
年
生
の
時
、
私
は
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
自
分
の
思

い
を
書
き
示
し
た
作
品
を
応
募
し
、
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

元
は
、
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
の
意
見
発
表
、
区
分
「
環
境
」
で
の
発
表
内
容
で
し

た
。
一
年
生
の
時
に
参
加
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
修
で
、
素
直
に
感
じ
た
状
況
を

上
手
く
打
破
す
る
た
め
に
、
三
年
間
学
ん
で
き
た
こ
と
が
生
か
せ
な
い
か
を
書
い

て
発
表
し
た
も
の
で
す
。
意
見
発
表
自
体
は
、
県
大
会
は
勝
ち
進
み
、
北
信
越
で

終
わ
り
ま
し
た
。
あ
る
日
、
先
生
に
意
見
発
表
の
文
章
を
応
募
し
て
み
な
い
か
と

言
わ
れ
渡
さ
れ
た
の
が
、
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
要
項
と
た
く
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さ
ん
の
原
稿
用
紙
で
し
た
。
最
初
は
入
賞
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
書
き
、

先
生
に
提
出
し
ま
し
た
。
結
果
発
表
ま
で
長
い
期
間
が
あ
り
、
入
試
や
農
業
ク
ラ

ブ
の
農
業
鑑
定
競
技
の
勉
強
に
明
け
暮
れ
、
す
っ
か
り
コ
ン
テ
ス
ト
の
こ
と
を
忘

れ
て
い
ま
し
た
。
冬
休
み
、
私
の
携
帯
電
話
に
先
生
か
ら
電
話
が
あ
り
、
「
入
賞

お
め
で
と
う
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
何
の
こ
と
だ
か
さ
っ
ぱ
り
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

と
聞
い
た
直
後
に
思
い
出
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
結
果
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
と
知
り
、
す
ぐ
に
確
認
し
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
五
回
以
上
は
確
認
し
、
内

心
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
ま
し
た
。

入
賞
し
て
数
か
月
後
、
東
京
で
受
賞
式
が
あ
り
ま
し
た
。
会
場
に
一
番
乗
り
し
、

式
が
始
ま
る
ま
で
他
の
受
賞
者
が
出
し
た
作
品
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。
優
秀
作
品

を
書
い
た
全
員
が
外
国
と
関
わ
り
の
あ
る
人
で
し
た
。
差
別
問
題
や
環
境
問
題
な

ど
、
世
界
の
現
状
を
訴
え
た
も
の
が
あ
り
、
他
の
受
賞
者
で
も
東
日
本
大
震
災
に

関
す
る
内
容
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
中
高
の
部
門
が
あ
り
、
中
学
生
の
文
章
力
、

語
学
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
う
ち
に
式
が

始
ま
り
、
優
秀
賞
を
頂
き
ま
し
た
。
受

賞
式
の
翌
日
、
副
賞
の
フ
ィ
ジ
ー
海
外

研
修
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

私
よ
り
年
下
な
の
に
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
正
式

名
称
を
英
語
で
言
っ
た
り
し
て
お
り
、

自
分
が
恥
ず
か
し
く
な
っ
た
り
、
も
っ

と
勉
強
し
な
く
て
は
と
思
わ
さ
れ
た
り

し
た
一
日
で
し
た
。

結
局
、
私
は
様
々
な
事
情
か
ら
フ
ィ

ジ
ー
へ
の
研
修
へ
行
く
こ
と
を
断
念
し

ま
し
た
。
せ
っ
か
く
の
機
会
で
し
た
が
、

自
分
で
決
め
た
こ
と
で
あ
る
た
め
、
後
悔
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
大
学
の
ほ
う
で
も

Ｕ
Ａ
Ｅ
で
砂
漠
緑
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
で
き
る
の
で
、
大
学
四
年
間
の
う

ち
に
行
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
作
品
の
内
容
で
は
海
外
で
働
き
た
い
と
書
き
ま

し
た
が
、
将
来
は
何
を
し
よ
う
か
は
は
っ
き
り
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

自
分
の
得
た
知
識
や
技
術
を
他
人
に
提
供
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
。
そ
の

た
め
に
農
業
土
木
だ
け
で
な
く
工
学
的
分
野
も
取
り
入
れ
て
勉
強
に
励
ん
で
い
ま

す
。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
私
に
国
際
性
の
意
識
を
高
め
る
と
と
も

に
、
将
来
の
自
分
を
見
つ
め
直
さ
せ
て
く
れ
た
き
っ
か
け
の
一
つ
で
す
。
応
募
を

勧
め
て
く
れ
た
先
生
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
厳
し
い
現
実
を
見
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
文
章
を
書
く
の

が
苦
手
な
私
が
、
優
秀
賞
に
入
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
自
分
は
で
き
る
と
言

い
聞
か
せ
て
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
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三

そ
の
他
の
国
際
交
流
活
動

平
成
一
六
年
度

・
英
語
弁
論
大
会

第
一
部

最
優
秀
賞

二
生

出
口
美
咲

"F
or

O
thers,F

or
O
urselves"

（
平
成
一
七
年
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
派
遣
）

・
英
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

Ａ
部
門

最
優
秀
賞

二
流

竹
澤

南

"G
ood

luck!?"

優
秀
賞

一
物

土
田
礼
子

"O
ne

flow
er"

・
福
井
県
高
等
学
校
生
徒
国
際
交
流
事
業
（
中
国
派
遣
）
二
物

酒
井
隆
文

・
国
際
交
流
体
験
発
表
会

三
物

谷
本
沙
耶
香

平
成
一
七
年
度

・
英
語
弁
論
大
会

第
一
部

最
優
秀
賞

二
物

土
田
礼
子

"F
arm

in
g
or

H
arm

in
g
?"

（
平
成
一
八
年
マ
レ
ー
シ
ア
派
遣
決
定→

辞
退
）

・
英
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

Ａ
部
門

最
優
秀
賞

二
生

中
村
有
希

"M
y
A
dventures

in
W

onderland"

・
第
一
九
回
Ｆ
Ｆ
Ｊ
米
国
派
遣
農
業
研
修

三
生

尾
崎
麻
利
江

・
国
際
交
流
体
験
発
表
会

三
生

出
口
美
咲

平
成
一
八
年
度

・
Ｆ
Ｆ
Ｊ
米
国
派
遣
農
業
研
修

三
物

土
田
礼
子

・
英
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

Ａ
部
門

優
秀
賞

三
物

土
田
礼
子

"T
he

best
sum

m
er

vacation"

平
成
二
〇
年
度

・
英
語
弁
論
大
会

第
一
部

最
優
秀
賞

二
生

前
川
あ
い
こ

"A
ppreciation

and
H
appiness"

（
平
成
二
一
年
マ
レ
ー
シ
ア
派
遣
）

・
英
語
弁
論
大
会

第
一
部

優
秀
賞

一
流

藤
塚

円

"L
ove

is
the

B
est

M
edicine"

平
成
二
一
年
度

・
英
語
弁
論
大
会

第
一
部

優
秀
賞

二
流

藤
�

円

"A
W

orld
W

ithout
N
uclear

W
eapons"

平
成
二
二
年
度

・
英
語
弁
論
大
会

第
一
部

優
秀
賞

一
物

山
口
怜
奈

"W
hen

I
am

older,I
w
ould

like
to

…"

・
国
際
交
流
体
験
発
表
会

二
物

山
中
愛
海
子

平
成
二
四
年
度

・
英
語
弁
論
大
会

第
一
部

第
三
位

二
流

齋
藤
勇
介

"D
o
N
ot

B
e
a
F
rog"

・
国
際
交
流
体
験
発
表
会

二
流

岩
見
美
子

野
路
莉
沙
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